
　

は
じ
め
に

本
研
究
会
で
は
、
室
町
期
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
諸
宗
兼
学
・
融
合
思
想
を
有
し
た
仏

教
者
旭
蓮
社
澄
円
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
二
）
に
着
目
し
、
著
書
『
浄
土
十
勝
箋
節
論
』（
以
下
、『
浄
土
十
勝
論
』）
十
五

巻
な
ら
び
に
『
同
輔
助
義
』
四
巻
を
取
り
あ
げ
て
、
浄
土
学
・
真
言
学
の
研
究
者
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、こ
れ
ま
で
一
度
も
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
に
つ
い
て
、嘉
永
五
年
刊
本
〈
文

久
四
年
再
版
本
〉
を
底
本
と
し
、
翻
刻
・
書
き
下
し
文
・
語
注
の
作
成
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
澄
円
と
そ
の
著
作

に
関
す
る
個
人
研
究
を
翻
刻
作
業
等
と
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
は
、
巻
中
乾
上
の
書
き
下
し
及
び
出
典
注
の
作
業
を
行
っ
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
書

き
下
し
な
ら
び
に
出
典
注
を
ほ
ど
こ
す
作
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
研
究
も
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』
書
下
し
――
（
跋
文
）室

町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
研
究
会　



　
　

凡
例

一
、
本
編
は
『
浄
土
十
勝
論
』
の
嘉
永
五
年
刊
本
（
文
久
四
年

再
版
）
を
底
本
と
し
て
、
書
き
下
し
・
出
典
注
を
施
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
、
書
き
下
し
に
際
し
、
字
体
は
原
則
通
用
漢
字
に
改
め
た
。

一
、
書
き
下
す
に
あ
た
り
、
底
本
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、
大
正
大
学
所
蔵
・
寛
文
三
年
刊
本
（
寛
文
本
）

を
参
照
し
た
。

一
、
原
則
、
底
本
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
に
依
る
。
但
し
、
底

本
の
返
点
・
送
仮
名
が
明
ら
か
に
適
当
で
な
い
と
考
え

ら
れ
る
場
合
は
、
校
合
本
に
従
っ
た
。

一
、
難
読
語
に
は
振
仮
名
に
て
読
み
方
を
記
す
。

一
、
難
解
語
及
び
解
説
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
語
句
に
は
脚
注

に
て
解
説
を
付
し
た
。

一
、
適
宜
改
行
を
施
し
た
。

一
、
適
宜
句
読
点
中
黒
点
を
付
す
。

一
、
使
用
す
る
括
弧
類
に
関
し
て
は
左
記
の
通
り
。

　

・「　

」
…
引
用
文　
　

・『　

』
…
典
籍
名

　

・｛　

｝
…
割
注　
　
　

・【　

】
…
研
究
会
補
足

一
、
引
用
文
は
脚
注
に
て
出
典
を
示
し
た
。
引
用
文
中
の
引
用

文
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

◎
書
名
の
略
称
は
左
記
の
通
り
。

　

・『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
…
正
蔵

　

・『
続
大
正
新
修
大
蔵
経
』
…
続
蔵

　

・『
卍
字
蔵
経
』
…
卍
蔵

　

・『
卍
字
続
蔵
経
』
…
卍
続
蔵

　

・『
大
日
本
仏
教
全
書
』
…
日
仏
全

　

・『
浄
土
宗
全
書
』
…
浄
全

　

・『
続
浄
土
宗
全
書
』
…
続
浄

　

・『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
…
綜
佛
年
報

　

・
石
井
教
道
編
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
…
昭
法
全



　

浄
土
十
勝
論
首
巻

目
録

論
主
の
真
影

勅
詔

賛
文

論
主
の
伝
記

論
主
著
述
書
目

序
文
三
篇

跋
文
十
九
章

凡
例

論
文
総
章
目

澄
円
菩
薩
真
影

［
図
］

勅(1)

し
て
永と

こ

し
え
に
宣(2)

す
。
紫(3)

を
賜
い
、
円
頓
大
乗
成
論
師
澄
円
菩
薩
を
賜

う
。

(1) 

勅
…
天
皇
の
命
令
。
ま
た
、そ
れ
を
伝
え
る
文
書
。

臨
時
の
大
事
に
用
い
る
詔
に
対
し
て
、
通
常

の
小
事
を
伝
え
る
と
き
に
使
う
。

(2) 

紫
賜
…
天
皇
の
許
可
を
え
て
紫
衣
や
香
衣
を
着

け
る
こ
と
。
浄
土
宗
で
は
澄
円
が
最
初
と
い

わ
れ
る
。

(3) 

宣
…
勅
旨
を
宜
す
る
こ
と
。
宣
旨
。



宜
し
く
宝(4)

祚
延
長
国
家
安
全
を
祈
祷
す
べ
し
。

て
へ
れ
ば(5)

、
依
て
天
気(6)

執
達(7)

件
の
如
し
。

康
永
元
年(8)

四
月
七
日

十
勝
論
刻
成
り
、
随
喜
に
勝た

え
ず
。

謹
ん
で
臨
ず
。
旧
朝
勅
牒ち
ょ
う
(9)、
之
れ
を
巻
首
に
冠
す
。

　
　

二
品(10)

尊
趣(11)

（
浄
土
門
主
）（
尊
超
親
王
之
章
）

澄
円
菩
薩
の
賛　
　
　
（
大
光
普
照(12)

）

舶
を
万
里
に
飛
ば
し
て
廬
岳(13)

の
風
を
伝
へ
、

一
百
十
の
則(14)

は
雪せ

つ
え
ん冤
(15)の

功
を
榔た

つ
。

縣け
ん
が河

の
弁べ

ん

(16)を
奮
い
英
気
は
虹
の
如
く
、

(4) 

宝
祚
…
天
子
の
位
。
皇
位
。

(5) 

者
…
と
い
う
わ
け
で
。
以
上
の
よ
う
な
次
第
で
。

「
て
へ
り
」「
て
へ
れ
ば
」
も
漢
文
体
で
用
い

ら
れ
た
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
、「
者
」

が
文
末
に
置
か
れ
た
場
合
は
「
て
へ
り
」、
文

頭
で
は
「
て
へ
れ
ば
」
と
す
る
。

(6) 

天
気
…
天
皇
の
機
嫌
。
天
皇
の
お
ぼ
し
め
し
。

天
機
。

(7) 

執
達
…
上
意
を
受
け
て
下
に
通
達
す
る
こ
と
。

(8) 

康
永
元
年
…
一
三
四
二
年
、
北
朝
光
明
天
皇
の

在
位
。

(9) 

旧
朝
勅
牒
…
「
泉
州
堺
旭
蓮
社
縁
起
」（『
本
朝
廬

山
旭
蓮
社
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
旧
朝
と
は
光

明
天
皇
の
朝
廷
。
牒
と
は
役
所
の
公
文
書
。

(10) 

二
品
…
律
令
制
で
、
親
王
の
位
階
の
第
二
位
。

(11) 

尊
超
…
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
―
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）。
知
恩
院
門
跡
六
世
。
有
栖
川
宮

織おり
ひ
と仁

親
王
第
八
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、
将
軍

家
斉
の
猶
子
、
光
格
天
皇
の
養
子
と
な
る
。

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
四
歳
で
知
恩
院
宮

を
相
続
し
た
。

(12) 

大
光
普
照
…
教
音
の
遊
印
。『
無
量
寿
経
』
末

尾
に
「
大
光
普
照
十
方
国
土
」（
正
蔵

一
二
・
二
七
九
上
／
浄
全
一
・
三
六
）
と
あ
る
。

(13) 

廬
岳
…
廬
山
の
こ
と
。
盧
山
は
中
国
江
西
省
北

部
の
名
山
。
周
代
か
ら
霊
山
と
し
て
知
ら
れ
、

四
世
紀
末
に
慧
遠
が
東
林
寺
に
お
い
て
白
蓮

社
と
称
す
る
念
佛
道
場
を
開
き
、
中
国
浄
土

教
の
源
流
と
な
っ
た
。

(14) 

一
百
十
則
…
本
書
『
浄
土
十
勝
箋
節
論
』
一
四

巻
を
構
成
す
る
十
科
百
十
編
の
こ
と
。

(15) 

雪
冤
…
無
実
の
罪
を
そ
そ
ぐ
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

他
宗
か
ら
の
論
難
に
反
駁
し
て
浄
土
宗
の
面

目
を
保
っ
た
こ
と
を
さ
す
。

(16) 

懸
河
弁
…
流
暢
な
弁
舌
。



康
永
の
綸り

ん
ふ
つ綍
(17)、

徳
は
宸

し
ん
ち
ゅ
う衷
(18)に

感
ず
。

叢そ
う
り
ん林
(19)の

竜
象(20)

、
独
り
此
の
翁
有
り
、

蓮
社
を
恢か
い
ふ
く復
(21)し
て
扶
桑(22)

の
遠
公(23)

た
り
。

文
久
甲
子(24)

孟
春(25)

　

大
僧
正
教
音(26)

敬
賛
（
大
僧
正
）（
教
音
）

旭
蓮
社
主
澄
円
菩
薩
伝

釈
智(27)

演
、
姓
は
源
氏
、
泉
州
大
鳥(28)

の
人
な
り
。
父
は
其
の
国
の
刺(29)

史
、

義
貞
な
り
。
則
ち
源
義
氏
の
玄げ
ん
え
い裔
(30)な
り
。
母
は
百
済
氏
。
壮
齢
に
洎お

よ

び
て

世
子
無
し
。
母
氏
、
之
れ
を
憂
い
て
常
に
家え
ば
ら原

の
文
殊
師
利(31)

に
精
祈
す
。

と
い
わ
れ
る
念
仏
結
社
を
組
織
し
、『
般
舟
三

昧
経
』
に
基
づ
く
念
仏
の
実
践
を
勧
め
た
。

(24) 

文
久
甲
子
…
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）。

(25) 

孟
春
…
陰
暦
一
月
の
異
名
。

(26) 

大
僧
正
教
音
…
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
―
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）。
開
蓮
社
闡
誉
教
音
と
い

う
。
飛
騨
国
（
岐
阜
県
）
大
野
郡
高
山
に
生
ま

れ
、
檀
林
の
館
林
善
導
寺
四
一
世
、
新
田
大

光
院
五
九
世
、
鎌
倉
光
明
寺
九
三
世
を
経
て
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
増
上
寺
六
七
世
法
主

大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

(27) 

智
演
…
澄
円
の
別
名
。
浄
円
と
い
わ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
昇
蓮
社
・
旭
蓮
社
と
も
号
す
。

(28) 

泉
州
大
鳥
…
和
泉
国
大
鳥
郡
。
現
在
の
大
阪
府

の
堺
市
及
び
そ
の
近
郊
。

(29) 

刺
史
…
『
鎮
流
祖
伝
』
で
は
「
刺
史
」
に
作
る
（
浄

全
一
七
・
四
五
二
下
）。
刺し
し史

は
、
も
と
は
古
代

中
国
の
地
方
官
の
名
称
。「
国
司
」
の
唐
名
。

(30) 

玄
…「
玄
」は
曾
孫
の
子（
＝
玄
孫
）を
指
し
、「
裔
」

は
あ
と
つ
ぎ
・
末
葉
・
子
孫
な
ど
の
意
味
が

あ
る
。

(31) 

家
原
文
殊
師
利
…
一
乗
山
家
原
寺
。
大
阪
府
堺

市
。
高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山
。
開
基
は
行

基
菩
薩
、
本
尊
は
文
殊
菩
薩
。

(17) 

康
永
綸
綍
…
永
康
元
年
（
一
三
四
二
）
光
明
天
皇

（
北
朝
）
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
詔
勅
。
澄
円
が

勅
に
よ
り
、
天
変
地
異
や
疫
病
の
流
行
を
鎮

め
た
の
で
、
大
菩
薩
の
号
と
封
戸
田
二
頃
を

賜
り
、
さ
ら
に
扶
桑
廬
山
の
額
を
賜
っ
た
。

(18) 

宸
衷
…
天
皇
の
み
こ
こ
ろ
。
聖
衷
と
も
い
う
。

(19) 

叢
林
…
寺
院
の
こ
と
、
僧
林
と
も
い
う
。

(20) 

竜
象
…
す
ぐ
れ
た
知
力
・
行
動
力
を
合
わ
せ
備

え
た
高
僧
を
竜
や
象
に
た
と
え
て
い
う
。

(21) 

恢
復
…
回
復
。

(22) 

扶
桑
…
日
本
の
こ
と
、
中
国
か
ら
見
て
東
方
に

あ
る
国
と
い
う
意
。

(23) 

遠
公
…
廬
山
慧
遠
の
こ
と
。
後
趙
延
煕
二
年

（
三
三
四
）
―
東
晋
義
煕
一
二
年
（
四
一
六
）。

中
国
浄
土
教
の
祖
師
。
浄
影
寺
慧
遠
と
区
別

す
る
た
め
廬
山
慧
遠
と
称
さ
れ
る
。
白
蓮
社



一い
っ
し
ょ
う霄

闃げ
き
じ爾
(32)た

り
。
適た

ま
た
ま々

、
嬰え

い
じ
ゅ孺
(33)、

庭
籬(34)

の
側
に
啼
く
。
父
母
、
悦
び
て

之
れ
を
納
め
て
鞠き
く
い
く育
(35)す

。
稟
く
所
の
天
機(36)

、
朗
然
と
し
て
深
く
、
進し

ん
し止

亦

た
雍よ
う
か
ん閑
(37)な
り
。

五
歳
の
時
、
教
え
ざ
る
に
自
ら
文
殊
の
呪
を
誦
す
。
人
皆
な
之
れ
を
駭

嘆(38)

す
。

九
齢
に
し
て
東
大
寺
の
円
雅
法
師(39)

を
頂
礼
し
て
塵じ

ん
く衢
(40)を

出
づ
。
屡

し
ば
し
ば、

華

厳
・
三
論
・
唯
識
・
倶
舎
の
滋じ

み味
(41)を
薫

く
ん
じ
ょ
う蒸
(42)す
。
天

て
ん
し
ょ
う縦
(43)に
し
て
労
せ
ず
。
又

た
槙ま
き
の
お
さ
ん

尾
山

(44)に
躋の

ぼ

り
両
部
の
秘
奥
を
究
む
。
承
遍(45)

・
観
豪(46)

の
二
老
に
参
じ
て

(32) 

一
霄
闃
爾
…「
霄
」は
そ
ら
、天
上
、あ
め
等
の
意
。

「
闃
」
は
、
し
ず
か
・
ひ
っ
そ
り
な
ど
、
人
け

が
な
い
様
子
を
あ
ら
わ
す
。

(33) 

嬰
孺
…
い
と
け
な
い
者
。
お
さ
な
ご
。

(34) 

庭
籬
…
「
籬
」
は
ま
が
き
。
こ
こ
で
は
庭
の
垣

根
を
指
す
。

(35) 

鞠
育
…
養
育
す
る
こ
と
。

(36)  

天
機
…
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
才
能
。

(37) 

進
止
亦
雍
閑
…
「
進
止
」
は
立
ち
居
振
る
舞
い
、

挙
動
を
い
う
。「
雍
」は
や
わ
ら
ぐ
の
意
。「
閑
」

は
し
ず
か
の
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
幼
い
澄

円
の
立
ち
居
振
る
舞
い
が
落
ち
着
い
て
い
る

様
子
を
あ
ら
わ
す
。

(38) 

駭
嘆
…
お
ど
ろ
き
感
嘆
し
て
い
る
様
子
。

(39) 

円
雅
法
師
…
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

(40) 

塵
衢
…
「
衢
」
は
ち
ま
た
の
意
。
こ
こ
で
は
世

俗
を
指
す
。

(41) 

滋
味
・
味
わ
い
の
よ
い
も
の
、
ま
た
滋
養
に
な

る
も
の
。

(42) 

薫
蒸
…
い
ぶ
し
蒸
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
澄
円
が

諸
宗
の
教
義
を
学
び
、
そ
れ
を
深
く
身
に
染

み
わ
た
ら
せ
た
こ
と
。

(43) 

天
縦
…
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
。

(44) 

槙
尾
山
…
槙
尾
（
京
都
市
右
京
区
）
は
、
真
言
宗

大
覚
寺
を
は
じ
め
と
し
て
古
来
よ
り
真
言
宗

寺
院
が
存
在
し
、
密
教
が
伝
持
さ
れ
て
い
た
。

高
尾
、
栂
ノ
尾
と
と
も
に
三
尾
と
呼
ば
れ
る
。

ま
た
、
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
施
福
寺
（
大
阪
府

和
泉
市
）
も
通
称
「
槙
尾
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ど
ち
ら
を
指
し
て
い
る
か
は
不
明
。

(45) 

承
遍
…
詳
細
不
明
。『
十
勝
論
』
中
巻
下
・
巻
末

参
照
。
比
叡
山
東
谷
に
住
す
る
。
関
東
で
九

品
寺
義
を
学
び
、
そ
の
後
、
比
叡
山
に
登
り

天
台
宗
を
学
び
檀
那
院
流
を
相
伝
す
る
。
澄

円
は
承
遍
の
室
に
入
っ
て
円
頓
戒
を
稟
承
し

た
。
ま
た『
摩
訶
止
観
』等
の
講
義
を
受
け
る
。

澄
円
が
比
叡
山
に
学
ん
で
い
た
頃
に
入
寂
し
、

澄
円
は
そ
の
臨
終
に
立
会
い
奇
雲
・
神
楽
等

の
奇
瑞
を
見
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

(46) 

観
豪
…
詳
細
不
明
。『
十
勝
論
』
中
巻
下
・
巻
末

参
照
。
比
叡
山
東
谷
に
住
す
る
。
澄
円
の
顕

密
の
師
範
。『
浄
名
疏
』等
の
講
義
を
受
け
る
。

澄
円
が
比
叡
山
を
去
っ
た
後
に
入
寂
。
澄
円

は
人
づ
て
に
臨
終
の
様
子
を
聞
き
、
無
悩
に

し
て
、
尊
号
を
か
け
西
に
向
か
い
入
寂
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。



(47) 

罄
…
つ
く
す
、
み
な
、
こ
と
ご
と
く
の
意
。　

(48) 

東
福
寺
…
慧
日
山
東
福
寺
（
京
都
市
東
山
区
）。
嘉

禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗

寺
院
。

(49) 

虎
関
禅
師
…
虎
関
師
錬
（
一
七
八
―

一
三
四
六
）。
臨
済
宗
の
僧
。
日
本
最
初
の
仏

教
史
書
『
元
亨
釈
書
』（
三
〇
巻
）
の
著
者
。

(50)  

威
友
…
「
威
」
は
「
畏
」
に
通
ず
。「
畏
友
」
は

尊
敬
す
る
友
人
を
い
う
。

(51) 
小
坂
…
法
然
の
弟
子
・
証
空
の
流
れ
で
あ
る
西

山
義
を
指
す
。

(52) 

九
品
…
法
然
の
弟
子
・
長
西
の
流
れ
で
あ
る
諸

行
本
願
義
を
指
す
。

(53) 

照
山
光
明
寺
…
天
照
山
光
明
寺
（
現
在
地
は
鎌

倉
市
材
木
座
）。
も
と
は
佐
介
谷
に
あ
っ
て
悟

真
寺
と
い
い
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
ご

ろ
に
「
蓮
華
寺
」
と
改
め
る
。
第
八
世
祐
崇

（
一
四
二
六
―
一
五
〇
九
）
の
代
（
法
灯
を
継
い

だ
の
は
一
四
八
二
年
）
に
「
光
明
寺
」
と
改
め
、

台
数
を
罄つ

く
(47)す

。
東
福
寺(48)

に
如ゆ

き
て
虎
関
禅
師(49)

に
謁
す
。
関
公
、
仰
ぎ
て
威

友(50)

と
為
す
。
京
師
に
出
で
て
小
坂(51)

・
九
品(52)

の
流
義
を
聴
く
。
棄
て
東
城
に

奔
る
。
照
山
光
明
寺(53)

に
如ゆ

き
て
寂
恵(54)

・
定
恵(55)

の
二
傑
を
礼
し
て
、
白
旗
の

正
流
を
汲
む
。
自
証
化
他
、
金
戒
布
薩
等
の
群
伝
を
研
窮
し
て
、
寒
暑
を
歴

る
。文

保
元
年(56)

、
渤
海(57)

を
踰こ

ゆ
。
乃
ち
廬
山
に
登
り
て
優う

ど
ん
ふ
ど

曇
普
度
大
師(58)

に
参

じ
て
蓮
乗
を
精
窮
す
。
仏
図
澄(59)

、及
び
遠
公
の
面
授
口
決
の
正
統
を
伝
持
し
、

禅
蓮
双
修
の
保
証
を
兼け
ん
ひ
ん禀
す
。

留
学
五
年
、
飽み

ち
て
霊
区
を
渉
る
に
顕
密
等
の
教
を
精
粋
す
。

現
在
地
に
移
転
し
た
。
澄
円
が
訪
れ
た
当
時

は
未
だ
「
悟
真
寺
」
と
号
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(54) 

寂
恵
…
良
暁
（
一
二
五
一
―
一
三
二
八
）。
浄
土
宗

第
四
祖
。

(55) 

定
恵
…
良
誉
定
恵
（
一
二
九
六
ー
一
三
七
〇
）。
良

暁
の
弟
子
。
光
明
寺
第
三
世
。
浄
土
宗
誉
号

の
初
例
と
さ
れ
る
。

(56) 

文
保
元
年
…
一
三
一
七
年
。

(57) 

渤
澥
…
遼
東
半
島
と
山
東
半
島
と
に
囲
ま
れ
た

内
海
の
こ
と
。

(58) 

優
曇
普
度
大
師
…
―
一
三
三
〇
。
江
蘇
省
丹
陽

の
ひ
と
。
年
少
時
に
廬
山
・
東
林
寺
に
入
っ

て
出
家
。
邪
説
に
堕
ち
た
白
蓮
宗
の
末
徒
を

正
す
た
め『
廬
山
蓮
宗
宝
鑑
』一
〇
巻
を
著
し
、

慧
遠
以
来
の
念
仏
の
正
宗
を
明
ら
か
に
し
た
。

(59) 

仏
図
澄
…
二
三
二
―
三
四
八
。
西
域
の
人
。
永

嘉
四
年
（
三
一
〇
）
に
洛
陽
に
来
た
り
、
大
法

の
宣
揚
に
努
め
る
。



元
の
英
宗
至
治
元
年(60)

、
澄
三
蔵
将
来
の
舎
利
、
遠
公
所
持
の
蓮
華
漏(61)

、

其
の
外
、仏
像
、経
論
、諸
の
道
器
を
携
え
帰
る
。
則
ち
本
朝
元
亨
元
年(62)

な
り
。

正
中
元
年(63)

、
元
応
帝(64)

、
師
を
詔

み
こ
と
の
りし
て
旭
進
社
を
創は

じ

め
、
般
舟
三
味
を
修

せ
し
む
。

後
村
上
帝
、
宮
に
召
し
て
蓮
教
を
説
か
し
む
。
南
北
の
碩
徳
、
之
れ
を

軋き
し
(65)る

。
師
、
慧
弁
快
利(66)

に
し
て
諸
師
の
弁
鋒
を
折く

じ

く
。
帝
、
倍ま

す
ま
す々

崇
重
し
て
、

紫
衣
及
び
大
経
寺
の
額
を
賜
う
。

永
康
元
年(67)

、
帝
、
師
を
召
し
て
円
頓
大
戒
を
稟
く
。
其
の
年
、
天て

ん
ぺ
ん変

地ち
よ
う祅
、
流

り
ゅ
う
え
き疫
疱ほ

う
そ
う瘡
、
兆
民(68)

を
悩
ま
す
。
師
に
勅
し
て
之
れ
を
禳は

ら

わ
し
む
。
師
、

七
日
別
時
会
を
修
し
て
、
后
妃
、
公
卿
を
し
て
念
仏
を
誦
せ
し
む
。
災
害
悉

く
消し
ょ
う
そ
く熄

す
。
帝
、
優

ゆ
う
し
ょ
う賞
(69)し

て
澄
円
大
菩
薩
の
号
、
及
び
封ふ

う
こ戸

田
二
頃け

い
(70)を

賜

い
、
重
ね
て
扶
桑
廬
山
の
額
を
賜
う
。
世
挙
げ
て
蓮
宗
の
中
興
、
禅
教
俱
履

の
精
し
ょ
う
ら
ん藍
(71)と
曰
う
。

(63) 

正
中
元
年
…
一
三
二
四
年
。

(64) 

元
応
帝
…
後
醍
醐
天
皇
の
こ
と
。

(65) 

軋
…
勢
い
争
う
な
ど
の
意
。
こ
こ
で
は
澄
円
の

講
説
に
対
し
、
南
都
・
北
嶺
の
碩
徳
が
反
駁

し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

(66) 

慧
弁
快
利
…
「
慧
」
は
仏
の
智
慧
を
い
い
、「
弁
」

は
弁
舌
、「
快
利
」
は
極
め
て
鋭
利
な
こ
と
を

指
す
。

(67) 

永
康
元
年
…
『
鎮
流
祖
伝
』
に
も
「
永
康
」
と

あ
る
が
、『
新
撰
往
生
伝
』
は
「
康
永
」
と
な
っ

て
い
る
。「
永
康
」
と
い
う
年
号
は
日
本
に
存

在
し
な
い
た
め
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
の

誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

(68) 

兆
民
…
多
く
の
民
。

(69) 

優
賞
…
手
厚
く
賞
賛
す
る
こ
と
。

(70) 

封
戸
田
二
頃
…
「
封
戸
」
は
朝
廷
か
ら
賜
わ
っ

た
領
地
を
い
う
。「
頃
」
は
中
国
に
お
け
る
面

積
の
単
位
で
一
頃
は
百
畝
に
あ
た
り
、
日
本

で
い
え
ば
一
町
に
あ
た
る
。
澄
円
が
賜
わ
っ

た
土
地
は
、
現
在
の
約
六
千
坪
に
相
当
す
る
。

(71) 

禅
教
倶
履
之
精
藍
…
旭
蓮
社
の
こ
と
。
浄
土
教

の
み
な
ら
ず
、
禅
宗
や
天
台
・
華
厳
な
ど
の

教
宗
を
と
も
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
精
舎
の

こ
と
。

(60) 

元
英
宗
至
治
元
年
…
一
三
二
一
年
。
本
文
中
記

さ
れ
る
よ
う
に
日
本
の
元
亨
元
年
に
当
た
る
。

(61) 

蓮
華
漏
…『
鎮
流
祖
伝
』に
も「
蓮
華
漏
」と
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、「
蓮
華
炉
」
の
こ
と
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。

(62) 

元
亨
元
年
…
一
三
二
一
年
。



応
安
五
年(72)

七
月
二
十
五
日
、
上
堂
し
て
蓮
規
を
遺
誡
し
、
玄
黙
の
空(73)

に

沖の
ぼ

る
。
享
命
九
十
歳
な
り
。

師
の
製
書
、甚
だ
多
し
。『
松
風
論
』『
十
勝
論
』、盛
ん
に
世
に
行
う
。『
驚

覚
論
』『
獅
子
伏
象
論
』、
今
、
秘
笈(74)

に
在
り
と
云
う
。

述
し
て
曰
く
、
異
な
る
や
。
師
の
践せ
ん
り履
(75)と
為
す
な
り
。
刱は

じ

め
は
叢
間
に

呱こ

こ呱
(76)た

り
。
其
の
生
、
議
す
べ
か
ら
ず
。
嘙は

わ啝
(77)の

時
に
覃お

よ

ん
で
、
夙つ

と

に
知
、

動
揺
し
て
自
ら
陀
羅
尼
を
諷ふ

(78)す
。
更
に
示
寂
に
沓
然(79)

と
し
て
天
に
翀の

ぼ

る
。

寔ま
こ
とに
此
れ
応
化
の
才
操
に
し
て
、
而
も
其
の
本
因
を
見
ざ
る
こ
と
、
遺
憾
、

遺
憾
。
宜
な
る
か
な
、
元
朝
の
周
践(80)

、
蓋
し(81)

隣
歩
の
一
遊
か
。
後
村
上
帝

の
封
詔(82)

に
曰
く
、
法
師
、
遠
く
滄
波
を
渉
り
、
異
聞
を
絶
城
に
覆
う
。
遐は

る

か
に
唐
県
に
游
び
、妙
機
を
碩
師
に
研き

わ

む
。
宜
し
く
食
封
百
戸
を
施
す
べ
し
。

道
声
、
鳳
闕(83)

に
響
き
、
化け

こ
う膏
、
品
物
を
沢

う
る
お
(84)す
。
其
の
功
、
甚
し
き
か
な
。

わ
す
。

(75) 

践
履
…
澄
円
の
足
跡
を
指
す
。

(76) 

呱
呱
…
小
児
の
鳴
き
声
。

(77) 

嘙
啝
…
「
嘙
」
は
ま
じ
な
い
の
語
で
あ
り
、「
啝
」

は
小
児
が
泣
く
の
意
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、

幼
児
期
の
軟
語
を
話
す
こ
と
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。

(78) 

諷
…
文
言
を
そ
ら
ん
じ
る
意
。

(79) 

沓
然
翀
天
…「
沓
」は
言
語
が
流
暢
な
こ
と
。「
翀
」

は
飛
ん
で
天
に
の
ぼ
る
の
意
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
澄
円
の
臨
終
が
何
ら
の
障
害
も
無
く
安

ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

(80)  

周
践
…
元
朝
を
あ
ま
ね
く
遊
学
し
た
こ
と
。

(81) 

蓋
…
『
鎮
流
祖
伝
」
で
は
「
著
」
に
作
る
。

(82) 

後
村
上
帝
封
詔
…
『
新
撰
往
生
伝
』
に
も
同
文

あ
り
（
浄
全
一
七
・
五
四
三
下
）。

(83) 

鳳
闕
…
宮
城
の
門
を
い
う
。
転
じ
て
朝
廷
を
指

す
。

(84) 

化
膏
沢
品
物
…
「
化
」
は
教
化
を
指
し
、「
膏
」

は
き
め
が
細
か
い
こ
と
や
滑
ら
か
な
こ
と
を

い
う
。
澄
円
の
す
ぐ
れ
た
教
化
が
あ
ら
ゆ
る

人
々
を
う
る
お
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

(72) 

応
安
五
年
…
一
三
七
二
年
。

(73) 

玄
黙
沖
空
…
「
玄
黙
」
と
は
も
の
静
か
で
み
だ

り
に
し
ゃ
べ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。「
沖
」
に

は
、
飛
ぶ
、
高
く
の
ぼ
る
、
い
た
る
な
ど
の

意
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
静
か
な
空
に
往
生
す

る
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

(74) 

秘
笈
…
「
笈
」
は
お
い
ば
こ
・
ふ
ば
こ
な
ど
、

箱
を
指
す
。
こ
こ
で
は
澄
円
の
著
作
の
う
ち

『
驚
覚
論
』
等
が
箱
な
ど
に
秘
さ
れ
、
世
間
の

目
に
触
れ
得
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら



已
上
の
伝
は
、
湖
北
心
阿
の
撰
ず
る
所
の
『
神
土
鎮
流
祖
伝
』
巻
第

四(85)

に
載
す
る
所
を
焉こ

こ

に
記
す
。
案
ず
る
に
旭
蓮
社
所
蔵
の
伝
記
と
広

略
の
異
な
り
有
る
の
み
。
蓮
社
の
伝
に
は
「
一
日
」
と
摽
し
て
示
化
の

日
を
記
せ
ず
。
相
い
伝
え
て
享
年
九
十
五
に
し
て
七
月
二
十
七
日
の

化
な
り
と
云
う
。
又
た
師
蛮(86)

は
七
月
十
七
日
と
云
う(87)

。
蓋
し
論
主
示

化
の
時
、
隻
履(88)

を
遺
せ
り
と
。
今
、
蓮
社
所
蔵
の
真
影
を
摸
す
故
に
、

隻
履
な
る
者
、
之
れ
に
由
る
。
門
、
謹
ん
で
再
案
す
る
に
、
凡
そ
菩
薩

の
降
誕
示
化
の
紀
年
月
日
、
曁お

よ以
び
名
称
等
、
異
説
鮮あ

き
らか
な
ら
ず
、
孰た

れ

か
是
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
其
の
中
、
蛮
師
、
以
為
ら
く
「
宋
国
の
人
」

と(89)

。
是
れ
恐
ら
く
は
然
ず
。
近
世
、
八
事
山
空
華
和
上(90)

、
且
ら
く
『
本

朝
高
僧
伝
』
中
に
就
き
て
不
審
三
条
を
挙
ぐ(91)

。
其
の
第
一
条(92)

に
謂
く

「
伝
に
曰
く
、
泉
州
阿
弥
陀
寺
澄
円
は
宋
国
の
人
な
り
」
と
。
今
日
、

此
の
説
、
甚
だ
紕ひ
び
ゅ
う繆
な
り
。
而
し
て
自
説
を
挙
げ
て
曰
く
、
云
云
。
大

い
に
『
鎮
流
祖
伝
』
と
旨
を
同
ず
。
今
、
煩
わ
し
く
記
せ
ず
。
学
者
、

思
択
せ
よ
。

(85) 『
鎮
流
祖
伝
』
巻
第
四
…
浄
全
一
七
所
収
（
四
五
二

下
〜
四
五
三
下
）。

(86) 

師
蛮
…
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
著
者
。

(87) 『
本
朝
高
僧
伝
』
…
日
仏
全
（
旧
版
）

一
〇
二
・
二
五
八
上
。

(88) 

隻
履
…
沓くつ
を
片
方
だ
け
履
く
こ
と
。
澄
円
菩
薩

真
影
に
は
、
左
側
の
沓
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

達
磨
大
師
が
片
方
の
草
履
を
携
え
て
西
方
の

国
に
去
っ
た
「
隻
履
西
帰
」
と
い
う
故
事
に

な
ぞ
ら
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

(89) 『
本
朝
高
僧
伝
』
…
日
仏
全
（
旧
版
）

一
〇
二
・
二
五
七
下
。

(90) 

八
事
山
空
華
和
上
…
諦
忍
妙
龍
（
一
七
〇
五
―

一
七
八
六
）、
真
言
宗
の
学
僧
。
浄
土
宗
白
旗

派
の
教
学
も
修
め
て
い
る
。
尾
張
興
正
寺
第

五
世
を
継
ぎ
、
真
言
律
を
顕
揚
し
た
。

(91) 

挙
不
審
三
条
…
諦
忍
妙
龍
は
、
著
書
『
空
華
談

叢
』
三
に
『
本
朝
高
僧
伝
』
澄
円
伝
に
つ
い

て
の
不
審
な
点
を
挙
げ
て
い
る
（
日
仏
全
（
旧

版
）
一
四
九
・
四
六
八
上
）。



論
主
著
述
書
目

驚
覚
論　
　
　

净
土
五
祖
弁　
　
　

同
末
書

松
風
論　
　
　

浄
土
諸
祖
系
図　
　

同
光
彩
論

二
論
問
答
集　

二
道
対
弁
論　
　
　

蜀
道
論

愚
問
賢
答
集　

二
愚
一
賢
集　
　
　

琢
磨
鈔

釈
門
息
諍
論　

知
恩
報
恩
集　
　
　

親
近
知
識
集

破
邪
顕
正
論　

能
断
金
剛
集　
　
　

呂
律
集

净
土
十
勝
論　

同
輔
助
義

浄
土
諸
流
縁
起
集

　
　

序
文
三
篇

浄
土
十
勝
論
序
【
俊
覚
律
師
】

夫
れ
一
切
衆
生
は
本
有
の
薩
埵
な
り
。
無
始
の
色
心
は
遮
那
の
境
智
な

り
。
然
る
に
忽
然
念
起(93)

・
下
下
来
来(94)

せ
し
自

よ
従
り
之
れ
以こ

の
か
た往

未
だ
還
同
本

覚(95)

・
上
上
去
去(96)

の
方
軌
を
知
ら
ず
。
爰
に
弥
陀
覚
王
は
乃
往
久
遠
に
し
て

凡
夫
引
接
の
大
願
を
発
し
、
牟
尼
至
尊
は
今
日
出
世
し
て
六
字
称
揚
の
霊
徳

(92) 

其
第
一
条
…
『
空
華
談
叢
』
三
（
日
仏
全
（
旧
版
）

一
四
九
・
四
六
八
上
）。

(93) 

忽
然
念
起
…
『
大
乗
起
信
論
』（
正
蔵

三
二
・
五
七
七
下
）、『
釈
摩
訶
衍
論
』（
正
蔵

三
二
・
六
三
一
上
）。　

(94) 

下
下
来
来
…
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
正
蔵

三
二
・
六
二
〇
上
）。　

(95) 

還
同
本
覚
…
始
覚
修
行
に
よ
っ
て
本
覚
が
顕
現

し
、
還
っ
て
始
覚
と
本
覚
と
が
円
融
す
る
こ

と
。

(96) 

上
上
去
去
…
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
正
蔵

三
二
・
六
二
〇
上
）。　



を
讃
じ
た
ま
い
て
、
互
い
に
郢よ

う
し
ょ
う匠

の
大
巧(97)

を
顕
し
、
各

お
の
お
の 

懸
解(98)

の
秘
術
を

施
し
た
ま
え
り
。
爾
れ
自
り
以こ
の
か
た降

三
学
無
分
の
衆
生
等
有
り
。
皆
な
二
死(99)

の
解
脱
の
捷
径(100)

を
悟
れ
り
。
如
来
大
寂
の
後
、
馬
師(101)

・
龍
尊(102)

は
西
天
に
於

い
て
而
も
二
仏
の
教
迹
を
闡
揚
し
、
玄
忠(103)

・
光
明(104)

は
東
夏(105)

に
有
り
て
而
も

六
八
の
幽
邃(106)

を
敷
演
す
。
誠
に
是
れ
生
死
苦
海
の
大
船
師
な
り
。
豈
に
流

転
嶮け
ん
あ
い隘
(107)の

大
良
導
に
非
ず
や
。

抑
そ
も
そ
も

長
老
の
大
徳
後
学
の
宗
師
有
り
。
其
の
号
を
円
公
大
徳
と
曰
う
。
螢

を
拾
う
窓
の
間
に
は
光
明
の
慧
燈
常
に
耀
き
、
雪
を
聚
む
床
の
頭ほ
と

り
に
は
黒

谷
の
清
流
を
鎮お
さ

え
澄
め
り
。
故
に
克
く
色
裏
の
膠き

ょ
う
せ
い青
を
悟
り
、
妙
に
水
中
の

塩え
ん
み味

を
弁
ず
。
棚ほ

う
じ
ょ
う上

の
傀か

い
ら
い儡

に
耽
ら
ず
し
て
、
深
く
抽ち

ゅ
う
け
ん牽

の
所
為
を
知
る
。

殊
に
別
教
に
依
り
て
以
て
能
事
を
為
し
、
弥
陀
を
頼
み
て
以
て
出
要
に
勤

の
意
。

(99) 

二
死
…
寿
命
に
分
限
が
あ
り
、
形
に
段
別
が
あ

る
迷
い
の
世
界
の
輪
廻
を
意
味
す
る
分
段
生

死
と
、
願
力
に
よ
っ
て
変
化
、
改
易
す
る
こ

と
が
で
き
る
菩
薩
の
身
を
受
け
る
変
易
生
死

の
こ
と
。

(100) 

捷
径
…
ち
か
み
ち
。
転
じ
て
あ
る
物
事
に
通
達

し
て
得
る
手
早
い
方
法
。

(101) 

馬
師
…
馬
鳴
の
こ
と
。『
大
乗
起
信
論
』
を
著
し

て
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。

(102) 

龍
導
…
龍
樹
の
こ
と
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
著
者

と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』

な
ど
の
浄
土
教
に
関
連
す
る
著
作
が
あ
る
。

(103) 

玄
忠
…
曇
鸞
の
こ
と
。
石
壁
玄
中
寺
で
活
躍
し

た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

(104) 

光
明
…
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
で
あ
る
善
導
の

こ
と
。
唐
の
長
安
に
あ
る
光
明
寺
で
活
躍
し

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。

(105) 

東
夏
…
中
国
の
尊
称
。
西
の
天
竺
を
指
す「
西
天
」

に
対
し
て
い
う
。

(106) 

六
八
之
幽
邃
…
四
十
八
願
が
奥
深
い
こ
と
。

(107) 

嶮
隘
…
険
し
く
て
せ
ま
い
こ
と
。

(97) 

郢
匠
之
大
巧
…
郢
の
人
が
皇
先
に
土
を
塗
っ
て

匠
石
と
い
う
大
工
の
名
人
に
そ
の
土
を
削
ら

せ
た
と
こ
ろ
、
斧
を
振
り
回
し
て
鼻
を
傷
付

け
る
こ
と
な
く
土
を
削
り
取
っ
た
と
い
う
故

事
を
指
す
（『
荘
子
』
徐
無
塊
）。
こ
こ
で
は
、

阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
起
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
釈
尊
が
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
名
号
と

い
う
菜
生
に
必
要
な
修
行
を
示
し
た
こ
と
を

称
賛
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(98) 

懸
解
…
逆
さ
づ
り
の
苦
し
み
か
ら
解
き
放
た
れ

る
こ
と
、
転
じ
て
非
常
な
苦
し
み
を
脱
す
る



む
。
懸
河
の
弁
智(108)

有
り
。
故
に
群
機
に
応
じ
て
思
慮
せ
ず
し
て
以
て
酬
対
す
。

其
の
言
宏
綽(109)

に
し
て
其
の
旨
玄
妙
な
り
。
設
い
猶ゆ

う
よ子

謑け
い
か髁
(110)の

彙
い
と
難
も

論
主
と
相
い
値
う
の
者
は
清
浄
の
信
心
の
手
を
伸
べ
て
尊
号
摩
尼
の
珠
を
摭ひ
ろ

う
こ
と
必
せ
り
。
子
公
、
持
名
居
士
の
懇
請
を
得
て
以
て
真
宗
不
共
の
秀
句

を
著
す
。
幾い
く
ば
く何

も
無
く
し
て
論
成
り
て
世
に
行
う
。
倩

つ
ら
つ
ら

其
の
憲
章
大
義
に

宗
趣
を
区
別
す
る
を
観
る
に
綱
目
を
標
挙
し
、
大
義
を
陳
列
し
、
方
外
の
玄

極
を
示
し
て
頑
石
の
解
脱(111)

を
顕
す
。
諒ま

こ
と
に
是
れ
釈
典
の
中
不ふ

や
く易
(112)の
至
教
な

り
。抑

そ
も
そ
も

亦
た
諸
子
の
間
の
絶
倫
の
微
言
な
る
者
な
り
。
大
凡
そ
書
契(113)

あ
り

て
よ
り
以こ
の
か
た降

多
く
の
書
史
有
り
と
雖
も
、
未
だ
然
る
夫ご

と

き
の
良
墳(114)

或
ら
ず
。

若
し
斯
の
論
文
を
鑑
み
れ
ば
則
ち
掩
目(115)

の
智
も
判
割(116)

を
待
た
ず
。
是
れ
を

以
て
学
仏
稟
教
の
道
士(117)

等
多
く
歆ご

ん
も慕
す
る
所
に
而
て
、
鉅き

ょ
じ
ゅ儒
(118)

 

搢し
ん
し
ん紳
(119)の
作
者

も
亦
た
是
れ
に
由
り
て
而
も
別
教
の
尊
重
な
る
を
知
る
。
嗚
呼
、
聖
賢
の
迹

を
示
し
て
洪
教
を
閎こ
う
せ
ん宣

す
る
に
非
ざ
る
自
り
は
、
其
れ
孰
れ
か
能
く
此
れ
に

(110) 

謑
髁
…
形
が
乱
れ
て
正
し
く
な
い
さ
ま
、
不
正

の
さ
ま
の
意
。

(111) 

頑
石
之
解
脱
…
説
法
の
功
徳
力
に
よ
り
無
心
の

石
さ
え
も
解
脱
を
得
る
こ
と
。
感
化
の
深
い

さ
ま
を
表
わ
し
て
い
る
。

(112) 

不
易
…
か
わ
ら
な
い
こ
と
、
不
変
の
意
。

(113) 

書
契
…
文
字
を
書
き
付
け
た
も
の
。

(114) 

良
墳
…
「
墳
」
に
伏
儀
・
神
農
・
黄
帝
の
書
物

と
い
う
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
素
晴
ら
し
い

書
物
の
こ
と
。

(115) 

掩
目
…
目
を
覆
い
隠
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
煩
悩

に
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

(116) 

判
割
…
底
本
の
註
に
「
判
古
作
剖
」
と
あ
り
、

古
本
で
は
「
剖
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。「
判
」
も
「
剖
」
も
「
割
」
も

わ
か
れ
る
の
意
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、

分
別
・
判
断
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

(117) 

学
仏
稟
教
之
道
士
…
仏
教
を
学
び
、
そ
の
教
え

を
稟
受
す
る
も
の
。

(118) 

鉅
儒
…
大
学
者
の
こ
と
。

(119) 

搢
紳
…
笏
を
礼
服
の
大
帯
に
さ
し
は
さ
む
こ
と
。

転
じ
て
身
分
が
高
く
て
周
囲
に
知
ら
れ
る
人

の
こ
と
。

(108) 

懸
河
之
弁
智
…
流
暢
な
弁
舌
を
振
る
う
智
恵
の

こ
と
。

(109) 

宏
綽
…
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
さ
ま
。



与あ
づ

か
ら
ん
や
。
若
し
論
主
徴か

く

せ
ば
真
宗
の
学
徒
等
殆
ん
ど
半
珠
を
握
り
て
以

て
家
珍
と
為
さ
ん
か
。
夫
れ
魯
鈍
の
短
筆
を
以
て
而
も
奚な
ん

ぞ
天て

ん
し
ょ
う縦

の
弁
論
に

副
え
ん
や
。
然
り
と
雖
も
且
つ
は
現
修
を
励
ま
ん
が
為
、
且
つ
は
来
縁
を
結

ん
が
為
に
弊
文
を
綴
り
て
以
て
書
首
に
冠こ
う
む

ら
し
む
。

南
山
の
門
人
俊
覚
律
師
謹
み
て
序
す
。

净
土
十
勝
論
序
【
持
名
居
士
】

蓋
し
聞
く
、
淮わ
い
な
ん南
淮わ

い
ほ
く北
(120)の
群
英
は
別
意
の
弘
願
を
闡
揚
し
、
一
百
余
家

の
諸
賢
に
如
来
の
本
懐
を
談
述
す
る
。
並
に
皆
道
に
会
し
機
に
称か
な

う
に
非
さ

る
こ
と
無
し
。
偕と
も

に
嘉
尚(121)

す
る
に
足
れ
り
。
同
じ
く
出
要(122)

に
備
う
べ
し
。

浄
土
十
勝
論
の
如
き
に
至
り
て
は
、
斯
れ
乃
ち
窮
理
尽
源
の
格
言(123)

に
し
て
、

究
意
無
余
の
極
談(124)

な
ら
ん
。
理
致
淵
遠(125)

と
し
て
群
典
の
要
を
統
べ
、
文
旨

婉え
ん
れ
い麗
(126)に
し
て
巧
妙
の
詞
を
窮
む
。
実
に
是
れ
行
人
の
亀
鑑(127)

、
長
夜(128)

の
姫
灯

な
り
。
古
い
に
し
え

自
り
高
判
未
だ
之
れ
に
加ま

さ

れ
た
る
は
あ
ら
ず
。
所
以
に
四
涜(129)

豪

(122) 

出
要
…
迷
い
の
生
死
を
出
離
す
る
要
道
、
解
脱

を
意
味
す
る
。

(123) 

窮
理
尽
源
之
格
言
…
物
事
の
道
理
や
根
源
を
窮

め
尽
く
し
た
上
で
の
金
言
。

(124) 

究
竟
無
余
之
極
談
…
最
後
に
は
必
ず
煩
悩
を
断

じ
尽
く
し
涅
槃
に
至
る
た
め
の
極
善
の
談
義
。

(125) 

理
致
淵
遠
…
道
に
か
な
っ
た
趣
旨
、
す
じ
み
ち

の
こ
と
。こ
こ
で
は『
十
勝
論
』の
理
が
極
ま
っ

て
い
て
幽
遠
な
も
の
で
あ
る
様
。

(126) 

文
旨
婉
麗
…
「
婉
麗
」
は
し
と
や
か
で
美
し
い

さ
ま
を
い
う
。
こ
こ
で
は
『
十
勝
論
』
の
文

章
の
流
麗
な
る
様
を
い
う
。

(127) 

亀
鑑
…
行
動
の
基
準
と
な
る
も
の
、
模
範
、
手

本
な
ど
の
意
。

(128) 

長
夜
…
迷
い
の
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
し
、
無
明

の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
長
い
夜
に

譬
え
た
言
葉
。

(129) 

四
涜
…
長
江
、
江
河
、
淮
河
、
済
水
の
四
つ
の

中
国
を
貫
通
す
る
大
河
の
こ
と
。

(120) 

淮
南
淮
北
…
中
国
の
大
河
の
一
つ
、
淮
河
の
以

南
と
以
北
を
指
す
。

(121) 

嘉
尚
…
尊
び
ほ
め
る
こ
と
。



賢(130)

の
珍
敬
す
る
所
、
八
荒(131)

緇
素(132)

の
頂
戴
す
る
所
な
り
。

抑
そ
も
そ
も

真
言
の
十
科(133)

、
仏
心
の
十
勝(134)

は
広
く
事
迹(135)

を
談
じ
て
、
法
義(136)

を
明

か
さ
ず
。
千
福
の
八
異(137)

、
慈
恩
の
十
勝(138)

は
狭
く
、
知
足(139)

に
対
し
て
余
門
に

渉
ら
ざ
る
な
り
。
吾
が
浄
土
十
勝
論
は
徧
く
楽
典
に
対
し
て
格
外
の
別
意(140)

を
顕
わ
し
、
多
く
諸
教
を
評
し
て
式
内
の
通
軌(141)

に
属
せ
り
。

原た
ず
ぬれ

ば
夫
れ
幽
闇
を
燭て

ら

す
者
は
其
れ
惟
れ
赫せ

き

日じ
つ

皎き
ょ
う
げ
つ月
(142)か

、
瘵さ

い
ど
く毒
(143)を

除
く

者
は
其
れ
惟
れ
醍
醐
甘
露
か
。
大
教
を
挙
揚
し
て
生
を
済
い
、
物
を
利
す
る

者
は
其
れ
惟
れ
菩
提
索
多(144)

か
。
爰
に
賢
士
有
り
。
厥そ

の
名
を
浄
円
大
徳
と

四
七
・
五
三
下
）
所
説
の
西
方
・
兜
率
の
八
異

を
指
す
。
八
異
と
は
、
①
本
願
異 

②
光
明
異 

③
守
護
異 

④
舒
舌
異 

⑤
衆
聖
異 

⑥
滅
罪
異 

⑦
重
悪
異 

⑧
教
説
異
の
こ
と
。

(138) 

慈
恩
十
勝
…
慈
恩
大
師
基
の
『
西
方
要
決
釈
疑

通
規
』（
正
蔵
四
七
・
一
〇
六
下
） 

所
説
の
西
方
・

兜
率
の
十
異
を
指
す
。
＋
異
と
は
、
①
命
有

長
短 

②
処
居
内
外 

③
境
分
穢
浄
④
身
報
両
殊 

⑤
種
現
差
分 

⑥
進
退
修
異 

⑦
界
非
界
別 

⑧

好
醜
形
乖 

⑨
捨
生
不
同 

⑩
経
勧
多
少
の
こ

と
。

(139) 

知
足
…
知
足
天
の
こ
と
で
、
兜
率
天
と
同
義
。

(140) 

格
外
之
別
意
…
阿
弥
陀
仏
の
み
が
特
別
に
立
て

た
広
大
な
誓
願
を
指
し
、
こ
こ
で
は
、
通
途

の
仏
道
修
行
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
開
か
れ
た

法
門
の
意
。

(141) 

式
内
之
通
軌
…
仏
教
を
学
ぶ
者
す
べ
て
に
通
ず

る
教
え
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
、
通
途
の
仏

道
修
行
を
出
る
こ
と
の
な
い
法
門
の
意
。

(142) 

赫
日
皎
月
…
光
り
輝
く
太
陽
と
冴
え
渡
っ
て
い

る
月
。

(143) 

瘵
毒
…
病
と
毒
の
こ
と
。

(144) 

菩
提
索
多
…
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のbodhi-

sattva

の
音
写
語
で
、
悟
り
を
求
め
る
も
の
、

菩
薩
の
意
。

(130) 

豪
賢
…
豪
士
や
賢
者
の
こ
と
。

(131) 

八
荒
…
中
国
を
中
心
と
し
て
考
え
た
八
方
の
荒

れ
地
、
八
方
の
果
て
の
こ
と
。
全
世
界
を
意

味
す
る
。

(132) 

緇
素
…
黒
衣
と
白
衣
の
こ
と
で
、
僧
侶
と
仏
門

に
入
っ
て
い
な
い
人
の
こ
と
。

(133) 

真
言
十
科
…
空
海
が
、
人
間
の
心
を
十
段
階
に

分
け
、
そ
れ
に
当
時
の
代
表
的
な
思
想
を
当

て
は
め
て
い
き
、
真
言
密
教
こ
そ
が
最
上
の

教
え
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
『
秘
密
曼

茶
羅
十
住
心
論
』
の
こ
と
。　

(134) 
仏
心
十
勝
…
虎
関
師
錬
が
、
禅
宗
の
諸
宗
に
勝

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
目
的
で
作
成
し
た『
宗

門
十
勝
論
』
の
こ
と
。

(135) 

事
迹
…
物
事
の
本
質
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的

な
も
の
ご
と
を
「
事
」
と
い
い
、
仏
の
本
地

の
法
門
で
は
な
く
、
教
化
の
た
め
の
仮
の
方

便
を
「
迹
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
仏
の
教

え
の
本
質
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
意
。

(136) 

法
義
…
こ
こ
で
は
仏
の
真
意
の
こ
と
。

(137) 

千
福
八
異
…
善
導
の
弟
子
で
あ
り
、
千
福
寺
に

居
住
し
た
懐
感
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』（
正
蔵



曰
う
。
克
く
祖
業(145)

を
荷
い
て
家
声(146)

を
墜
と
さ
ず
。
上
衍(147)

の
尸
羅(148)

清
浄
に

し
て
玷き
ず

無
く
、
円
密
の
行
解
確
固
と
し
て
動
く
こ
と
莫
し
。
又
た
、
兼
て
浄

業
に
孜こ
う
こ
う孜
(149)た
り
。
後
進
の
英え

い
も
う髦
(150)、
前
修
の
耆ぎ

き
ゅ
う旧
(151)笈
を
負
う
て
遠
く
致
り
、

茅
を
抜
く
に
連
茹
た
り(152)

。
凡
そ
臂
歩
膝
行
し
て
円
頓
上
乗
の
秘
旨
を
受
く

る
の
輩
千
万
な
り
。
首
を
傾
け
足
を
礼
し
て
浄
土
の
真
宗
の
口
訣
を
聞
く
の

彙た
ぐ
(153)い

爾そ
こ
ば
く許

の
み
。

然
り
と
雖
も
、
時
を
守
り
機
に
任
せ
て
、
且
く
聖
道
を
閣
き
て
偏
に
浄
土

に
入
れ
り
。
六
字
称
揚
の
暇
日
を
以
て
、
三
部
妙
典(154)

の
秘ひ

さ
く賾
(155)を
討
論
す
。

余
時
、
俗
塵
に
迫
ら
れ
て
周
く
聴
く
に
倦も
の
う
し
。
乃
ち
経
論
の
綱
格
を
採
集
し

て
別
願
の
玄
極
を
註
解
せ
ん
こ
と
を
求
む
。
良
願
に
違
わ
ず
欣
然
と
し
て

黙
受
す
。
諸
徳
聞
き
已
り
て
深
く
相
い
激
讃
す
。
即
ち
竺
墳
漢
典(156)

に
貫か

ん
せ
ん穿
(157)

し
て
、
隠
を
索つ

く

し
深
を
釣
り
て
、
日に

ち
や居
月げ

つ
や諸
(158)未
だ
幾
ば
く
な
ら
ざ
る
に
添

削
遽に
わ

か
に
成
る
。
巻
を
分
け
て
以
て
三
軸
と
為
し
、
章
を
立
て
て
以
て
九
十

(149) 

孜
孜
…
つ
と
め
励
ん
で
や
め
な
い
さ
ま
。

(150) 

英
麾
…
俊
英
、
麾
士
の
こ
と
で
、
す
ぐ
れ
た
人

の
意
。

(151) 

耆
旧
…
人
々
か
ら
仰
ぎ
慕
わ
れ
る
老
人
の
こ
と
。

(152) 

抜
茅
連
茹
…
茅
の
根
は
、
一
本
だ
け
を
引
き
抜

く
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
互
い
に
絡
ま
り

合
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
澄
円
の
も
と
に

す
ぐ
れ
た
者
が
多
く
集
ま
り
、
学
び
合
っ
て

い
る
こ
と
を
譬
え
て
い
る
。

(153) 

彙
…
同
類
の
集
ま
り
の
こ
と
。

(154) 

三
部
妙
典
…
『
無
量
寿
経
』『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』

の
三
部
の
浄
土
経
典
を
指
す
。

(155) 

秘
賾
…
奥
深
い
真
理
。

(156) 

竺
墳
漢
典
…
天
竺
の
墳
籍
と
漢
語
の
典
籍
の
こ

と
。
イ
ン
ド
や
中
国
で
作
成
さ
れ
た
経
論
を

指
す
。

(157) 

貫
穿
…
学
術
な
ど
を
深
く
極
め
る
こ
と
。

(158) 

日
居
月
諸
…
「
居
」
も
「
諸
」
も
「
や
」
と
読
み
、

語
調
を
整
え
る
言
葉
。『
詩
経
』
に
も
「
日
居

月
諸
」
と
同
様
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(145) 

祖
業
…
浄
土
宗
の
祖
師
の
行
業
の
こ
と
。

(146) 

家
声
…
浄
土
宗
一
家
の
誉
れ
の
こ
と
。

(147) 

上
衍
…
上
乗
の
意
味
で
、
大
乗
を
指
す
。

(148) 

尸
羅
…
律
の
音
写
語
。



と
為
す
。
蓋
し
三
軸
は
是
れ
三
部(159)

三
才(160)

を
幖
幟
し
、
九
十
は
迺す

な
わ

ち
九
軸(161)

九

品(162)

を
顕
示
す
と
な
り
。
其
の
文
、
至
簡
至
易
に
し
て
善
を
尽
く
し
美
を
尽

く
せ
り
。
寔ま
こ
と
に
真
宗
の
亀
鑑
、
浄
教
の
心
腑
な
り
と
謂
い
つ
べ
き
者
な
り
。

此
の
典
、
一
た
び
出
で
て
詮
旨
昧く
ら

か
ら
ず
、
耆し

き亀
(163)に
正
し
く
告
ぐ
。
繋け

ぞ
う象
(164)、

豈
に
外
を
求
め
ん
や
。
諸こ

れ
即
ち
詣
西
方
の
決
要
、
唯
だ
吾
が
師
の
筆
端
十

勝
の
指し

き麾
(165)に

在
り
。
素そ

は
く白
(166)の

請
に
允か

な

え
り
と
雖
も
、
乃
ち
緇し

ぞ
う皂
(167)の

資
、
賢

人
の
業
、
其
れ
泯ほ
ろ

び
ざ
る
か
。
敬
い
て
同
舟
を
勉す

す

む
。
深
く
此
の
典
を
崇あ

が

め

ん
や
。抑

そ
も
そ
も

大
教
の
東
漸
よ
り
以こ

の
か
た降
、
孰
れ
の
宗
に
か
今
の
宗
の
如
く
諸
の
勝
徳

を
具
え
た
る
宗
教
有
り
や
。
論
に
十
勝
を
立
つ
る
、
誠
に
以ゆ

え
有
る
か
な
。

縦た

と令
い
、
三
学
無
分
の
得
脱(168)

を
明
か
す
と
雖
も
、
持
名
最
上(169)

を
明
か
す
こ

と
あ
り
や
不
や
。
縦
令
い
持
名
最
上
の
義
を
明
か
す
と
も
、
末
法
の
出
離(170)

を
説
く
こ
と
あ
り
や
不
や
。
縦
令
い
末
法
の
出
離
を
説
く
と
も
、
具
結
得
脱

の
義(171)

を
許
す
こ
と
あ
り
や
不
や
。
縦
令
い
具
結
得
脱
を
許
す
と
も
、
具
縛

天
と
地
と
人
の
意
。

(161) 

九
軸
…
善
導
の
五
部
九
巻
を
指
す
。

(162) 

九
品
…
九
種
類
の
往
生
浄
土
の
在
り
方
。

(163) 

耆
亀
…
年
老
い
た
亀
。
こ
こ
で
は
正
し
い
智
慧

の
眼
の
衰
え
た
者
に
譬
え
て
い
る
。

(164) 

繋
象
…
繋
が
れ
た
象
。
煩
悩
に
繋
縛
さ
れ
て
い

る
者
に
譬
え
て
い
る
。

(165) 

指
麾
…
指
し
示
す
こ
と
、
指
示
と
同
じ
。

(166) 

素
白
…
「
素
」
も
「
白
」
も
共
に
白
色
を
意
味
し
、

仏
門
に
入
っ
て
い
な
い
在
家
の
人
を
指
す
。　

(167) 

緇
皂
…
「
緇
」
も
「
皂
」
も
共
に
黒
色
を
意
味
し
、

仏
門
に
入
っ
た
僧
侶
を
指
す
。

(168) 

三
学
無
分
之
得
脱
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
一
、三

学
無
分
勝
（
第
一
）
を
指
す
。

(169) 

持
名
最
上
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
二
、
持
名
最

上
勝
（
第
二
）
を
指
す
。

(170) 

末
法
出
離
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
三
、
末
法
利

益
勝
（
第
三
）
を
指
す
。

(171) 

具
結
得
脱
之
義
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
三
、
具

結
得
脱
勝
（
第
四
）
を
指
す
。

(159) 

三
部
…
胎
蔵
界
曼
茶
羅
に
お
け
る
、
仏
部
・
蓮

華
部
・
金
剛
部
の
三
部
。

(160) 

三
才
…
「
才
」
と
は
働
き
の
意
味
。「
三
才
」
は

『
易
経
』
所
説
の
、
宇
宙
の
万
物
を
構
成
す
る



の
凡
夫
起
惑
せ
ざ
る
こ
と(172)

を
明
か
す
こ
と
あ
り
や
不
や
。
縦
令
い
纒
縛
不

起
の
益
を
明
か
す
と
も
、
具
纒
不
退
の
旨(173)

を
説
く
こ
と
あ
り
や
不
や
。
縦

令
い
凡
夫
不
退
の
義
を
説
く
と
も
、
立
宗
根
本(174)

を
明
か
す
こ
と
あ
り
や
不

や
。
縦
令
い
立
宗
根
本
の
義
を
明
か
す
と
も
、墳
籍
卓た
く
ら
く躒

の
義(175)

有
り
や
不
や
。

縦
令
い
墳
籍
卓
躒
の
旨
有
り
と
も
、
該
教
行
益(176)

を
許
す
こ
と
あ
り
や
不
や
。

縦
令
い
該
教
行
益
の
義
を
許
す
と
も
、
超
絶
師
範
の
義(177)

を
明
か
す
こ
と
あ

り
や
不
や
。
唯
だ
我
が
浄
教
の
み
諸
の
勝
徳
を
具
足
せ
り
。
幸
い
な
る
か
な
。

小
子
、
此
の
大
教
に
逢
値
し
て
以
て
順
次
の
得
脱
を
求
む
。
生
前
の
大
慶
、

何
事
か
之
れ
に
加
え
ん
や
。

素
衣
の
弟
子
、
持
名
居
士
恭つ
つ
しみ

て
序
す
。

浄
土
十
勝
箋
節
論
序
【
澄
円
】

夫
れ
珠し
ゅ
へ
き璧
(178)の
中
、
犬
も
奇
絶
な
る
は
是
れ
梵
摩
尼
珠(179)

か
。
香
木
の
間か

ん

、

甚
だ
勝
妙
な
る
は
迺す
な
わ

ち
栴
檀
の
与
楽
か
。
曇
摩
迦
索
多(180)

の
大
悲
本
誓
、
其

れ
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
粤こ
こ

に
持
名
居
士(181)

と
云
う
人
有
り
。
身
、
囂ご

う
じ
ん塵
(182)に

交
わ

る
と
雖
も
、
心
、
常
に
浄
域
に
棲
む
。
乃
ち
相
い
命
じ
談
話
す
。
遂
に
弘
願

(172) 

具
縛
凡
夫
不
起
惑
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
三
、

具
縛
不
現
勝
（
第
五
）
を
指
す
。

(173) 

具
縛
不
退
之
旨
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
三
、
具

不
退
勝
（
第
六
）
を
指
す
。

(174) 

立
宗
根
本
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
四
、
立
宗
根

本
勝
（
第
七
）
を
指
す
。

(175) 

墳
籍
卓
躒
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
四
、
墳
籍
卓

躒
勝
（
第
八
）
を
指
す
。
な
お
「
卓
躒
」
と
は

超
絶
し
て
い
る
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に

あ
っ
た
古
い
書
籍
を
超
絶
し
て
い
る
こ
と
。

(176) 

該
教
行
益
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
四
、
該
教
行

益
勝
（
第
九
）
を
指
す
。

(177) 

超
絶
師
範
之
義
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
四
、
超

絶
師
範
勝
（
第
十
）
を
指
す
。

(178) 

珠
璧
…
「
珠
」「
璧
」
と
も
に
玉
の
意
で
、
こ
こ

で
は
数
あ
る
諸
々
の
玉
を
総
称
す
る
意
。

(179) 

梵
摩
尼
珠
…
摩
尼
宝
珠
の
こ
と
。
意
に
従
っ
て

衆
宝
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
宝
珠
。『
観
経
』

や
『
弥
勒
上
生
経
』
に
も
見
ら
れ
る
。

(180) 

曇
摩
迦
索
多
…
法
蔵
菩
薩
の
異
名
で

dharum
ākara 

の
音
写
。

(181) 

持
名
居
士
…
『
浄
土
十
勝
論
』
の
発
願
者
。
序

文
を
書
い
て
い
る
。

(182) 

囂
塵
…「
囂
」は
か
ま
び
す
し
い「
塵
」は
け
が
れ
。

こ
こ
で
は
世
俗
を
意
味
す
る
。



の
宗
旨
を
詳
勘
し
て
、
以
て
致
迷
の
学
者
を
激
励
せ
よ
と
請
う
。
已や

む
を

獲え

ず
傷
手
の
誡(183)

を
犯
し
て
、
一
大
蔵
経
を
徧
覧
し
て
余
教
の
絶
離
す
る
所
、

他
氏
の
談
ぜ
ざ
る
所
を
摘つ

み
て
浄
土
十
勝
を
立
つ
。
一
字
一
句
も
本
づ
く
所

無
き
こ
と
無
し
。
幸ね
が
わ

く
は
人
を
以
て
徴ち

ょ
う

せ
し
め
て(184)

其
の
文
義
を
忽ゆ

る
が

せ
に
す

る
こ
と
勿
れ
。
人
人
共
に
暁
了
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
故
に
其
の
言
、
質し
つ

に
し

て
文あ
や

な
ら
ず
。
冀

こ
い
ね
が
わく

は
味
道
の
君
子
、
義
学
の
精
人
、
之
れ
を
披
き
て
而

も
惑
わ
ず
、
之
れ
を
尋
ね
て
悟
り
易
か
ら
ん
。
其
れ
猶
お
鸞
鏡(185)

を
執
り
て

像
を
鑑
み
、
龍
泉(186)

を
持
ち
て
、
以
て
物
を
断
た
ん
が
ご
と
く
せ
よ
。
蓋
し

之
れ
を
述
す
る
の
志
な
り
。
愚
見
不
敏
な
り
。
胡な
ん

ぞ
必
ず
当
ら
ん
や
。
庶

こ
い
ね
が
わ

く
は
通
鑑
の
士(187)

、
詳
ら
か
に
正
し
て
之
れ
を
删
れ
。
若
し
残
る
所
の
霊
徳

有
ら
ば
、
来
る
者
之
れ
に
続
け
。
或
い
は
删さ
ん
り
ゃ
く略

、
或
い
は
加
添
、
只
だ
後
賢

に
任
せ
て
全
く
自
ら
専
ら
に
せ
ず
。

抑
そ
も
そ
も

今
小
子
、
愚
管(188)

を
以
て
而
も
卑
志
を
述
し
て
以
て
先
聖
に
続
く
。

是
れ
乃
ち
嘒け
い
せ
い星

、
朝ち

ょ
う
よ
う陽

に
継
ぎ
、
飛
塵
の
華
岳
に
集
ま
る
の
謂い

い

な
り(189)

。
浄

土
は
所
生
の
器
界
な
り
。
世
に
十
勝
論
を
伝
え
る
者
、
一
な
ら
ざ
る
が
故

に
、
浄
土
を
以
て
之
れ
を
別
つ
。
十
勝
と
は
、
浄
教
の
衆
典
に
卓た
く
ろ
う犖
し
、
念

(183) 

傷
手
誠
…
『
大
智
度
論
』（
正
蔵
二
五
・
五
九
四
上
）

な
ど
に
、
緩
や
か
に
管
草
を
抜
き
取
る
時
は

手
を
傷
つ
け
、
急
い
で
抜
く
と
き
に
は
無
傷

で
あ
る
と
い
う
喩
え
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

不
敏
な
自
己
が
『
浄
土
十
勝
論
』
を
上
梓
し

た
こ
と
を
謙
遜
す
る
た
め
に
こ
の
喩
え
を
用

い
て
い
る
。

(184) 

徴
…
厳
し
く
申
し
つ
け
る
こ
と
。

(185) 

鸞
鏡
…
想
像
上
の
鳥
を
裏
面
に
か
た
ど
っ
た
鏡
。

(186) 

龍
泉
…
楚
の
宝
剣
の
名
。
三
剣
の
ひ
と
つ
。

(187) 

通
鑑
之
士
…
「
通
」
は
通
す
、「
鑑
」
は
手
本
の
意
。

こ
こ
で
は
論
の
手
本
、
規
範
と
な
る
も
の
を

広
め
よ
う
と
す
る
者
の
意
。

(188) 

愚
管
…
愚
か
で
狭
い
見
識
。

(189) 

嘒
星
継
〜
之
謂
也
…
「
嘒
星
」
は
小
さ
な
星
々

の
光
、「
飛
塵
」
は
空
中
を
浮
遊
す
る
塵
の
意

で
、
澄
円
自
身
を
喩
え
た
も
の
。「
朝
陽
」
は

大
き
な
朝
日
の
光
、「
華
岳
」
は
花
の
咲
く
山

の
意
で
、
先
徳
を
喩
え
た
も
の
。
澄
円
は
先

徳
の
業
績
を
た
た
え
、
自
身
の
業
績
を
謙
遜

し
て
こ
の
よ
う
に
喩
え
て
い
る
。



仏
の
万
行
に
超
絶
す
る
こ
と
を
顕あ

ら
わ

す
。
又
た
十
は
常
の
十
に
非
ず
。
是
れ
則

ち
乾け
ん
こ
ん坤

の
十
に
し
て
、
能
く
真
俗
の
万
法
を
覆ふ

さ
い載

す
。
勝
は
常
の
勝
に
非

ず
。
亦
た
則
ち
勝
中
の
勝
に
し
て
不
共
の
教
行
を
顕
示
す
る
の
み
。
箋
と
は

表
な
り
、
識
な
り
、
書
な
り
。
亦
た
牋
に
作
る
。
夫そ

れ
鄭じ

ょ
う
こ
う
せ
い

康
成

(190)が
、
毛
氏

『
詩
伝(191)

』
の
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
者
を
行の

ぶ
る
を
名
づ
け
て
箋
と
曰
う
に
借

る
。
節
と
は
操
な
り
。
操
は
把
持(192)

な
り
。
又
た
節
は
毛
を
以
て
之
れ
を
為つ

く

る
。
上
下
相
重
し
、
象か

た
ち
を
竹
節
に
取
る(193)

。
因
り
て
以
て
名
と
為
す
。
命
を

将も
っ

て
す
る
者
、
之
れ
を
持
し
て
、
以
て
信し

る
し
と
為
ん
や
。
論
は
賓ひ

ん
し
ゅ
し
ゅ
う
さ
く

主
酬
酢

(194)し
、

言ご
ん
わ話
交こ

う
ち馳
(195)し
て
而
も
深
隠
な
る
も
の
を
索さ

く
ち
ょ
う釣
し
、
決
択
折
角
し
循
環
研け

ん
か
く竅
(196)

し
て
奥
蔵
を
開
頭
す
る
を
之
れ
謂
う
や
。
書
に
十
篇
有
り
。
一
に
曰
く
三
学

分
外
勝
、
二
に
曰
く
持
名
最
上
勝
、
三
に
曰
く
末
法
利
物
勝
、
四
に
曰
く
具

結
得
脱
勝
、
五
に
曰
く
具
縛
不
起
勝
、
六
に
曰
く
具
纏
不
退
勝
、
七
に
曰
く

六
宗
根
本
勝
、
八
に
曰
く
墳
籍
卓
礫
勝
、
九
に
曰
く
該
教
行
益
勝
、
十
に
曰

く
超
絶
師
範
勝
な
り
。

正
中
閼
逢
困
敦
黄
鐘
生
十
五
葉
伝
、
浄
土
教
菩
薩
大
乗
戒
比
丘
澄
円
自
序

(190) 

鄭
康
成
…
鄭
玄
（
じ
ょ
う
げ
ん
）
の
こ
と
。
字
を

康
成
と
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
の
経
書（『
周
易
』『
論

語
』『
孝
経
』）
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
。『
毛

氏
鄭
箋
』
と
い
う
著
書
も
あ
る
。

(191) 

毛
氏
詩
伝
…
『
詩
経
』
の
こ
と
。

(192) 

把
持
…
手
で
も
の
を
持
つ
こ
と
。

(193) 

取
象
竹
節
…
竹
の
節
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
い

る
よ
う
に
、
何
重
も
論
を
重
ね
る
と
い
う
こ

と
の
譬
え
。

(194) 

賓
主
酬
酢
…
賓
客
と
主
人
が
互
い
に
酒
を
酌
み

交
わ
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
教
説
が
議
論
を
繰

り
返
し
て
円
熟
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
た
め
の
譬
え
。

(195) 

言
話
交
馳
…
話
を
互
い
に
馳
せ
、
話
が
充
実
す

る
こ
と
。「
賓
主
酬
酢
」
と
同
様
に
、
教
説
が

円
熟
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る

譬
え
。

(196) 

決
択
折
角
循
環
研
竅
…
種
々
あ
る
も
の
か
ら
選

び
取
り
、
力
を
尽
く
し
て
繰
り
返
し
検
討
す

る
こ
と
。



跋
文
十
九
章

【
承
豪
】

窃ひ
そ
か
に
以

お
も
ん
み
れ
ば
、
性
海(197)

の
浪
の
上
に
は
、
四
曼(198)

の
依
正
色
鮮
や
か
に
、

本
覚
の
月
の
前
に
は
八
万
の
塵
労(199)

、
影
朗
ら
か
な
り
。
曽
て
去
・
来
・
今(200)

の
異
無
く
、
更
に
生
・
住
・
異
の
相(201)

を
離
れ
た
り
。
爰
こ
に
我
等
、
解
脱

の
玉
床
に
臥
し
乍
ら
、
無
明
の
昏
睡
未
だ
寤さ

め
ず
。
波
若(202)

の
深
窓
に
居
り

乍
ら
、
妄
想
の
孤
夢
頻し
き

り
に
結
ぶ
。
且
つ
遇

た
ま
た
ま

三
密(203)

の
壇
場
に
臨
む
と
雖
も
、

五
相
成
身(204)

の
観
念
就な

り
難
く
、
遇

た
ま
た
ま

十
如(205)

の
解
行
を
作
す
と
雖
も
、
止
観

現
前
の
勝
利
顕
れ
ず
。
然
る
に
多
生
の
夙
し
ゅ
く

善ぜ
ん
(206)に
由
り
て
、
十
勝
の
指し

き麾
(207)に

値
い
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
二
死
解
脱(208)

の
方
軌
を
悟
り
て
、
克よ

く
九
品
往
生
の

直
因
を
勤
む
。
此
の
『
十
勝
論
』
は
持
名
居
士
一
人
の
致
請
に
由
り
て
、
浄

土
数
十
の
霊
徳
を
顕
す
と
雖
も
、
其
の
益
広
く
顕
密
浄
侶
の
両
輩
に
通
ず
。

抑
そ
も
そ
も

論
主
は
是
れ
我
等
が
入
室
の
同
朋
な
り
。
我
等
は
ち
論
主
庭て

い
き
ん訓
(209)の

存
続
（
住
）
と
壊
滅
（
異
）
と
を
い
う
。

(202) 

波
若
…
「
般
若
」
と
同
義
。
さ
と
り
を
得
る
真

実
の
智
慧
。

(203) 

三
密
…
身
・
口
・
意
の
三
種
の
は
た
ら
き
。

(204) 

五
相
成
身
…
密
教
の
観
法
の
一
つ
。
通
達
菩
提

心
・
修
菩
提
心
・
成
金
剛
心
・
証
金
剛
心
・

仏
身
円
満
の
五
相
の
観
法
を
な
し
て
金
剛
界

大
日
如
来
の
身
を
成
就
す
る
こ
と
。

(205) 

十
如
…
十
如
是
の
こ
と
。『
法
華
経
』
方
便
品
の

説
に
基
づ
き
、諸
法
の
実
相
が
相
・
性
・
体
・
力
・

作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
と
い
う

十
種
の
如
是
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
。

(206)  

夙
善
…
「
宿
善
」
に
同
じ
。

(207) 

指
麾
…
「
指
揮
」
に
同
じ
。

(208) 

二
死
解
脱
…
二
死
は
分
段
生
死
と
変
易
生
死
の

二
種
生
死
の
こ
と
。
分
段
生
死
と
は
肉
体
の

大
小
や
寿
命
の
長
短
な
ど
一
定
の
際
限
が
あ

る
凡
夫
・
学
人
な
ど
の
生
死
で
あ
り
、
変
易

生
死
と
は
肉
体
や
寿
命
を
際
限
な
く
自
在
に

変
化
改
易
で
き
る
阿
羅
漢
・
菩
薩
な
ど
の
生

死
で
あ
る
。
凡
夫
と
菩
薩
の
両
者
が
解
脱
を

得
る
こ
と
。

(209) 

庭
訓
…
教
訓
の
こ
と
。

(197) 

性
海
…
真
理
そ
の
も
の
。
真
理
を
海
に
譬
え
た
。

(198) 

四
曼
…
四
種
曼
荼
羅
の
こ
と
。
①
大
曼
荼
羅
。

②
三
昧
耶
曼
荼
羅
。
③
法
曼
荼
羅
。
④
羯
磨

曼
荼
羅
。

(199) 

塵
労
…
煩
悩
の
こ
と
。

(200) 

去
来
今
…
過
去
・
現
在
・
未
来
の
こ
と
。

(201) 

生
住
異
相
…
三
有
為
相
の
こ
と
。
生
起
（
生
）
と



門
役
な
り(210)

。
世
世
互
い
に
師
資
た
り
。
処
処
に
迭た

が
い

に
要
法
を
受
く
。
今
度

各
各
に
生
死
截
断
の
期
到
来
し
て
、
面
面
に
証
大
菩
提
の
妙
行
を
致
す
。
生

前
の
大
慶
胡な
に
ご
と縡
か
之
れ
に
加
わ
ら
ん
か
。
夫
れ
彼
の
論
主
円
公
闍
梨
は
体

識(211)

深
静
に
し
て
風
度(212)

端
敏
な
り
。
尭
言(213)

玉
の
ご
と
く
に
振
い
、
微
文
氷
の

ご
と
く
に
釈と

く
。
筆
芸
是
れ
高
妙
に
し
て
、
法
語
も
亦
た
奇
異
な
り
。
聖
旨

に
冥
契(214)

し
神
会
に
綽
同
す
。
万
世
の
後
、
作
者
有
り
と
雖
も
、
亦
た
此
れ

に
過
ぐ
る
は
無
け
ん
。
聞
法
得
益
の
洪
恩
を
報
酬
せ
ん
が
為
に
、
法
印
大
和

尚
位
経
印
、
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
承
豪
、
力
を
勠あ
わ

せ
志
を
一
に
し
て
倶
に

跋
す
。

時
、
元
応
第
二
の
暦(215)

、
上
章(216)

涒と
ん

灘た
ん
(217)

 
大た

い
そ
う簇
(218)三

五
の
日
、
台
嶺(219)

本
院
東
谷

に
於
て
す
。

【
楽
西
】

一
日
、
余
が
友
、
持
名
居
士
、
此
の
典
を
携
え
て
以
て
予
に
示
し
て
曰
く

「
此
れ
は
乃
ち
浄
円(220)

大
徳
、
弟
子
が
致
請
に
酬こ

た

え
て
製
述
さ
る
る
の
書
な
り
。

宣
揚(221)

是
れ
妙
に
、
発
起(222)

良ま
こ
とに
多
し
、
義
門
を
標
掲
し
名
相
を
訓く

ん
ぼ
う剖
(223)す
る
に

(210) 

門
役
…
門
番
の
こ
と
。

(211) 

体
識
…
体
（
身
体
）
と
識
（
心
）
の
こ
と
。

(212) 

風
度
…
人
の
性
格
や
態
度
、
風
格
の
こ
と
。

(213) 

尭
言
…
内
容
ゆ
た
か
な
言
説
。

(214) 

冥
契
…
言
葉
を
交
わ
さ
ず
に
心
が
通
う
こ
と
。

(215) 

元
応
第
二
之
暦
…
西
暦
一
三
二
〇
年
。
干
支
は

庚
申
。

(216) 

上
章
…
十
干
の
庚
の
異
称
。

(217) 

涒
灘
…
十
二
支
の
申
の
異
称
。

(218) 

大
簇
…
陰
暦
一
月
の
異
称
。

(219) 

台
嶺
…
比
叡
山
の
こ
と
。

(220) 

浄
円
…
澄
円
の
別
名
。
昇
蓮
社
・
旭
蓮
社
と
も
。

(221) 

宣
揚
…
広
く
天
下
に
あ
ら
わ
す
の
意
。

(222) 

発
起
…
開
き
起
こ
す
こ
と
。

(223) 

訓
剖
名
相
…
文
字
に
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
た
論
述

を
読
み
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。



至
り
て
は
、
文
約つ

づ
ま
やか

に
事じ

広
く(224)

、
詞
微ひ

そ

か
に
理
明
な
り(225)

。
他
師
の
詳
勘(226)

も
源も

と
経
釈
よ
り
出
で
て
本
と
宗
旨
を
詮
す
と
雖
も
、
若
し
能
く
弥
陀
願
海

の
淵
底
を
尽
く
し
、
京
師
判
教
の
玄
旨(227)

を
窮
め
た
る
は
、
只
だ
是
れ
吾
が

師
の
論
説
の
み
な
り
。
座
右
に
安
じ
て
亀
鑑
に
備
え
よ
」
と
。
余
、
即
ち
此

の
典
を
披ひ
ら

き
て
以
て
其
の
義
を
観
、
其
の
真
味
を
節ふ

し

角か
ど

の
処(228)

に
於
て
翫

も
て
あ
そび

、

之
れ
が
為
に
掌
を
撫う
つ

し
、
節
を
撃
ち
て(229)

感
激
せ
り
。
凡
そ
其
の
教
を
叙
ぶ

る
や
円
か
に
、
其
の
法
を
見
る
や
徹
せ
り
。
其
の
義
を
釈
す
る
や
端た
だ

し
き
こ

と
薪
を
折
る
が
如
く
、
其
の
文
に
入
る
や
明
ら
か
な
る
こ
と
燭
を
秉と

る
が
若

し
。
其
の
辞
は
理
を
極
む
る
の
み
に
し
て
虚
し
く
騁は

せ
ず(230)

、
其
の
説
は
教

を
扶た
す

く
る
の
み
に
し
て
苟
く
も
飾
ら
ず
。
其
の
長
せ
る
所
を
以
て
人
を
病な

や
ま

さ

ず
。
故
に
排
斥
の
説
無
し
。
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
以
て
人
を
蓋お
お

わ
ず
。
故

に
胸
襟
の
論(231)

無
し
。
蕩
蕩(232)

然
と
し
て
実
に
一
代
教
の
眼
目
な
り
。
曜
曜
焉

と
し
て
迺
ち
光
明
・
黒
谷
の
骨
髄
な
り
。
生
霊
の
大
本(233)

、
三
世
の
達
道(234)

な
り
。

後
世
、
著
述
の
者
有
り
と
雖
も
能
く
之
れ
に
過
ぎ
た
る
は
あ
ら
じ
。
其
れ
四

依(235)

の
一
な
る
か
、
或
い
は
浄
土
の
親
聞(236)

な
る
か
、
何
ぞ
其
の
義
味
を
尽
く

(224) 

文
約
事
広
…
文
章
は
簡
潔
な
が
ら
事
柄
を
広
く

解
き
明
か
す
の
意
。

(225) 

詞
微
理
明
…
詞
は
奥
深
く
理
論
は
明
快
で
あ
る

こ
と
。

(226) 

詳
勘
…
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
。

(227) 

京
師
判
教
之
玄
旨
…
善
導
大
師
の
奥
深
い
教
え

の
こ
と
。

(228) 

節
角
之
処
…
文
節
や
章
段
の
こ
と
。

(229) 

撫
掌
撃
節
…
手
の
平
を
打
ち
、
我
が
意
を
得
た

り
と
歓
ぶ
さ
ま
。

(230) 

騁
…
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
る
。
こ
こ
で
は「
の
べ
る
」

の
意
。

(231) 

胸
襟
之
論
…
心
の
中
に
隠
し
持
っ
て
い
る
論
説
。

(232) 

蕩
蕩
…
広
大
な
さ
ま
。

(233) 

生
霊
之
大
本
…
衆
生
に
と
っ
て
の
大
き
な
手

本
。『
鐔
津
文
集
』
な
ど
を
参
照
（
正
蔵

五
二
、七
〇
三
中
）。

(234) 

三
世
之
達
道
…
過
去
・
現
在
・
未
来
を
通
じ
て

の
仏
道
修
行
の
道
標
。

(235) 

四
依
…
法
四
依
（
法
・
義
・
智
・
了
義
）
の
こ
と
。 

(236) 

浄
土
之
親
聞
…
浄
土
に
お
い
て
仏
か
ら
親
し
く

聞
い
た
こ
と
。



す
こ
と
此
の
如
く
な
る
や
。
寔
に
是
れ
命
世
の
宏
範(237)

な
り
。
豈
に
金
刹
の

良
導(238)

に
非
ず
や
。
あ
あ
、
奇
な
る
か
な
奇
な
る
か
な
。
牟
尼
大
我(239)

去
り
た

ま
い
し
自
り
後
、
其
の
声な

を
継
ぐ
者
有
る
こ
と
謾な

し
。
今
其
の
作
す
は
世
尊

の
再
来
に
非
ず
ん
ば
孰だ

れ
か
能
く
為
ん
や
。
居お

も
ん
み以

れ
ば
玉
を
琢み

が

き
て
器
を
成

す
と
い
え
る
は
孔
聖
の
格
言
な
り
。
然
る
に
今
大
徳
子
公
、
経
論
解
釈
を
採

集
し
て
篇
を
立
つ
。
格
外
の
勝
徳
諭さ
と

り
易
し
。
所
以
に
小
子
恭
し
く
英え

い
も
う髦

の

著
述
を
披
き
て
深
く
浄
教
の
奇
絶(240)

な
る
こ
と
を
知
る
。

　
　

厭
欣
居
士
楽
西
頓
首
謹
み
て
跋
す
。

【
尊
海
】

夫
れ
以
お
も
ん
みれ

ば
、
余
、
多
幸
に
し
て
此
の
典
に
値あ

え
り
。
其
の
筆
削
を
観
る

に
、
固ま
こ
と
に
臆
説(241)

に
非
ず
。
頗
る
亦
た
精
微
な
り
。
是
れ
則
ち
、
其
の
本
拠

と
す
る
所
の
明
文
、
皆
な
洪
経
・
大
論(242)

よ
り
出
で
て
、
而
も
最
も
詳
ら
か

な
る
所
以
な
り
。
又
た
其
の
所
見
の
書
、
果
し
て
謬あ
や
ま

れ
る
は
古
書
と
雖
も
必

ず
之
れ
を
斥は
ら

い
、
其
の
所
覧
の
典
、
果
し
て
詳
ら
か
な
れ
ば
新
典
と
雖
も
必

ず
之
れ
を
取
る
故
か
。

(237) 

命
世
之
宏
範
…
そ
の
時
代
で
最
も
勝
れ
た
教
え
。

(238) 

金
刹
之
良
導
…
極
楽
浄
土
へ
の
良
き
導
き
。

(239) 

牟
尼
大
我
…
釈
尊
の
こ
と
。「
大
我
」
と
は
涅
槃

の
境
地
に
入
ら
れ
た
仏
を
指
す
。

(240) 

奇
絶
…
す
ぐ
れ
て
め
ず
ら
し
い
こ
と
。

(241)  

臆
説
…
証
拠
の
無
い
あ
て
推
量
。

(242) 

洪
経
・
大
論
…
「
洪
」
に
は
大
き
い
な
ど
広
範

の
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
洪
経
」
は
広

範
な
る
経
典
を
指
し
、「
大
論
」
は
大
部
の
論

書
を
指
す
。



嘉
祥(243)

、
言
え
る
こ
と
有
り(244)

。「
言
、
道
に
会
せ
ざ
る
を
ば
破
し
て
収と

ら
ざ

れ
。
説
、
必
ず
理
に
契か
な

え
る
を
ば
収と

り
て
破
さ
ざ
れ
。
教
を
学
し
て
迷
を
起

す
を
亦
た
は
破
し
、
亦
た
は
収
る
。
其
の
能
迷
の
情
を
破
し
て
、
所
惑
の
教

を
収
取
す
」
と
。

凡
そ
仏
教
の
光こ
う
は
ん賁
(245)、
古
に
振ふ
る

う
と
雖
も
未
だ
此
の
如
く
な
る
者
有
ら
ず
。

天
台
の
『
十
疑
』(246)

、
慈
恩
の
『
要
決
』(247)

、
千
福
の
八
異
、
基
師
の
十
勝
も
之

れ
に
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
凡
そ
九
品
教(248)

の
秀
句
を
集
め
て
両
三

巻
の
竹
牒
に
載
せ
た
る
は
、
北
斗
以
南(249)

に
は
只
だ
吾
が
『
浄
土
十
勝
論
』

の
み
か
。
所
以
に
鉅
公(250)

・
名
儒(251)

も
専
ら
之
れ
を
珍
敬
し
、
顕
密
の
高
僧
も

大
い
に
之
れ
を
許
可
す
。
但
だ
彼
此
の
章
段
、
水
乳
混
濫
せ
り
。
鵝
王(252)

の

学
士
に
非
ず
ば
、
奚な
ん

ぞ
弁
じ
易
か
ら
ん
や
。
高
判
の
秘
賾
、
壁
立
千
仭(253)

な

り
。
騰
空(254)

の
威
力
無
く
ば
、
豈
に
及
ぶ
べ
し
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず
之
、
文
章
詞
花(255)

、
人
に

(248) 

九
品
教
…
浄
土
教
を
指
す
。

(249) 

北
斗
以
南
…
北
斗
星
か
ら
南
方
に
か
け
て
を
指

す
。
こ
こ
で
は
こ
の
世
の
中
す
べ
て
を
い
う
。

『（
旧
）
唐
書
』（
列
伝
第
三
十
九
、
狄
仁
傑
伝
）

に
「
授
并
州
法
曹
参
軍
、
同
府
参
軍
鄭
崇
質
、

母
老
且
疾
、
当
使
絶
域
、
仁
傑
詣
長
史
藺
仁

基
請
代
行
、
蘭
仁
基
毎
日
、
狄
公
之
賢
、
北

斗
以
南
一
人
而
已
」
と
あ
る
。

(250) 

鉅
公
…
天
子
の
尊
称
。

(251) 

名
儒
…
す
ぐ
れ
た
儒
学
者
の
こ
と
。

(252) 

鵝
王
…
仏
を
た
と
え
る
。
仏
の
三
十
二
相
の
一

つ
に
、
手
足
に
み
ず
か
き
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
み
ず
か
き
が
鵞
鳥
の
足
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
「
鵝
王
」
と
い
わ
れ
る
。

(253) 

壁
立
千
仭
…
絶
壁
な
ど
が
け
わ
し
く
壁
の
よ
う

に
立
っ
て
い
る
こ
と
。「
仭
」は
長
さ
の
単
位
。

山
な
ど
の
非
常
に
高
い
こ
と
。
谷
な
ど
の
非

常
に
深
い
こ
と
。「
千
尋
」
も
同
様
。

(254) 

騰
空
…
大
空
に
の
ぼ
る
。

(255) 

文
章
詞
花
…
す
ぐ
れ
た
文
章
表
現
を
い
い
、
こ

こ
で
は
『
十
勝
論
』
の
文
章
が
人
が
書
い
た

も
の
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

(243) 

嘉
祥
…
吉
蔵
。
中
国
隨
代
の
代
表
的
な
仏
教
学

者
。
三
論
教
学
を
主
と
す
る
。
嘉
祥
寺
に
住

し
て
い
た
の
で
嘉
祥
大
師
と
い
わ
れ
る
。

(244) 

吉
蔵
『
三
論
玄
義
』（
正
蔵
四
五
、一
頁
中
）。

(245) 

光
賁
…
「
賁
」
に
は
文
章
の
さ
ま
を
指
す
。
こ

こ
で
は
仏
教
の
経
典
が
整
っ
た
こ
と
を
い
う
。

(246) 

天
台
十
疑
…
智
顗
『
浄
土
十
疑
論
』（
正
蔵
四
七

所
収
）。

(247) 

慈
恩
要
決
…
基
『
西
方
要
決
釈
疑
通
規
』（
正
蔵

四
七
／
浄
全
六
所
収
）。



過
ぎ
、
索さ

く
い
ん
ち
ょ
う
じ
ん

隠
釣
深

(256)、
絶
倫
な
り
。
末ま

つ
が
く
ふ
じ
ゅ

学
膚
受

(257)の
彙た

ぐ

い
の
輒
く
解
す
べ
き
所

に
非
ず
。
若
し
之
れ
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
能
く
字
字
句
句
・
章
章
義

義
、
其
の
義
を
研
究
す
る
こ
と
有
り
て
、
以
て
未
審
な
る
所
は
、
諸
を
卓
然

た
る
抜
萃(258)

の
大
智
者
に
質
す
と
き
は
、
則
ち
精
義
、
神

た
ま
し
いに

入
り
て
、
然
し

て
後
に
以
て
此
の
典
の
深
旨
を
知
る
べ
し
。
若
し
軽
心
に
疾
く
読
み
て
所
帰

を
究
め
ず
ん
ば
、
定
ん
で
自
失
悞
他
の
大
過
を
招
き
て
、
而
も
八
万
大
劫
の

獄
果
を
受
く
べ
し
。

古
に
云
わ
く(259)

、
夫
れ
鰭ひ

れ

を
濫ら

ん
し
ょ
う觴
に
挙
ぐ
る
も
の
、
曽
て
千
里
の
鯤こ

ん

を
見

る
に
由
無
し(260)

。
翮は

ね

を
藩は

ん
り籬
に
䬡は

う

つ
も
の
は
、
何
ぞ
能
く
九
万
の
鵬

お
お
と
り

有
る
こ

と
を
知
ら
ん(261)

。
是
の
故
に
海
上
の
頑
人
は
魚
の
如
く
な
る
木
あ
ら
ん
と
疑

い
、
山
頭
の
愚
士
は
木
の
如
く
な
る
魚
あ
ら
ん
と
怪
し
む(262)

。
則
ち
知
ん
ぬ
、

は
な
い
と
い
う
喩
え
。「
濫
觴
」と
は
、『
荀
子
』

に
「
其
始
出
也
、
其
源
可
以
濫
觴
」
と
あ
り
、

も
の
ご
と
の
源
、
始
ま
り
と
い
う
意
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
長
江
の
よ
う
な
大
河
の
源
流
を
指

す
。「
千
里
鯤
」
と
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇

に
「
北
冥
有
魚
、
其
名
爲
鯤
、
鯤
之
大
、
不

知
其
幾
千
里
也
」
と
あ
り
、
大
き
さ
が
千
里

も
あ
る
と
い
う
想
像
上
の
大
魚
を
い
う
。

(261) 

䬡
翮
藩
〜
九
万
鵬
…
垣
根
の
間
を
飛
び
交
う
よ

う
な
小
鳥
は
、
一
度
に
九
万
里
を
飛
ぶ
と
い

う
大
き
な
鳥
が
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い

う
喩
え
。「
藩
籬
」
と
は
垣
根
を
い
い
、「
䬡

翮
藩
籬
」
と
は
垣
根
の
間
を
飛
び
交
う
小
鳥

を
指
す
。「
九
万
鵬
」
と
は
『
荘
子
』
逍
遙
遊

篇
に
「
北
冥
有
魚
、
其
名
爲
鯤
、
鯤
之
大
、

不
知
其
幾
千
里
也
、
化
而
爲
鳥
、
其
名
爲
鵬
、

鵬
之
背
、
不
知
其
幾
千
里
也
、（
中
略
）
諧
之

言
曰
、
鵬
之
徙
於
南
冥
也
、
水
撃
三
千
里
、

搏
扶
搖
而
上
者
九
萬
里
、
去
以
六
月
息
者
也
」

と
あ
り
、
先
述
の
鯤
が
化
し
て
鳥
と
な
っ
た

も
の
で
、
一
度
に
九
万
里
を
飛
ぶ
と
い
う
。

(262) 

海
上
頑
〜
如
木
魚
…
海
辺
に
住
む
頑
迷
な
人
は

魚
の
よ
う
な
木
が
あ
ろ
う
か
と
疑
い
、
山
に

住
む
愚
か
な
人
は
木
の
よ
う
な
魚
が
あ
ろ
う

か
と
怪
し
む
と
い
う
故
事
。『
顔
氏
家
訓
』
帰

心
篇
に
「
山
中
人
不
信
有
魚
大
如
木
、
海
上

人
不
信
有
木
大
如
魚
」
と
あ
る
。

(256) 

索
隠
釣
深
…
「
索
隠
」
は
す
ぐ
れ
た
事
理
を
捜

し
求
め
る
こ
と
を
い
い
、「
釣
深
」
は
深
義
を

求
め
る
こ
と
を
い
う
。

(257) 

末
学
膚
受
…
「
末
学
」
は
学
問
が
未
熟
な
も
の

を
指
し
、「
膚
受
」
は
う
わ
べ
だ
け
で
充
分
に

理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。

(258) 

抜
萃
…
「
抜
粋
」
に
同
じ
。
多
く
の
中
か
ら
抜

き
ん
出
て
い
る
こ
と
。

(259) 

古
云
…
空
海『
三
教
指
帰
』（『
弘
法
大
師
全
集
』三
、

三
四
五
頁
）
に
ほ
ぼ
同
文
あ
り
。

(260) 

挙
鰭
濫
〜
千
里
鯤
…
小
さ
な
川
に
い
る
魚
は
、

鯤
と
い
う
千
里
も
の
大
き
な
魚
を
み
る
こ
と



と
も
い
う
。「
毫
」
は
細
い
毛
。

(264) 

非
子
曠
聡
何
能
別
鐘
響
…
子
曠
の
よ
う
に
耳
が

よ
く
な
け
れ
ば
、
鐘
の
響
き
の
些
細
な
違
い

も
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
。「
子
曠
」
は
師
曠
か
。
師
曠
は
字
を
子
野

と
い
い
、
中
国
春
秋
時
代
の
晋
の
平
公
に
仕

え
た
楽
人
。
盲
目
で
あ
っ
た
が
琴
の
名
手
で

あ
り
、
耳
が
と
て
も
よ
か
っ
た
。
師
曠
に
つ

い
て
は
『
孟
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
に

み
ら
れ
る
。「
聡
」
に
は
耳
ざ
と
い
、
察
知
す

る
な
ど
の
意
が
あ
る
。

(265) 

五
翳
…
日
や
月
の
光
を
遮
る
も
の
。
煙
・
雲
・
塵
・

霧
・
阿
修
羅
の
手
を
指
す
。

(266) 

三
光
…
日
・
月
・
星
の
光
。

(267) 

四
海
…
須
弥
山
を
と
り
ま
く
四
方
の
海
。

(268) 

九
山
…
須
弥
山
を
囲
う
九
つ
の
山
。

(269) 

夷
乎
黄
地
以
為
白
麻
…
大
地
を
平
ら
か
に
し
て
、

紙
面
と
す
る
の
意
。「
黄
」は
土
の
色
を
指
し
、

「
黄
地
」
と
は
大
地
を
指
す
。「
白
麻
」
と
は

唐
の
中
書
省
に
お
い
て
綸
命
を
な
す
た
め
に

用
い
ら
れ
て
い
た
麻
紙
を
い
う
が
、
単
に
紙

を
指
す
場
合
も
あ
る
。

(270) 

蠡
…
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど
を
ふ
た
つ
に
割
っ
て

作
っ
た
容
器
。

離りし
ゅ朱
が
眼
に
非
ざ
れ
ば
、
人
、
毫ごう
ま
つ末
を
見
る
こ
と
無
し(263)

。
子しこ
う曠
が
聡
に
非

ざ
れ
ば
、
何
ぞ
能
く
鐘
し
ょ
う
き
ょ
う

響
を
別わか
た
ん(264)

。
咨あ

あ

、
見
る
と
見
ざ
る
と
、
愚
と
愚

な
ら
ざ
る
と
、
何
ぞ
其
れ
遥
か
に
隔
た
る
や
。

此
れ
は
三
学
域
内
の
通
談
を
狭
み
て
、
而
も
十
勝
格
外
の
別
論
を
識
ら
ざ

る
の
謂
い
か
。

爰
こ
に
貧
道
頃
年
の
比こ
ろ

、
茲
の
典
を
披
閲
し
て
、
粗ほ

ぼ
素
意
を
識
り
、
廓

然
と
し
て
掌
を
拍う

つ
。
五
翳えい

(265)を
披
き
て
三
光(266)

を
見
る
が
如
く
、
甘
露
を
服

し
て
瘵さ
い
ど
く毒
を
除
く
に
似
た
り
。
凡
そ
四
海(267)

を
挹く

み
て
以
て
水
と
為
し
、
九

山(268)

を
焼
き
て
以
て
墨
と
為
し
、
千
草
を
折
り
て
以
て
筆
と
為
し
、
黄
地
を

夷たい
ら
げ
て
以
て
白
麻
と
為
す
と
も(269)

殫こ
と
ご
とく
紀
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
此
の
書
の

源
底
な
り
。
若
し
人
、
奥
義
を
究
め
ん
と
欲
せ
ば
、
管
を
以
て
大
虚
を
窺
う

こ
と
勿
く
、
蠡
ひ
さ
ご
(270)を
取
り
て
而
も
巨
海
を
挹
む
こ
と
勿
く
し
て
、
直
爾
ち
に

文
義
を
得
ん
。
若
し
爾
ら
ば
、
師
の
素
意
を
得
ん
こ
と
、
間
に
髪
を
も
容
る

(263) 

非
離
朱
〜
見
毫
末
…
離
朱
の
よ
う
に
視
力
が
す

ぐ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
離
れ
た
場
所
か
ら
細

い
毛
の
先
は
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を

い
う
。「
離
朱
」
と
は
『
孟
子
』
の
趙
岐
注
に

「
離
朱
即
離
婁
也
、
能
視
百
歩
之
外
、
見
秋
毫

之
末
」
と
あ
り
、
中
国
の
伝
説
上
の
人
物
で

視
力
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
百
歩
離
れ
た
場
所

か
ら
で
も
毛
の
先
が
み
え
た
。
離
婁（
り
ろ
う
）



べ
か
ら
ず
、
水
、
瓶
に
溢
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
爾
ら
ず
し
て
、
強
ち
に
自
を

以
て
而
も
他
を
測
る
者
は
不
敏
の
甚
し
き
な
り
。
設
い
塵
劫
を
経
る
と
も
、

弥
い
よ
い
よ

懸
遠
な
ら
ん
や
。

抑そ
も
そ
も、

高
卑
の
皂
白
、
力
を
出
だ
し
て
而
も
共
に
此
の
書
を
広
む
。
肆こ

こ

に
予
、
自
ら
二
部
を
写
し
て
四
輩
に
授
与
す
。
此
れ
即
ち
師
の
道
を
し
て
普

く
天
下
に
流
行
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。

沙
門
尊
海(271)

、
謹
ん
で
題
す
。

【
隆
珍
】

夫
れ
仏
日(272)

、
再
び
扶
桑
の
朝あ

し
た

の
梢こ

ず
え

に
曜か

が
や

け
る
こ
と
、
是
れ
十
勝
の
力
な
り
。

法
雲
重
な
り
て
、
波
母
山(273)

の
嶺
に
聳そ

び

え
る
こ
と
は
、
乃
ち
節
箋(274)

の
徳
な
り
。

抑
そ
も
そ
も

昇
蓮
社
浄
円
の
、
釈
氏(275)

に
在
り
て
真
宗
を
闡
揚
す
る
。
異
説
の
辞
を

排
斥
し
て
、
而
も
之
れ
を
闢ひ
ら

く
。
咸
な
援
拠(276)

有
り
。
所
謂
る
「
百
川
を
障

え
て
東
ず
る
に
、
之
れ
狂
瀾
し
て
既
に
倒
れ
た
る
を
廻か
え

す(277)

」
者
な
り
。
観

ず
れ
ば
夫
れ
竺じ
く

墳ふ
ん

攴ぼ
く

籍せ
き
(278)を

載
す
と
雖
も
、
其
の
枝
葉
を
删け

ず

り
、
採
る
に
華

菓
を
以
て
す
。
文
、
本
説
に
於
て
繁
き
こ
と
有
れ
ば
、
略
し
て
関
節
の
義
を

(271) 

尊
海
…
後
述
の
隆
珍
の
跋
を
参
照
。

(272) 

仏
日
…
仏
を
太
陽
に
喩
え
た
語
。

(273) 

波
母
山
…
日
本
の
こ
と
。

(274) 

節
箋
…
『
浄
土
十
勝
論
』
の
こ
と
。

(275) 

釈
氏
…
僧
侶
の
こ
と
。

(276) 

援
拠
…
出
典
・
根
拠
の
こ
と
。

(277) 

障
百
川
～
於
既
倒
…
韓
愈
『
進
学
解
』
の
文
。

(278) 

竺
墳
攴
籍
…
仏
典
。
竺
墳
漢
典
の
こ
と
。



叙
し
、
経
論
に
於
て
要
有
れ
ば
、
必
ず
淵
底
を
尽
く
す
。
凡
そ
別べ
っ
ち意
弘
願
の

衆
徳
、
極
要
は
貝
文(279)

・
漢
典
の
褒
讃
す
る
攸と

こ
ろ

な
れ
ど
も
、
只
だ
広
文
を
散
在

し
て
、
未
だ
一
処
に
在お

か
ざ
る
の
み
。
爰
こ
に
吾
が
上
人
大
和
尚
の
み
独
り

四
十
有
八
の
篇
目
を
挙
げ
て
、
数
百
箇
条
の
文
義
を
集
め
て
、
皆
な
其
の
部

に
依
り
て
、
悉
く
根
源
を
尽
く
す
。
寔ま
こ
と

に
是
れ
両
尊
出
世
の
正
旨
な
り
。
豈

に
梵
僧
指
授
の
文
疏(280)

に
異
な
ら
ん
や
。
予
、
鑚
仰
し
て
弥

い
よ
い
よ

堅
高
な
る
こ
と

を
覚
ゆ
。
後
進
晩
学
、
諭
り
難か
た

か
ら
ん
者
か
。
古
に
云
わ
く
、
下か

俚り

巴は

人じ
ん
(281)

は
、
天
下
皆
な
和
し
、
陽
春
白
雪(282)

は
韻
高
く
し
て
、
和
寡す

く

な
し
。
巴
歌(283)

は

是
れ
他
書
か
。
雪
典
は
乃
ち
今
の
典
の
み
。
倩
つ
ら
つ
ら

以お
も
ん
みれ
ば
、
黒
谷
の
十
疑(284)

は
、

尚
お
式
内
の
閫こ
ん

域(285)

に
廻
り
、
吉
水
の
選
択(286)

は
、
只
だ
二
八(287)

の
勝
徳
を
挙
ぐ
。

然
る
に
章
目
は
、
六
八
に
満
ち
、
文
義
万
条
に
幾
な
ん
な
んと

す
る
こ
と
は
、
唯
だ
吾が

『
十
勝
論
』
の
み
。『
仏
祖
統
紀
』(288)

に
云
く
、

義
神
智
が
云
く
、
吾
が
仏
出
世
し
て
諸
経
を
説
く
と
雖
も
、
本
懐
を
暢の

ぶ
る
こ
と
を
得
る
は
、
唯
だ
法
華
に
在
り
。
阿
難
結
集
し
て
自
り
後

ち
、
天
親
、
論
を
作
り
て
、
通
経
す
と
曰
う
と
雖
も
、
然
る
に
但
だ
文

を
約
に
し
て
義
を
申の

べ
て
、
其
の
大
略
を
挙
ぐ
る
の
み
。
斯
の
経
の
大

(279) 

貝
文
…
貝
葉
に
書
か
れ
た
経
文
。

(280) 

梵
僧
指
授
之
文
疏
…
善
導
『
観
経
疏
』
の
こ
と
。

結
語
に
は
云
々
と
あ
る
。

(281) 

下
俚
巴
人
…
人
里
は
な
れ
た
と
こ
ろ
と
そ
こ
に

住
む
人
。

(282) 

陽
春
白
雪
…
楚
の
国
の
歌
曲
の
名
。
転
じ
て
、

高
尚
な
詩
を
称
す
る
。

(283) 

巴
歌
…
村
落
で
歌
わ
れ
る
俗
曲
。

(284) 

黒
谷
十
疑
…
底
本
の
頭
註
に
「
黒
谷
十
疑
未
考
」

と
あ
る
通
り
、
不
明
の
典
籍
で
あ
る
。

(285) 

閫
域
…
門
中
の
し
き
い
の
内
。

(286) 

吉
水
選
択
…
法
然『
選
択
本
願
念
仏
集
』の
こ
と
。

(287) 

二
八
之
勝
徳
…
『
選
択
集
』
全
一
六
章
段
に
示

さ
れ
る
念
仏
の
功
徳
の
こ
と
。

(288) 

義
神
智
〜
な
り
と
…
『
仏
祖
統
紀
』（
正
蔵

四
九
・
一
八
六
上
）。



事
に
至
り
て
は
、
教
化
の
始
終
は
則
ち
晦く
ら

く
し
て
、
未
だ
明
ら
か
な
ら

ず
。
羅
什
、
翻
訳
す
る
に
癬お
よ

ん
で
、
東
の
方
、
此
の
土
に
伝
わ
り
、
疏

を
造
り
て
、
消
釈
す
る
者
、
異
論
、
一
に
非
ず
。
唯
だ
我
が
智
者
は
、

霊
山
に
親
ま
の
あ
たり

承
け
、
大
蘇
に
証
悟
し
て
、
妙
旨
を
発
揮
し
、
上
乗
を
幽

賛
す
。
五
義
を
以
て
経
題
を
釈
し
、
四
釈
を
も
て
文
句
を
消
す
。
而
る

に
、
又
た
能
く
十
章
を
以
て
、
明
静
の
法
門
を
宣
演
す
。
是
こ
に
於
て
、

解
行
倶
に
陳
べ
、
義
観
兼
ね
て
挙
ぐ
。
謂
つ
べ
し
。
行
人
の
心
鏡
、
巨

夜
の
明
灯
な
り
と
。
天
竺
の
大
論
と
雖
も
、
尚
お
其
の
類
に
非
ず
。
豈

に
震
旦
の
人
師
の
能
く
跋
か
た
ち

及
ぶ
所
以
な
ら
ん
や
。
云
云
。
又
た
問
い
を

設
け
て
曰
う
。『
輔
行
』(289)

に
九
師
の
相
承
を
引
き
て
、
北
斉
巳
前
は
今

の
所
承
に
非
ず
と
謂
う
。
且
く
北
斉
既
に
覚
心
は
重
観
三
昧
を
用
ゆ
。

今
此
こ
に
何
が
故
ぞ
、
覚
観(290)

は
但
だ
是
れ
一
轍
な
る
の
み
と
斥き

ら

え
る

や
。
将
に
智
者
は
、
北
斉
を
斥う
か
が
う
に
非
ず
や
。
答
う
。『
妙
玄
』(291)

に
法

華
の
十
妙
を
開
演
し
て
、
尚
お
云
く
「『
中
論
』
を
以
て
相
比
す
る
こ

と
莫
れ(292)

」
と
。
又
た
云
く
「
天
竺
の
大
論
、尚
お
其
の
類
に
非
ず(293)

」
と
。

蓋
し
智
者
、
如
来
の
慧(294)

を
用
い
て
法
華
の
妙
を
明
か
す
。
故
に
龍
樹
、

(289) 『
輔
行
』
…
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
こ
と
。

(290) 

観
…
底
本
の
頭
註
に
「
観
統
紀
作
覓
」
と
あ
る

と
お
り
、『
仏
祖
統
紀
』
に
は
「
観
」
を
「
覓
」

と
あ
る
。

(291) 『
妙
玄
』
…
智
顗
『
法
華
玄
義
』
の
こ
と
。

(292) 

智
顗
『
法
華
玄
義
』（
正
蔵
三
三
・
七
一
三
下
）。

(293) 

智
顗
『
法
華
玄
義
』（
正
蔵
三
三
・
七
〇
四
下
）。

(294) 

慧
…
底
本
の
頭
註
に
「
慧
統
紀
作
意
」
と
あ
る

と
お
り
、『
仏
祖
統
紀
』
に
は
「
慧
」
を
「
意
」

と
あ
る
。



北
斉
及
ば
ざ
る
所
な
り
と
。

斯
の
言
『
十
勝
論
』
に
通
じ
て
、
而
も
其
の
意
を
得
た
り
。
凡
そ
諸
老
、

力
を
尽
く
し
て
、
此
の
典
を
弘
伝
す
る
に
、
皆
な
湜
し
ょ
く

輩(295)

の
用
心
に
籍
す
る

な
り
。
抑
そ
も
そ
も

尊
海
大
徳
は
、
是
れ
俗
に
在
り
て
は
連
枝(296)

な
り
。
家
を
出
て
は

門
師
と
な
り
、
顕
密
の
達
士
、
法
門
の
領
り
ょ
う
し
ゅ
う袖

為
り
と
雖
も
、
得
道
の
径
路

を
十
万
億
土
の
西
に
定
め
、
解
脱
し
て
要
行
を
六
字
尊
号
の
法
に
勤
む
。
然

る
に
持
名
討
論
の
余
暇
を
以
て
『
十
勝
論
』
を
写
し
て
、
欣
然
と
し
て
跋
を

作
ら
る
。

或
る
時
示
し
て
曰
く
「
此
の
典
、
広
通
流
行
せ
よ
」
と
。
此
の
言
を
謹
み

て
許
諾
す
。
師
久
し
か
ら
ず
大
寂
に
帰
す
。
今
其
の
後
に
続
き
て
、
同
志
を

率
い
て
三
本
を
写
し
て
、
以
て
師
の
志
を
成
ず
。

欣
西
庵
住
持 

嗣
祖 

苾び
っ

芻す 

隆
珍 

謹
み
て
跋
す
。

【
乗
空
】

窃ひ
そ

か
に
以
れ
ば
、『
華
厳
論
』(297)

に
曰
く
「
若
し
法
性
に
随
え
ば
、
万
相
都す

べ

て
無
し
。
若
し
智
力
に
随
え
ば
、
無
相
随
い
て
現
ず
。
隠
顕
縁
に
随
い
て
都す

べ

(295) 

湜
輩
…
心
清
ら
か
な
人
々
の
こ
と
。

(296) 

連
枝
…
兄
弟
の
こ
と
。

(297) 

若
し
法
〜
者
無
し
…
李
通
玄
『
新
華
厳
経
論
』

一
三
（
正
蔵
三
六
・
八
〇
五
中
）。



て
作
者
無
し
」
と
。
其
の
智
力
随
現
の
中
に
二
種
の
要
門
有
り
て
、
九
界

の
群
品(298)

を
招
引
す
。
研
真
截
迷(299)

す
る
、
之
れ
を
聖
道
の
修
行
と
謂
い
、
信

仏
往
生
す
る
、
之
れ
を
浄
土
の
捷
し
ょ
う
け
い径
(300)と
謂
う
な
り
。
爰
こ
に
弘
経
済
生(301)

の

老
哲
有
り
。
厥そ

の
名
を
浄
教
円
宗
に
象か

た
ど

れ
り
。
神
機
秀
発(302)

し
て
恵
解
天て

ん
し
ょ
う縦
(303)

な
り
。
知
見
甚
だ
高
く
し
て
、
諸
方
を
下か

し視
す
る
。
仏ぶ

っ
く吼
(304)を

以
て
哮
吼
す

る
に
、
人
、
其
の
量
を
涯き
わ

む
る
こ
と
無
し
。
一
隅
に
滞
ら
ず
、
玄
旨(305)

を
撃

揚
す
。
七
縦
八
横(306)

、
無
礙
自
在
な
り
。
常
に
赤
播(307)

を
立
て
、
論
鼓
を
鳴
ら

し
て
、
以
て
古
今
の
老
宿
を
拉く
じ

く
。
凡
そ
諸
老
、
皆
な
蒲(308)

を
以
て
晡(309)

と
言

い
、
鹿
を
以
て
馬
と
言
う
。
是
れ
則
ち
「
不
惜
仏
意
取
人
情(310)

」
の
奸か

ん

偽ぎ

な

り
。
公
、
独
り
鹿
を
以
て
鹿
と
言
い
、
蒲
を
以
て
蒲
と
言
う
。
豈
に
「
但

惜
正
宗
不
謟
詐(311)

」
の
大
人
に
非
ず
や
。
古
に
云
わ
く(312)

「
地
、
山
を
擎さ

さ

げ
て
、

か
っ
て
堂
々
と
教
え
を
説
き
、
邪
説
を
排
し

て
異
教
の
徒
を
怖
れ
さ
せ
る
の
を
、
獅
子
が

咆
哮
し
て
他
の
獣
を
怖
れ
さ
せ
る
さ
ま
に
譬

え
た
語
。
転
じ
て
雄
弁
を
ふ
る
う
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
も
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(305) 

玄
旨
…
玄
妙
な
る
趣
旨
の
意
。

(306) 

七
縦
八
横
…
縦
横
自
在
に
自
分
の
思
う
ま
ま
に

で
き
る
さ
ま
。

(307) 

赤
播
…
「
赤
旗
」
と
同
義
。
注
意
を
促
す
旗
。

(308) 

蒲
…
淡
水
の
湿
地
に
生
え
る
、
ガ
マ
科
の
多
年

草
。

(309) 

晡
…
日
暮
れ
、
夕
暮
れ
。

(310) 

不
惜
仏
〜
意
取
人
情
『
般
舟
讃
』（
正
蔵

四
七
・
四
五
二
下
）。

(311) 

出
典
不
明
。

(312) 

地
山
を
〜
が
如
し
…
『
景
徳
伝
燈
録
』
七
（
正
蔵

五
一
・
二
五
三
中
）、『
聯
燈
会
要
』
四
（
卍
続
蔵

七
九
・
四
五
上
）
な
ど
に
は
、
盤
山
宝
積
禅
師

の
詞
と
し
て
「
似
地
擎
山
。
不
知
山
之
孤
峻
。

如
石
含
玉
。
不
知
玉
之
無
瑕
」
と
あ
る
。
盤

山
宝
積
禅
師
と
は
、
馬
祖
道
一
の
弟
子
で
あ

り
、
唐
代
に
活
躍
し
た
禅
師
で
あ
る
。

(298) 

九
界
之
群
品
…
十
界
の
う
ち
、
仏
界
を
除
い
た

残
り
の
九
界
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な
衆
生
。

(299) 

研
真
截
迷
…
真
理
を
究
め
、
迷
い
を
断
つ
と
い

う
意
。

(300) 

浄
土
之
捷
径
…
速
や
か
に
浄
土
に
往
生
し
得
る

方
法
。

(301) 

弘
経
済
生
…
仏
の
教
え
を
弘
め
て
衆
生
を
救
う

こ
と
。

(302) 

神
機
秀
発
…
霊
妙
な
は
た
ら
き
を
発
す
こ
と
。

(303) 

恵
解
天
縦
…
智
恵
を
も
っ
て
物
事
を
理
解
す
る

能
力
が
、
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

(304) 

仏
吼
…
如
来
の
説
法
の
意
。
如
来
が
大
衆
に
む



山
の
孤
峻(313)

を
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
石
、
玉
を
含
み
て
、
玉
の
瑕き

ず

無
き
こ

と
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
」。
此
れ
は
是
れ
緇し

皂そ
う

素そ

白は
く

の
学
者
等
、
日
日
に
公

に
謁
し
て
、
公
の
宏
才
智
弁
を
測
ら
ざ
る
を
之
れ
謂
う
か
。
宜む
べ

な
る
か
な
、

雪
山
童
子
の
曩
の
う
し
ょ
く躅
(314)を
慕
い
、
章
安
尊
者
の
蹤

し
ょ
う
せ
き跡
(315)を
恋した
い
て
、
将
来
を
憫う

れ

い

て
、
竹
牒
に
繕ぜ
ん

ず
る
こ
と
惟
れ
多
し
。
其
の
中
の
張
本(316)

は
即
ち
是
れ
『
浄

土
十
勝
論
』
と
い
う
者
な
り
。
広
く
経
論
の
明
文
を
集な

せ
り
。
最
も
学
者
の

弄ろ
う

珍ち
ん
(317)に

足
れ
り
。
観
ず
れ
ば
夫
れ
、
諸
宗
根
本
勝(318)

は
判
教
の
大
綱
、
三
学

分
外
勝(319)

は
安
心
の
鏂く

鍵け
ん
(320)、
念
仏
功
徳
勝(321)

は
起
行
の
良
媒(322)

、
法
滅
利
益
勝(323)

は
慈
悲
の
究
極
な
り
や
。
数
十
の
篇
章
、
皆
な
此
の
四
つ
が
中
に
摂
し
尽
く

す
。
諸こ

れ
抑

そ
も
そ
も

巻
は
三
軸
を
出
で
ず
、
章
は
百
科
に
曼お

よ

ば
ず
と
雖
も
、
一
大

る
灌
頂
を
指
す
。
浙
江
省
臨
海
県
章
安
の
人

で
あ
る
た
め
、
章
安
尊
者
と
よ
ば
れ
る
。
灌

頂
は
智
顗
に
従
っ
て
金
陵
の
光
宅
寺
に
入
り
、

天
台
の
教
相
と
観
心
を
学
ぶ
。
以
後
智
顗
の

侍
者
と
な
り
、
智
顗
の
講
説
を
筆
録
し
て
後

世
に
残
し
た
。
今
日
智
顗
の
遺
教
に
不
足
が

な
い
の
は
、
灌
頂
の
力
あ
っ
て
の
も
の
と
さ

れ
る
。

(316) 

張
本
…
事
の
も
と
、
お
こ
り
。

(317) 

弄
珍
…
学
者
の
知
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
貴
重

な
資
料
。

(318) 

諸
宗
根
本
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
四
、
立
宗

根
本
勝
（
第
七
）
を
指
す
。 

(319) 

三
学
分
外
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
一
、三
学
無

分
勝
（
第
一
）
を
指
す
。

(320) 

鏂
鍵
…
門
扉
の
鍵
の
こ
と
。

(321) 

念
仏
功
徳
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
二
、
持
名

最
上
勝
（
第
二
）
を
指
す
。

(322) 

良
媒
…
良
い
橋
わ
た
し
と
な
る
も
の
。

(323) 

法
滅
利
益
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
五
、
法
滅

利
物
勝
（
第
二
十
二
）
な
ど
を
指
す
。

(313) 

孤
峻
…
孤
高
峻
厳
の
略
。
極
め
て
厳
し
く
、
か

け
離
れ
て
高
い
境
地
に
い
る
こ
と
。

(314) 

雪
山
童
子
之
曩
躅
…
『
涅
槃
経
』
一
四
に
説
か

れ
る
釈
尊
の
前
世
の
姿
で
あ
る
雪
山
童
子
の

故
事
。
帝
釈
天
が
童
子
の
道
心
を
試
す
た
め

に
羅
刹
に
変
身
し
、
雪
山
偈
（「
諸
行
無
常 

是

生
滅
法 

生
滅
滅
已 

寂
滅
為
楽
」）
の
前
半
二
句

を
唱
え
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
童
子
は
残
り

の
二
句
を
聞
く
た
め
に
、
進
ん
で
我
が
身
を

投
じ
て
羅
刹
に
施
し
た
と
い
う
。

(315) 

章
安
尊
者
之
蹤
跡
…
前
掲
註
「
雪
山
童
子
」
と

同
様
に
、
大
切
な
遺
教
を
筆
記
し
、
後
世
に

残
し
た
と
い
う
章
安
尊
者
の
功
績
の
こ
と
。

章
安
尊
者
と
は
、
唐
代
の
天
台
宗
の
僧
で
あ
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蔵
教
を
呑ど

ん
の
う納

し
、
六
八
の
深じ

ん
す
い邃
(324)を

索
さ
く
ち
ょ
う釣
(325)す

。
喩
え
ば
五
岳(326)

を
や
一い

っ
き籄
(327)の

山

に
蔵か
く

す
が
如
く
、
又
た
四
海
を
や
寸
波
の
水
に
納
め
た
る
に
似
た
り
や
。
巧

た
く
み

な
る
か
な
筆
端
に
口
有
る
が
故
に
、
多
く
説
く
も
少
な
く
説
く
も
、
皆
な
剰

語(328)

無
し
。
悉
く
明
玉
か
。
併
せ
て
黄
金
か
。
寔ま

こ
と

に
是
れ
智
人
の
亀
鑑
な
り
。

亦
た
即
ち
行
者
の
明
灯
な
り
や
。
孰
か
帰
仰
せ
ざ
ら
ん
者
か
。
爰
こ
に
愚
智

水
、
牛
ぎ
ゅ
う
し
ん涔
(329)よ

り
も
浅
く
、
鑽
仰(330)

、
蟻ぎ

て
つ垤
(331)よ

り
も
卑ひ

き

し
。
卑
浅
の
小
量
、
巨

海
の
深
広
を
窺
わ
ず
と
雖
も
、
忝
か
た
じ
け
なく
瓦
礫
を
珠
玉
の
辺
に
投
げ
て
、
懃ね

ん
ご
ろ

に
値
遇
を
金
蓮
の
上
に
期
す
。

遊
方
仏
子
乗
空
、
謹
み
て
跋
す
。

【
吽
慶
】

詳
ら
か
に
す
る
に
、
夫
れ
仏
日(332)

東
漢
の
地
を
照
ら
し
、
浄
雨
枎
桑
の
梢

こ
ず
え

を
沾
せ
し
自

よ
従
り
以こ

の
か
た降
、
帰
仰(333)

稍や
や

多
か
れ
ど
も
、
旨
を
得
る
も
の
太は

な
は
だ
稀

な
り
。
爰
こ
に
澄
公
大
徳
有
り
。
神
機(334)

卓
抜
に
し
て
、
精
彩(335)

群
に
超
え
た

を
い
い
、「
釣
深
」
は
深
義
を
求
め
る
こ
と
を

い
う
。

(326) 

五
岳
…
中
国
の
信
仰
上
の
五
つ
の
霊
山
。
五
行

思
想
の
影
響
に
よ
り
生
じ
、
泰
山
（
東
岳
）・

衡
山
（
南
岳
）・
華
山
（
西
岳
）・
恒
山
（
北
岳
）・

嵩
山
（
中
岳
）
を
い
う
。

(327) 

一
籄
…
一
つ
の
あ
じ
か
（
土
・
草
・
野
菜
な
ど
を

運
ぶ
の
に
用
い
る
、
竹
・
葦
な
ど
で
造
ら
れ
た
用

具
）。
ま
た
、
そ
れ
に
盛
っ
た
土
。
転
じ
て
、

わ
ず
か
な
も
の
の
譬
え
。

(328) 

剰
語
…
余
分
な
言
葉
。

(329) 

牛
涔
…
牛
の
足
跡
に
溜
ま
っ
た
ご
く
わ
ず
か
な

水
。

(330) 

鑽
仰
…
仰
ぎ
、
深
く
き
わ
め
る
こ
と
。

(331) 

蟻
垤
…
蟻
が
地
中
に
巣
を
作
る
た
め
に
地
表
に

持
ち
出
し
た
土
砂
で
で
き
た
小
さ
い
山
。

(332)  

仏
日
…
仏
の
光
。
仏
の
徳
が
無
明
の
闇
を
打
ち

破
る
こ
と
を
日
に
譬
え
た
言
葉
。

(333)  

帰
仰
…
仏
教
に
帰
依
し
、
深
く
信
仰
す
る
こ
と
。

(334)  

神
機
…
霊
妙
な
は
た
ら
き
。

(335)  

精
彩
…
生
き
生
き
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
様
子
。

(324) 

六
八
深
邃
…
四
十
八
願
の
奥
旨
。

(325) 

索
釣
…
索
隠
釣
深
の
略
。
索
隠
釣
深
と
は
、「
索

隠
」
は
す
ぐ
れ
た
事
理
を
捜
し
求
め
る
こ
と



り
。
且
つ
善
く
石
間
の
玉
を
磨
き
、
能
く
淵
底
の
珠
を
瑩み

が

く
。
故
を
以
て
、

内
外
の
縑
け
ん
し
ょ
う緗
(336)は

悉
く
心
蔵
に
収
め
、
顕
密
の
法
水
は
大
い
に
舌
海
に
湛た

た

う
。

虚
心(337)

に
道
を
弘
め
、
己
を
忘
れ
て
物
を
済す

く

う
。
若
し
師
子
吼
す
る
則と

き

ん
ば

大
い
に
増
語
を
得
、
若
し
決
断
す
る
則と
き

ん
ば
甚
だ
射
術
を
獲
た
り
。
大お
お
む
ね底
言

行
清
高
に
し
て
、
翹
ぎ
ょ
う
ご
ん勤
(338)懈
る
こ
と
亡
し
。
抑

そ
も
そ
も

世
に
慠ご

う
ま
ん慢

の
輩
有
り
て
、
深

く
牛ぎ
ゅ
う
し
ん涔

と
海
水
同
一
の
思
い
に
住
し
て
、
堅
く
迷め
い
ろ盧
(339)と

塁
土(340)

無
差
の
心
を

生
ず
。
所
以
は
、
或
い
は
誑お
う

念ね
ん

を
以
て
法
要
を
偸ぬ

す

み
問
わ
し
め
、
或
い
は
野

心
を
以
て
座
右
に
昵じ
つ

近ご
ん

す
。
然
り
と
雖
も
、
公
、
専
ら
捨
受(341)

に
住
し
て
面

に
異
色
無
く
、
反
り
て
憫み
ん
れ
ん憐
(342)を
生
じ
て
語
に
妙
旨
を
談
ず
。
寔ま

こ
と
に
是
れ
檀
・

忍
二
度
成
熟
の
開か
い
じ士
(343)の

み
。
嗚
呼
、
宜
な
る
か
な
。
然
る
に
、
公
の
光
明

に
於
け
る
其
の
化
導
、
倍
ま
す
ま
す

豊
に
し
て
、
美
を
加
え
て
即
ち
明
ら
か
な
り
。

論
主
の
黒
谷
に
於
け
る
其
の
立
教
、
益
ま
す
ま
す

備
さ
に
し
て
、
理
を
添
え
て
弥

い
よ
い
よ

盛

ん
な
り
。
来
際(344)

伝
灯
の
懇
念
、
誠
に
以
て
切
切
た
り
。
故
に
論
を
造
り
て

万
世
の
下
に
伝
う
。
字な

づ
け
て
『
十
勝
論
』
と
曰
う
。
観
ず
れ
ば
夫
れ
、
叙

致
簡
要
に
し
て
、
論
義
深
く
博
し
。
尊
号
を
持
つ
の
体
を
極
め
て
、
浄
教
を

詳
ら
か
に
す
る
の
義
を
尽
く
せ
り
。
宜
し
く
尋も
ち

い
閲み

る
こ
と
を
加
う
べ
し
。

(336)  

内
外
之
縑
緗
…
「
縑
緗
」
は
書
物
の
表
装
に
用

い
る
薄
い
絹
。
転
じ
て
書
物
を
意
味
す
る
が
、

こ
こ
で
は
仏
典
（
内
典
）
と
仏
典
以
外
の
典
籍

（
外
典
）
を
指
す
。

(337)  

虚
心
…
心
に
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
い
こ
と
。

ま
た
、
そ
う
し
た
心
で
物
事
に
臨
む
さ
ま
。

(338)  

翹
勤
…
仏
道
修
行
に
つ
と
め
励
む
こ
と
。

(339)  

迷
盧
…
蘇
迷
盧
の
略
。
須
弥
山
の
こ
と
。

(340)  

塁
土
…
「
土
塁
」
に
同
じ
。
積
み
重
ね
た
石
や

土
の
こ
と
。

(341)  

捨
受
…
快
で
も
不
快
で
も
な
い
感
覚
。

(342)  

憫
憐
…
「
憐
憫
」
に
同
じ
。
あ
わ
れ
む
こ
と
。

情
け
を
か
け
る
こ
と
。

(343)  

開
士
…
法
を
開
示
し
て
衆
生
を
導
く
士
夫
の
こ

と
。
仏
・
菩
薩
の
異
称
。
こ
こ
で
は
澄
円
が

六
波
羅
蜜
の
う
ち
、特
に
「
檀
（
＝
布
施
）」「
忍

（
＝
忍
辱
）」
と
い
う
二
つ
の
仏
道
修
行
に
秀
で

た
高
僧
で
あ
る
こ
と
を
尊
称
し
て
い
る
。

(344)  

来
際
…
未
来
際
の
こ
と
。



若
し
之
れ
を
信
順
せ
る
者
は
、
歩
歩
に
三
悪(345)

の
火
坑
を
超
越
し
て
ん
。
若

し
之
れ
を
稟
ほ
ん
じ
ゅ
う習
(346)せ

る
者
は
、
念
念
に
九
品
の
金
台(347)

に
遊
び
て
ん
。
闡せ
ん
よ
う揚
(348)の

功
、
得
て
称
す
べ
か
ら
ざ
る
者
か
。
小
子
、
今
図
ら
ざ
る
に
此
の
論
文
を
得

て
、
以
て
長
夜
の
灯と
う

炬こ

と
為
す
。
肆ゆえ
に
恭
し
く
人
法
の
霊
徳
を
毘ひ

賛さ
ん
(349)し
て
、

以
て
有
道
の
碩
才(350)

を
暁ぎ

ょ
う
ゆ諭
(351)す
る
の
み
。

伝
遮
那
大
教(352)

兼
天
台
円
宗
吽
慶
、
謹
み
て
跋
す
。

【
実
秀
】

爽あ
き
らか
に
以
れ
ば
、
真
如
沖
虚(353)

に
し
て
妙
門(354)

玄
寂(355)

な
り
。
体
量
は

六り
く
ご
う
は
ち
え
ん

合
八
埏

(356)の
外
に
出
で
て
、
形
色
は
百
非
千
是(357)

の
域
を
絶
す
。
爰
こ
に
一

切
衆
生
等
、
背
覚
合
塵(358)

せ
ん
自よ従
り
以こ
の
か
た降

、
未
だ
合
覚
背
塵(359)

の
要
を
知
ら
ず
。

(351)  

暁
諭
…
人
を
教
え
さ
と
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

『
十
勝
論
』
を
他
人
に
勧
め
る
こ
と
。

(352)  

遮
那
大
教
…
「
遮
那
」
は
主
に
真
言
宗
で
用
い

る
毘
盧
遮
那
（
＝
大
日
如
来
）
の
略
。「
大
教
」

は
仏
の
教
え
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
真

言
密
教
の
教
え
を
指
す
。

(353) 

沖
虚
…
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
こ
と
。

(354) 

妙
門
…
非
常
に
す
ぐ
れ
た
法
門
の
こ
と
。
涅
槃

へ
の
入
口
。

(355) 

玄
寂
…
奥
深
く
て
静
か
な
さ
ま
。

(356) 

六
合
八
埏
…
天
地
四
方
八
方
の
こ
と
。

(357) 

百
非
千
是
…
「
百
非
」
は
固
執
し
た
考
え
を

打
ち
破
る
た
め
に
、
論
理
的
に
否
定
を
繰

り
返
す
こ
と
。『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』
に

は
「
百
非
千
是
皆
拂
迹
入
玄
之
意
也
」（
正
蔵

六
九
、六
七
七
中
）
と
あ
る
。
百
非
は
永
遠
の

否
定
、
千
是
は
永
遠
の
肯
定
。
空
海
『
弁
顕

密
二
教
論
』
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
。

(358) 

背
覚
合
塵
…
「
背
覚
」
は
我
々
が
本
来
有
し
て

い
る
悟
り
に
目
を
そ
む
け
て
い
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
に
悟
り
か
ら
目
を
そ
む
け
欲
望
に
合

し
て
い
る
こ
と
。

(359) 

合
覚
背
塵
…
「
背
覚
合
塵
」
の
逆
意
。

(345)  

三
悪
…
三
悪
道
・
三
悪
趣
の
略
。
自
ら
の
悪
業

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と

い
う
三
つ
の
世
界
の
総
称
。

(346)  

稟
習
…
習
い
う
け
る
こ
と
。
教
え
を
稟
受
す
る

こ
と
。

(347)  

九
品
金
台
…
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
坐
す

る
蓮
台
の
こ
と
。

(348)  

闡
揚
…
道
理
や
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(349)  

毘
賛
…
そ
ば
に
付
い
て
補
佐
す
る
。

(350)  

有
道
之
碩
才
…
仏
道
修
行
を
実
践
し
、
学
徳
共

に
す
ぐ
れ
た
人
。



所
以
に
流
転
の
故
郷
に
竛れ
い

竮へ
い
(360)し

て
、
愛
海
の
長
波
に
漂
没
し
、
生
死
の
闇

夜
に
迷
妄(361)

し
て
、
楚
毒
の
険
坑(362)

に
墜
墮
す
。
是
れ
を
以
て
、
法
王
、
世
に

御
し
て
、
慈
悲
の
大
雲
を
布
き
、
大
覚
、
機
に
応
じ
て
等
流
の
甘
雨
を
灑そ
そ

ぎ

た
ま
う
。
四
生
含
霊(363)

の
類
を
し
て
九
品
浄
刹
の
妙
境
に
入
ら
し
め
、
六
趣

有
識(364)

の
徒
を
し
て
三
界
無
安
の
牢
獄
を
出
だ
さ
俾し

め
ん
と
欲
し
て
、
牟む

に尼

簿ば

か伽
(365)は

忍
土(366)

に
在ま
し
ま

し
て
往
く
こ
と
を
勧
む
。
弥
陀
尊
者
は
安
養
に
居い

ま
し

て
、
導
く
こ
と
を
致
す
。
若
し
諸
の
有
情
有
り
て
願
王
尊
号
の
秘
術
を
聞
く

こ
と
を
得
れ
ば
、
業
障
の
雲
霧
は
忽
ち
に
巻ま

き
て
、
紫
金
の
珍
台
は
速
や
か

に
現
ず
。

抑
そ
も
そ
も

仏
記(367)

を
受
け
て
釈
教
を
闡
揚
す
る
の
賢
者
有
り
。
其
の
名
を
澄
上

人
と
曰
う
。
徳
は
内
に
光て

り
、
行
は
外
に
施
す
。
夙し
ゅ
く
く
ん熏

に
縁よ

ら
ず
し
て
、
多

く
生
知
を
見
る(368)

。
神
気
卓
然(369)

と
し
て
、
精
彩
異こ
と

に
衆
群
に
超
え
た
り
。
風

雲
を
蘊つ
つ

み
日
月
に
負
え
り
。
測そ
く
た
く度
凝ぎ
ょ
う
す
い邃
(370)し
て
尤
も
酬
し
ゅ
う

酢さ
く
(371)に
長
ぜ
り
。
高
会

の
席
に
陪そ
え

て
、
清
談
し
て
日
を
終
れ
ど
も
帰
ら
ん
こ
と
を
忘
る
る
は
、
法
喜

(360) 

竛
竮
…
よ
ろ
め
き
な
が
ら
進
む
こ
と
。

(361) 

迷
妄
…
心
の
迷
い
の
こ
と
。

(362) 

楚
毒
の
険
坑
…
苦
し
く
て
険
し
い
穴
。

(363) 

四
生
含
霊
…
「
四
生
」
は
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・

化
生
の
四
つ
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
。

(364) 

六
趣
有
識
…
六
道
に
い
る
す
べ
て
の
生
類
。

(365) 

牟
尼
簿
伽
…
「
牟
尼
」
は
聖
者
や
賢
者
、
あ
る

い
は
仏
の
こ
と
。「
簿
伽
」
は
「
簿
伽
梵
」
の

略
で
仏
の
こ
と
。

(366) 

忍
土
…
こ
の
世
の
こ
と
。
娑
婆
世
界
の
こ
と
。

(367) 

仏
記
…
仏
が
弟
子
の
未
来
に
つ
い
て
、
あ
る
い

は
果
報
に
つ
い
て
予
言
す
る
こ
と
。
別
記
、

授
記
の
意
。

(368) 

？
？
…
過
去
世
の
因
縁
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
道
を
悟
っ
て
い
る
様
を
見

る
こ
と
。

(369) 

神
気
卓
然
…
不
可
思
議
な
力
が
際
だ
っ
て
い
る

こ
と
。

(370) 

測
度
凝
邃
…
物
事
を
推
測
し
て
推
し
量
り
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
深
く
努
力
す
る
こ
と
。

(371) 

酬
酢
…
酒
杯
の
や
り
と
り
の
こ
と
で
、
転
じ
て

対
応
す
る
こ
と
の
意
。



食(372)

、
五
内(373)

を
資
益
す
る
に
由
り
て
爾
な
り
。
止た

だ
当
時
横よ
こ

し
ま
に
学
者
を

摂
得
す
る
の
み
に
匪
ず
。
兼
て
竪
に
万
世
の
下
を
利
せ
ん
が
為
に
書
を
造
り

て
世
に
発お
こ
な
う
。
号
し
て
『
浄
土
十
勝
論
』
と
字な

づ
く
。
観
ず
れ
ば
夫
れ
、
大

聖
に
祖
述
し
て
玄
理
を
究
極
す
。
中
葉
の
詞
林
を
賽と

り
て
前
修
の
筆
海
を
酌

む
。
善
有
れ
ば
要
ず
従
う
。
之
れ
能
く
有
れ
ば
必
ず
録
す
。
之
れ
衆
師
の
短

を
棄す

て
て
諸
部
の
長
を
取
る
。
大お
お
む
ね都

、
一
代
衆
典
の
旨
帰(374)

を
総す

べ
、
四
依(375)

群
聖
の
霊
府
を
指く
く

れ
り
。
一
章
に
恒
沙
の
義
を
含
み
、
一
句
に
竹ち
く

葦い
(376)の
理

を
蘊つ
つ

む
。
学
者
、
豈
に
甘
露
を
服ふ
く
よ
う膺
(377)し
、
法
橋(378)

を
頂
戴
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

現
に
観
ず
れ
ば
龍
門
の
輩
多
く
、
斯
の
文
に
籍よ

り
て
迷
を
暁さ
と

ら
ん
。
之
れ
を

以
て
之
れ
を
詳つ
ま
び

ら
か
に
す
れ
ば
、
是
れ
究
竟
無
余
の
巧
説
な
ら
ん
。
夫
れ
愚

人
、
此
の
論
を
見
れ
ば
、
盲
者
の
暗
室
の
内
に
処お

り
暁
了(379)

す
る
所
無
き
が

如
し
。
智
者
、
斯
の
典
を
披
け
ば
、
目
有
り
て
皎
き
ょ
う

日じ
つ
(380)の
前
に
処
る
が
如
し
。

何
れ
の
見
ざ
ら
ん
所
か
。
抑
そ
も
そ
も

公
、
当
に
此
の
隋
珠(381)

を
以
て
暉ひ
か

り
上
世
に
震ふ
る

う
べ
し
。
胡な
に

に
因
り
て
か
此
の
卞べ
ん

玉ぎ
ょ
く
(382)を
抱
き
て
、
乃い
ま

し
末
代
に
在
る
や
。

今
、
論
主
、
親
ま
の
あ
たり

京
師
に
遊
び
て
、
声な

、
輦れ
ん
こ
く轂
(383)に

聞
こ
ゆ
。
緇し
り
ゅ
う流
(384)皆

な

其
の
判
教
分
別
の
始
め
て
盛
ん
な
る
こ
と
を
嫉ね
た
み
て
、
多
く
飛
語(385)

を
造
り
て

(372) 

法
喜
食
…
食
べ
物
を
食
べ
る
喜
び
の
よ
う
に
、

教
え
を
聞
い
て
喜
ぶ
こ
と
。
二
食
・
五
食
の

ひ
と
つ
。

(373) 

五
内
…
心
・
肝
・
腎
・
肺
・
脾
の
五
臓
の
こ
と
。

(374) 

旨
帰
…
意
義
と
結
論
。

(375) 

四
依
…
仏
滅
後
に
衆
生
が
頼
み
と
す
る
四
つ
の

こ
と
。四
依
に
は
①
行
の
四
依
、②
法
の
四
依
、

③
人
の
四
依
、
④
説
の
四
依
が
あ
る
。

(376) 

竹
葦
…
原
典
は
「
葦
」
が
竹
冠
。
竹
の
名
前
。

(377) 

服
膺
…
心
に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

(378) 

法
橋
…
仏
法
の
比
喩
。

(379) 

暁
了
…
明
ら
か
に
さ
と
る
こ
と
。

(380) 

皎
日
…
白
く
輝
く
太
陽
の
こ
と
。

(381) 

隋
珠
…
円
形
の
珠
宝
の
こ
と
。

(382) 

卞
玉
…
磨
け
ば
名
玉
に
な
る
卞べん
和か
の
玉
の
こ
と
。

『
韓
非
子
』
に
説
話
あ
り
。

(383) 

輦
轂
…
天
子
が
の
ぼ
る
車
。

(384) 

緇
流
…
黒
衣
の
僧
侶
達
の
こ
と
。

(385) 

飛
語
…
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
の
こ
と
。



(386) 

日
輪
赫

…
太
陽
が
さ
か
ん
に
照
っ
て
い
る
様
。

「

」
は
作
字
。

(387) 

四
極
…
四
方
の
果
て
の
こ
と
。

(388) 

矻
…
石
の
非
常
に
堅
い
様
子
。

(389) 

確
…
し
っ
か
り
と
か
た
ま
っ
て
い
る
様
子
。

(390) 

羼
提
…
羼
提
波
羅
密
。
忍
辱
の
こ
と
。

(391) 

滂
流
…
盛
ん
に
流
れ
出
る
こ
と
。

(392) 

神
咒
寺
…
兵
庫
県
西
宮
市
に
あ
る
真
言
宗
御
室

派
の
寺
院
の
こ
と
。
山
号
は
摩
尼
山
と
い
う
。

淳
和
天
皇
の
妃
如
意
尼
が
天
長
八
年（
八
三
一
）

に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
じ
ん

じ
ゅ
じ
」
と
も
い
う
。

(393) 

勝
義
不
二
…
勝
義
世
俗
不
二
の
こ
と
で
、
最
勝

真
実
の
道
理
で
あ
る
勝
義
と
世
間
通
俗
の
慣

用
が
世
俗
が
不
一
不
異
で
あ
る
こ
と
。
真
諦
・

俗
諦
の
二
諦
義
を
踏
ま
え
た
解
釈
と
思
わ
れ

る
。『
仁
王
般
若
経
』
二
諦
品
に
は
、
理
か
ら

い
え
ば
第
一
義
諦
と
世
諦
の
別
が
あ
る
が
、

実
に
は
二
諦
は
不
二
で
あ
る
と
い
う（
正
蔵
八
・

八
二
九
上
～
下
）。

所
立
を
訕そ
し

る
。
是
れ
則
ち
、
木
、
森
林
に
秀
で
た
る
則と
き

ん
ば
、
風
、
必
ず

摧く
だ

く
謂い
い

な
ら
ん
。
然
る
に
蛍け
い

火か

、
光
有
れ
ど
も
、
清
涼
の
月
光
に
及
ば
ず
。

炬き
ょ
し
ょ
く
燭
、
闇
を
破
れ
ど
も
、
日
輪
の
赫か

く
か
く
(386)た
る
に
如
か
ず
。
故
に
終
に
使つ
か
わ
し
て
、

唾つ
ば

、
自
面
を
汚
し
、
泥
、
己こ

身し
ん

に
著あ
ら
わ
れ
て
悪
声
を
四
極(387)

に
流
し
、
謗
罪
を

八
獄
に
得
た
り
。
論
主
、
衆
口
の
謗
を
聞
く
と
雖
も
、
矻こ
つ
(388)と
し
て
転
ば
ず
、

確(389)

と
し
て
移
ら
ず
。
羼せ
ん
だ
い提
(390)、

寔
ま
こ
と

有
る
が
故
に
、
法
水
、
年
々
に
滂
流(391)

し
て
、

四
海
に
充
塞
し
、
伝
持
、
日
々
に
増
盛
し
て
八
荒
に
遠
聞
す
。
爰
こ
に
小
子
、

図は
か

ら
ざ
る
に
斯
の
典
を
獲
り
て
、
以
て
死
生
の
述
闇
を
照
ら
す
の
夜
光
と
為

し
、
以
て
流
転
の
困
乏
を
救
う
宝
珠
と
為
す
。
肆
ほ
し
い
ま
まに
彼
の
恩
山
の
一
塵
を

酬む
く

い
ん
が
為
に
、
褒
詞
を
之
の
文
尾
に
加
う
。

三
部
大
阿
闍
梨
実
秀
、
謹
み
て
摂
州
神か
ん
の
う
じ

咒
寺

(392)の
禅
室
に
誌
す
。

【
慧
旭
】

蓋
し
聞
く
、
勝
義
不
二(393)

の
中
に
は
機
根
を
離
れ
、
教
説
を
絶
す
と
雖
も
、

世
俗
森
然
の
前
に
は
亦
た
因
縁
有
り
、
設
化
有
り
。『
浄
土
十
勝
論
』
の
若



き
に
至
り
て
は
是
れ
迺す
な
わ

ち
有
因
縁
の
故
に
、
亦
た
可
得
説(394)

の
者
な
り
。
観

ず
れ
ば
夫
れ
始
め
「
三
学
無
分
勝(395)

」
自
り
、
終
り
「
一
帰
不
革
勝(396)

」
に
竟

る
ま
で
、
易
行
の
徳
能
と
し
て
之
れ
を
闡せ
ん
よ
う揚
(397)せ
ざ
る
は
無
く
、
難
雑
の
過

失
と
し
て
之
れ
を
挙
出
せ
ず
と
い
う
こ
と
莫
し
。
然
ら
ば
則
ち
、
二
道
の
険け
ん

夷い
(398)、
皓こ
う

皓こ
う
(399)た
り
。
正
雑
の
優
劣
、
明
明
た
り
。
誠
に
是
れ
学
佛
の
輩
の
良

導
な
り
。
抑
そ
も
そ
も

亦
た
厭
欣
の
彙た
ぐ

い
の
目
足
な
る
者
を
や
。
爰
こ
に
緇し

白び
ゃ
くの

二

弟
子
有
り
。
覚
律
尊
者
は
僧
林
の
鸞ら
ん

鳳ぽ
う
(400)な
り
。
持
名
居
士
は
儒
家
の
達
士

な
り
。
各
お
の
お
の

序
を
為つ
く

り
て
文
の
首
に
冠こ
う
ぶ
ら
し
む
。
覚
公
の
「
書
契
以
来
未
然

夫
惑(401)

」
の
言
、
名
公
の
「
大
法
東
漸
具
諸
勝
徳(402)

」
の
歎
と
同
じ
く
、
以
て

一
部
三
軸
の
玄
旨
を
得
て
、
一
百
箇
篇
の
壼こ
ん

奥の
う
(403)に

達
す
。
廬
山
大
士
の
『
智

度
論
』に
序
す
る
に
斉
し
く(404)

、姚
興
皇
帝
が『
釈
大
衍
論
』の
叙
せ
し
に
同
じ
。

(399) 

皓
皓
…
明
る
く
は
っ
き
り
し
て
い
る
さ
ま
。

(400) 

鸞
鳳
…
神
鳥
の
名
。
転
じ
て
す
ぐ
れ
た
人
、
徳

の
あ
る
人
。

(401) 

未
惑
夫
然
之
言
…
俊
覚
律
師
に
よ
る
序
文
に
「
未

或
夫
然
之
良
墳
矣
」
と
あ
る
（『
綜
佛
年
報
』

三
二
、一
三
三
頁
）。「
惑
」は「
或
」の
誤
記
か
。

(402) 

大
法
東
漸
具
諸
勝
徳
…
持
名
居
士
に
よ
る
序
文

に
「
大
教
東
漸
以
降
敦
宗
有
如
今
之
宗
具

諸
之
勝
徳
矣
宗
教
乎
と
あ
る
（『
綜
佛
年
報
』

三
二
、一
三
四
頁
）

(403) 

壼
奥
…
物
事
の
奥
深
い
部
分
の
こ
と
。
奥
義
。

(404) 

廬
山
大
士
～
釈
大
衍
論
…
『
続
高
僧
伝
』「
慧
遠

伝
」
に
よ
れ
ば
、
仏
教
の
信
仰
に
篤
か
っ
た

後
秦
の
皇
帝
・
姚
興
（
三
六
六
―
四
一
六
）
は
、

羅
什
が
訳
し
た
『
大
智
度
論
』
を
廬
山
慧
遠

の
も
と
に
送
り
、
序
文
を
書
く
よ
う
に
要
請

し
た
が
、
慧
遠
は
老
齢
と
体
調
の
不
良
を
理

由
と
し
て
固
辞
し
た
。
慧
遠
は
序
文
は
書
か

な
か
っ
た
も
の
の
、後
に
熱
心
に『
大
智
度
論
』

百
巻
を
研
究
し
て
二
十
巻
に
抄
し
、
後
代
の

学
者
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
尽

力
し
た
と
い
う
（
正
蔵
五
〇
・
三
六
〇
上
～
中
）。

ま
た
、
唐
中
期
以
後
に
偽
撰
さ
れ
た
『
釈
摩

訶
衍
論
』
に
は
、
姚
興
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
（
正
蔵
三
二
・
五
九
一
下

～
五
九
二
中
）。

(394) 

可
得
説
…
仏
の
さ
と
り
の
世
界
は
仏
自
身
し
か

覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
衆
生
の
言
説
で

は
説
き
あ
ら
わ
せ
な
い
道
理
だ
が
、
仏
に
な

る
因
の
段
階
に
あ
る
衆
生
の
た
め
に
、
機
根

に
応
じ
て
仏
法
が
説
き
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

(395) 

三
学
無
分
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
一
（
第
一
）

を
指
す
。

(396) 

一
帰
不
革
勝
…
『
浄
土
十
勝
論
』
巻
一
四
（
第

一
一
〇
）
を
指
す
。

(397) 

闡
揚
…
明
ら
か
に
あ
ら
わ
す
こ
と
。

(398) 

二
道
之
険
夷
…
険
し
い
土
地
と
平
ら
な
土
地
。

こ
こ
で
は
難
行
道
と
易
行
道
を
指
す
。



斯
れ
は
是
れ
末
学
の
指
南
、
後
進
の
食き

矩く
(405)な

り
。
孰
れ
か
之
れ
を
握あ
く
が
ん翫
(406)せ

ざ
る
者
か
。

抑
そ
も
そ
も

論
主
昇
蓮
社
大
徳
和
尚
は
余
が
法
友
な
り
。
学
は
顕
密
を
兼
ね
、
才

は
内
外
に
亘
る
。
其
の
智
識
の
深
浅
測
り
難
し
。
宛
か
も
大
洋
に
臨
む
が
如

し
。
厥そ

の
才
量
の
高
下
、
弁わ
き
ま
え
叵
し
。
猶
お
し
、
蒼
天
を
仰
ぐ
に
似
た
り
。

識
量
甚
だ
深
高
な
る
が
故
に
、
著
述
亦
た
邈ば
く

遠え
ん
(407)な

り
。
今
、
其
の
文
義
を

解
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
愚ぐ
と
う憃
(408)の
断だ
ん
け
ん甄
(409)の
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
譬

え
ば
短
極
の
綆
き
ょ
う
(410)を
以
て
深
井
の
水
を
汲
む
が
如
し
。
然
り
と
雖
も
、
反
覆

し
て
再
び
に
し
て
、
三
た
び
す
る
に
至
り
て
粗
ぼ
素
意
を
弁わ
き
ま
う
。
夫
の
文
に

華
有
り
て
而
も
儒
林
の
奥
を
窮
め
、
語
に
実
有
り
て
而
も
学
樹
の
美
を
尽

す
。
謂
う
所
の
第
一
の
章
は
往
生
の
機
根
を
三
学
無
分
の
異
生
に
定
め
、
第

二
の
篇
は
即
詣
の
正
業
を
弥
陀
六
字
の
尊
号
に
決
し
た
り
。
此
の
解
、
大
い

に
如
来
の
本
誓
に
符
し
、
此
の
判
は
尤
も
高
祖
の
玄
文
に
合
す
。
第
三
自
り

下
は
二
章
の
枝
末
な
り
。
寔ま
こ
と
に
是
れ
絶
倫
の
佳
作
な
り
。
亦
た
即
ち
釈
門
の

奇
珍
な
り
。
随
喜
の
至
り
、
感
激
の
余
り
に
、
恭
し
く
弊
文
を
綴
り
て
其
の

書
尾
に
題
す
。

(405) 

矩
…
き
ま
り
、
標
準
、
法
則
の
こ
と
。

(406) 

握
翫
…
十
分
に
あ
じ
わ
っ
て
読
む
こ
と
。

(407) 

邈
遠
…
は
る
か
に
遠
い
こ
と
。

(408) 

愚
憃
…
性
質
の
愚
か
な
こ
と
、
才
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
。

(409) 

断
甄
…
は
っ
き
り
区
別
し
て
理
解
す
る
こ
と
。

(410) 

以
短
極
綆
〜
深
井
之
水
…
「
綆
」
と
は
、
つ
る

べ
に
つ
け
て
井
戸
の
水
を
汲
み
あ
げ
る
縄
の

こ
と
。
短
い
つ
る
べ
な
わ
で
は
深
い
井
戸
の

水
を
汲
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
任
務

が
重
く
て
才
能
の
足
り
な
い
こ
と
の
た
と
え
。



康
永
癸
未(411)

、
季
春
望
日
東
山
隠
士
慧
旭
、
謹
み
て
書
す
。

【
良
旭
】

夫
れ
血
気
有
識(412)

は
、
必
ず
平
等
法
界
の
性
を
具
し
、
自
体
他
身
は
定
ん

で
迷
悟
彼
此
の
差
無
し
。
之
れ
を
開
覚
す
れ
ば
早
く
二
転(413)

の
高
台
に
遊

び
、
之
れ
に
迷
倒
す
れ
ば
毎つ
ね

に
三
有
の
淤お

で
い泥
(414)に
沈
む
。
茲こ

こ

に
困
り
て
、
弥

陀
世
尊
は
五
趣
の
塗と
た
ん炭
(415)を

悲
憫
し
て
、
以
て
六
八
の
宏
願
を
発
起
す
。

牟む

に

ば

か

尼
薄
伽

(416)は
洪
雷
を
驚
嶺(417)

の
雲
に
震
い
、
法
雨
を
沙
界(418)

の
内
に
灑
ぐ
。
其

の
法
雨
宏
願
と
は
、
三
部
の
妙
典
是
れ
な
り
。
三
部
の
所し
ょ
せ
ん詮
は
、
正
し
く
語

称(419)

の
一
行
に
在
り
。
其
の
妙
行
の
功
能
を
調
わ
ば
、
罪
露
を
銷け

す
る
の
慧

日(420)

、
業ご

っ
け繋

を
斬
る
の
神
剣
な
り
。
算
数
に
未
だ
其
の
際
を
数
え
る
こ
と
能

わ
ず
。
故
に
不
可
思
議
の
語
を
宣の
べ

て
、
以
て
之
れ
を
歎
ず
。
一
子
も
尚
お
其

の
心
を
顕
す
に
足
ら
ず
。
故
に
甚
だ
父
母
の
喩
を
挙
げ
て
、
以
て
之
れ
を
明

か
す
。
迦
葉
尊
者(421)

は
、
慶
喜
大
徳(422)

に
伝
受
せ
し
従
り
以の

ち
つ
か
た往
、
師
資
相
付
、

今
に
迄い
た

る
ま
で
絶
え
ず
。
爰
こ
に
浄
公
大
徳
有
り
。
群
品(423)

を
永
夜
に
悲
し

(411) 

康
永
癸
未
…
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
の
こ
と
。

(412) 

血
気
有
識
…
血
が
か
よ
い
、
意
識
作
用
を
持
つ

も
の
。
衆
生
の
こ
と
。

(413) 

二
転
…
煩
悩
障
と
所
知
障
を
転
じ
て
こ
の
上
な

い
悟
り
を
得
る
こ
と
。

(414) 

三
有
之
淤
泥
…
三
界
に
お
け
る
苦
に
塗
れ
た
衆

生
の
あ
り
様
。

(415) 

五
趣
之
塗
炭
…
五
悪
趣
の
こ
と
。
泥
に
ま
み
れ
、

火
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
極
め
て
苦
痛
な
境
遇
。

(416) 

牟
尼
薄
伽
…
共
に
仏
の
尊
称
。

(417) 

鷲
嶺
…
霊
鷲
山
の
こ
と
。

(418) 

沙
界
…
恒
河
沙
世
界
の
こ
と
。

(419) 

語
称
…
称
名
念
仏
の
こ
と
。

(420) 

慧
日
…
仏
の
智
慧
の
広
大
無
辺
の
様
を
太
陽
の

光
に
贈
え
た
も
の
。

(421) 

迦
葉
尊
者
…
摩
訶
迦
葉
の
こ
と
。
釈
尊
十
大
弟

子
の
一
人
で
頭
陀
（
食
行
）
第
一
と
さ
れ
る
。

(422) 

慶
喜
大
徳
…
阿
難
尊
者
の
こ
と
。
十
大
弟
子
の

一
人
で
多
聞
第
一
と
さ
れ
る
。

(423) 

群
品
…
さ
ま
ざ
ま
な
機
根
の
衆
生
の
こ
と
。



み
、
異
生(424)

を
昏こ

ん
え
い衢

に
済す

く

う
。
三
八
の
弘ぐ

せ
い誓
(425)を

弘
む
る
に
九
流
を
以
て
し
、

三
字
の
尊
号(426)

を
助
く
る
に
五
乗(427)

を
以
て
す
。
斯
れ
則
ち
大
士
の
経
営
す
る

所
、
少
人
の
意お
も
わ
ざ
る
所
な
り
。
調
つ
べ
し
、
是
れ
四
依
の
随
一
、千
仏
の
一

化
な
り
と
。
爰
れ
を
以
て
、
天
将
に
論
主
を
以
て
、
浄
門
の
木ぼ
く
た
く鐸

と
為
さ
ん

と
す(428)

。
夫
の
求
め
て
以
て
名
位
を
得
る
者
と
、
何
ぞ
其
れ
同
日
に
し
て
以

て
語
る
べ
け
ん
や
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
天

て
ん
し
ょ
う縦
(429)の

奇
材
、
自
得
の
妙
術
、
外
に
著
し
て

掩お
お

う
べ
か
ら
ざ
る
は
一
に
非
ず
。
中
に
秘
し
て
量
る
べ
か
ら
ざ
る
者
是
れ
多

し
。
若
し
人
を
し
て
、
法
を
一
に
し
、
同
じ
く
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
何
ぞ

塠た
い
ふ阜
(430)と
安
明(431)

と
共
に
し
て
高
さ
を
等
し
く
し
、
蛍

け
い
し
ょ
く燭
(432)と
日
月
と
照
を
斉ひ

と

し

く
せ
ん
に
異
ら
ん
。
然
る
に
万
世
の
下
を
利
せ
ん
が
為
に
、
言
を
筆
に
し
て

書
を
成
す
。
其
の
名
を
『
十
勝
論
』
と
曰
う
。
観
ず
れ
ば
夫
れ
、
法
義
幽ゆ
う
す
い邃

に
し
て
妙み
ょ
う
し旨
沖ち

ゅ
う
げ
ん
玄
な
り
。
浅
智
の
能
く
識
る
所
に
非
ず
。
聴
弁(433)

も
豈
に
測

量
せ
ん
や
。
寔ま
こ
と
に
是
れ
生
死
の
大
海
を
超
ゆ
る
の
霊
翼
な
り
。
抑

そ
も
そ
も

亦
た
涅

槃
の
大
虚
に
翔か
け

る
の
聖

し
ょ
う
ぎ
ゃ
く翮
(434)な
り
。
然
り
と
離
も
、
筆
舌
弁
才
に
於
て
は
即

(424) 

異
生
…
凡
夫
の
こ
と
。

(425) 

三
八
弘
誓
…
六
八
の
誤
り
か
。

(426) 

三
字
尊
号
…
阿
弥
陀
の
三
字
の
こ
と
。

(427) 

五
乗
…
人
乗
、
天
乗
、
声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩

薩
乗
の
五
つ
。

(428) 

天
将
以
論
〜
門
之
木
鐸
…
『
論
語
』
に
「
儀
封

人
請
見
、
日
、
君
子
之
至
於
斯
地
、
吾
未
営

不
得
見
也
、
従
者
見
之
、
出
日
、
二
三
子
何

患
者
於
喪
平
、
天
下
之
無
道
也
久
矣
、
天
将

以
夫
子
為
木
鐸
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
封

人
の
言
葉
を
借
り
て
、
天
が
孔
子
に
魯
で
の

地
位
を
失
わ
せ
て
人
々
を
覚
醒
さ
せ
て
、
後

世
に
教
え
を
垂
れ
る
使
命
を
果
た
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(429) 

天
縦
…
天
命
の
ま
ま
。

(430) 

提
…
小
高
い
山
の
こ
と
。

(431) 

安
明
…
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
の
こ
と
。

(432) 

蛍
燭
…
か
す
か
な
光
の
こ
と
。

(433) 

聴
弁
…
賢
く
て
弁
才
が
あ
る
こ
と
。

(434) 

聖
翩
…
聖
な
る
羽
の
こ
と
。



ち
是
れ
老
師
の
諸し

や
や
た
し
ゃ

余
土
苴

(435)な
り
。
潜
行
密
用(436)

に
至
り
て
は
、
亦
た
管
見
の

能
く
窺
う
べ
き
所
に
匪
ず
。
夫
れ
愚
小
、
二
死
の
険
難
を
超
ゆ
る
の
由ゆ
う
ろ路

を

求
む
。
九
品
の
彼
岸
に
登
る
の
龍
津
を
尋
ぬ
る
に
、
時
に
当
り
て
法
友
俊
覚

律
師
、
此
の
論
を
携
え
て
、
以
て
余
に
与
う
。
舒じ
ょ

巻か
ん

す
る
こ
と
再
び
に
し
、

三
た
び
に
し
て
、
粗ほ

ぼ
皮
肉
を
得
て
、
以
て
別
意
を
識
る
。
海
岳
の
洪
恩
を

酬む
く
いん

が
為
に
、
且し

ば
ら

く
塵じ

ん
て
い渧

の
跋
文
を
綴
る
。

持
名
尊
修
の
行
人
良
旭
、
謹
み
て
書
す
。

【
長
厳
】

夫
れ
烏
華
値
い
叵が
た

く
、
亀
木(437)

感
じ
難
し
。
亦
た
明
師
事つ

か

え
難
く
大
法
修

し
叵が
た

し
。
粤こ

こ
に
四
聖(438)

の
化
度
、
縡こ

と

終
え
て
一
賢
の
抜
済(439)

、
即
ち
興
す
。

其
の
一
賢
と
は
豈
に
異
人
な
ら
ん
や
。
論
主
澄
公
大
徳
、是
れ
其
の
人
な
り
。

抑
そ
も
そ
も

子
公
は
、
一
晡(440)

の
間
だ
も
学
を
忘
る
る
こ
と
無
し
。
造
次(441)

に
も
必

ず
斯
こ
に
在
り
。
顛て
ん
は
い沛
(442)に
も
要
ず
此
れ
に
在
り
。
故
に
顕
宗
密
乗(443)

俱
に

壺こ
ん

奥の
う
(444)を
窮
め
、
自
流
他
流
同
く
源
底
を
尽
さ
ん
や
。
所
以
に
庖ほ

う
じ
ん人

を
以
て

伊い
い
ん尹

を
籠
し
て
、
羊
皮
を
以
て
里り

け
い奚

を
籠
む(445)

。
然
れ
ば
則
ち
世
俗
の
英
雄
、

(435) 

諸
余
土
草
…
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
八
一
二
頁

に
は
、「
当
時
の
禅
語
な
ら
ん
」
と
あ
る
が
、

意
味
は
不
明
。

(436) 

潜
行
密
用
…
仏
道
を
淡
々
と
歩
む
こ
と
、
仏
道

を
綿
密
に
実
践
す
る
こ
と
。

(437) 

烏
華
亀
木
…
「
烏
華
」
は
黒
い
華
。「
亀
木
」
は

盲
亀
浮
木
の
略
。
め
っ
た
に
め
ぐ
り
あ
え
な

い
こ
と
の
た
と
え
。

(438) 

四
聖
…
仏
、
菩
薩
、
声
聞
、
縁
覚
の
こ
と
。

(439) 

抜
済
…
苦
を
除
き
、
済
度
す
る
こ
と
。

(440) 

一
晡
…
一
晩
の
こ
と
。

(441) 

造
次
…
わ
ず
か
の
間
の
振
る
舞
い
や
挙
動
の
こ

と
。

(442) 

顛
沛
…
わ
ず
か
な
時
間
の
こ
と
。

(443) 

顕
宗
密
乗
…
顕
教
と
密
教
の
こ
と
。

(444) 

壺
奥
…
「
慧
旭
」
の
註
に
あ
り
。

(445) 

所
以
以
庖
〜
乎
里
奚
矣
…
「
庖
人
」
は
料
理
を

掌
る
人
の
こ
と
。「
伊
尹
」
は
殷
国
の
賢
相
で

名
は
撃
と
い
う
。「
里
奚
」
は
町
（
や
し
き
）

の
し
も
べ
（
女
奴
）
の
こ
と
。
料
理
人
や
羊
皮

な
ど
の
取
る
に
足
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
ば

ら
し
い
も
の
を
得
る
こ
と
の
た
と
え
。



競
い
て
僕ぼ

く
れ
い隷
(446)の

誼ぎ
(447)を

存
し
、
他
家
の
高
識
、
争
い
て
門
役
の
礼
を
資と

る
。

僕
役
す
る
の
彙た
ぐ

い
、
皆
な
虚
往
実
帰(448)

の
徳
有
る
の
み
。
大お

よ凡
そ
公
は
意
に

弘
経
を
存
し
、
口
に
微び

じ辞
(449)多
し
。
口
に
微
辞
多
し
と
は
、
師
に
学
べ
る
所

な
り
。
意
に
弘
経
を
存
す
る
こ
と
は
仏
に
伝
う
る
所
な
り
。
法
を
示
す
と

き
、
設
い
無
念
と
雖
も
、
皆
な
実
理
に
応か
な

う
。
譬
え
ば
善
射(450)

の
人
の
如
く
、

又
た
剣
客
の
舞
に
似
た
り
。
三
輪(451)

齊
く
驚
き
、
七
衆(452)

同
く
帰
す
。
其
の
設

化
為て
い
た
ら
く
体
を
視
聴
す
る
に
、
一
乗
の
円
宗(453)

を
清

し
ょ
う

旦た
ん
(454)に
揚
ぐ
る
こ
と
巍
巍
た
り
。

九
品
の
真
宗
を
中
辰(455)

に
談
じ
て
蕩
蕩(456)

た
り
。
説
詞
、
既
に
清せ

い
び靡
(457)に
し
て
理

亦
た
高
華
な
り
。
時
の
人
、
之
れ
を
一
切
経
蔵
と
号
し
、
之
れ
を
迦か
せ
ん旃
延ね

ん

尊(458)

と
称
す
。
古

い
に
し
えに

云
く
、
国
に
忠
良(459)

有
れ
ば
四
夷(460)

手
を
拱こ

ま
ぬ

き
、
八
表(461)

来
降

す
と
。
此
れ
は
仏
家
に
論
主
有
り
て
、六
合(462)

垂
拱(463)

し
て
円
宗
の
秘ひ

賾さ
く

を
温た

づ

ね
、

八
極(464)

来
集
し
て
、
別
願
の
玄
旨
を
学
ぶ
を
謂
う
か
。

(450) 

善
射
…
上
手
に
弓
を
射
る
こ
と
。

(451) 

三
輪
…
身
、
口
、
意
の
三
業
の
こ
と
。

(452) 

七
衆
…
仏
教
徒
集
団
を
構
成
す
る
七
種
類
の

人
々
の
こ
と
で
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、

優
婆
夷
、沙
弥
、沙
弥
尼
、式
叉
摩
那
の
こ
と
。

(453) 

一
乗
円
宗
…
天
台
宗
の
こ
と
。

(454) 

清
旦
…
夜
明
け
。
静
か
で
す
が
す
が
し
い
朝
。

(455) 

中
辰
…
「
中
宸
」
で
天
子
の
宮
殿
の
こ
と
。

(456) 

蕩
蕩
…
広
く
い
き
わ
た
る
様
子
。

(457) 

清
靡
…
清
ら
か
に
な
び
く
こ
と
。

(458) 

迦
旃
延
尊
…
本
名
那
羅
陀
。
釈
迦
十
大
弟
子
の

ひ
と
り
で
議
論
第
一
と
称
さ
れ
る
。

(459) 

忠
良
…
真
心
が
あ
っ
て
善
良
な
人
の
こ
と
。

(460) 

四
夷
…
周
囲
の
国
々
の
こ
と
。

(461) 

八
表
…
八
方
の
遠
い
は
て
の
こ
と
。

(462) 

六
合
…
天
地
四
方
の
こ
と
。「
実
秀
」
の
註
参
照

(463) 

垂
拱
…
た
も
と
を
た
ら
し
、
腕
を
組
ん
で
す
る

あ
い
さ
つ
の
こ
と
。

(464) 

八
極
…
八
方
の
は
て
。
転
じ
て
全
世
界
を
い
う
。

(446) 

僕
隷
…
し
も
べ
の
意
。

(447) 

誼
…
よ
し
と
す
る
と
こ
ろ
の
意
。

(448) 

虚
往
実
帰
…
行
く
と
き
は
何
も
分
か
ら
ず
空
っ

ぽ
の
状
態
だ
が
、
帰
る
と
き
に
は
充
実
し
て

満
足
し
て
い
る
意
か
ら
、
転
じ
て
、
師
な
ど

か
ら
無
形
の
感
化
や
徳
化
を
う
け
る
こ
と
。

(449) 

微
辞
…
か
す
か
に
ほ
の
め
か
す
こ
と
。



抑
そ
も
そ
も

亦
た
止た

だ
横
に
大
法
を
闡
揚
す
る
の
み
に
匪
ず
。
亦
た
兼
て
万
世
の

下
を
益
す
が
為
に
『
十
勝
論
』
一
百
余
篇
を
著
し
て
、
以
て
六
八
教
の
微
妙

の
玄
極
を
成
ぜ
り
。
所
謂
、
高こ
う
よ
う墉
(465)

 

崇た
か

く
映
し
、
天
網
遐は

る

か
に
張
り
、
真
俗

の
宗
帰
を
統
べ
、
事
理
の
極
致
を
究
む
。
華
筆
芬ふ
ん
ぷ
く馥
(466)し
て
義
熏
維こ

れ
遠
く
、

文
簡
な
れ
ど
も
理
豊
か
な
り
。
辞
弁(467)

曲
雅
に
し
て
後
に
伝
う
る
に
足
れ
り
。

且
く
意
お
も
ん
みる

に
、
公
は
、
鷲じ

ゅ

嶺り
ょ
う
(468)に
受
け
て
重
ね
て
伝
持
す
る
の
故
に
仏
の
仏

に
会
し
、
黒
谷(469)

に
継
い
で
再
び
守
文(470)

す
る
の
故
に
仁
の
仁
に
当
た
る
。
法

位
を
四
祖(471)

に
嗣
ぎ
、
血
脈
を
空
公(472)

に
稟う

け

る
こ
と
、
寔ま

こ
と
に
以ゆ

え

有
る
か
な
。
然

る
に
曲
高
く
し
て
和
寡
な
し
。
故
に
入
室
昇
堂
、
蓋
し
希
れ
な
り
。
爰
こ
に

世
人
多
く
庸
才(473)

の
自
量
を
以
て
、
論
主
の
大
道
を
測
る
。
那な

ん
ぞ
、
裳も

す
そ
を

倒さ
か
さ
まに

し
て
領え

り

を
索さ

が

し
て
身
を
曲ま

げ
て
影
の
直な

お

き
を
求
め
る
に
異
な
ら
ん
。

又
た
将
に
土
を
捧
げ
て
、
以
て
孟も
う
し
ん津
(474)を

塞
が
ん
と
し
、
斧
を
運め

ぐ

ら
し
て
以

て
隆
り
ゅ
う
し
ゃ車
(475)を
覆
さ
ん
と
欲
す
る
に
相
同
し
、
豈
に
果
し
て
得
べ
け
ん
や
。
亦

た
乃
ち
轅な
が

え
を
北
に
し
て
越え

つ

に
適ゆ

く(476)

の
士
な
り
。
安い

ず
く
ん
ぞ
之
れ
と
与と

も

に
道

を
論
ず
る
こ
と
を
得
ん
や
。

抑
そ
も
そ
も

小
子
、
夫
の
伝
法
の
微
言
を
聞
き
、
此
の
造
論
の
大
功
を
想
う
に
、

(465) 

高
墉
…
高
い
城
壁
の
こ
と
。

(466) 

芬
馥
…
か
ぐ
わ
し
い
香
り
の
盛
ん
な
様
子
。

(467) 

辞
弁
…
巧
み
に
連
ね
た
言
葉
の
こ
と
。

(468) 

鷲
嶺
…
霊
鷲
山
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
釈
尊
を
指

す
。

(469) 

黒
谷
…
こ
こ
で
は
法
然
を
指
す
。

(470) 

守
文
…
昔
か
ら
伝
わ
る
こ
と
を
守
る
こ
と
。

(471) 

四
祖
…
弥
陀
・
釈
尊
・
善
導
・
法
然
の
こ
と
。『
諸

宗
根
本
勝
』
一
二
巻
に
詳
し
い
。『
十
勝
論
』

下
巻
一
四
丁
ウ
参
照
の
こ
と
。

(472) 

空
公
…
源
空
の
こ
と
。

(473) 

庸
才
…
非
凡
な
才
能
の
こ
と
。

(474) 

孟
津
…
黄
河
の
渡
し
場
の
名
前
。

(475) 

隆
車
…
大
き
く
高
い
車
、
勢
い
よ
く
走
る
車
の

こ
と
。

(476) 

北
轅
適
越
…
遠
く
中
国
に
渡
っ
た
こ
と
。



欽き
ん
ぎ
ょ
う仰
(477)軽

か
ら
ず
。
帰
依
惟
れ
重
し
。
故
に
謹
ん
で
其
の
徳
を
歎
ず
。
但
し

短
筆
の
毘ひ

賛さ
ん
(478)、

其
の
底
を
窮
む
る
こ
と
莫
し
。
此
の
余
は
併

し
か
し
な
がら

来
哲
に
貽の

こ

す
の
み
。

三
部
大
阿
闍
梨
、
権
大
僧
都
長
厳
九
拝
し
て
書
す
。

【
快
実
】

夫
れ
覚
月
已
に
没
し
て
明
光
を
古い
に
し
え
の
虚そ

ら

に
慕
う
。
龍
華
未
だ
萌き

ざ

さ
ず
。

開
発
を
孰
れ
の
春
に
か
待
た
ん
。
此
の
時
に
於
て
尤
も
学
ぶ
べ
き
者
は
、
是

れ
真
宗
の
一
門
な
り
。
専
ら
勤
む
べ
き
者
は
、迺す
な
わ
ち
専
修
の
妙
行
な
る
の
み
。

爰
に
抜ば
っ
す
い萃
(479)の

大
宗
師
有
り
。
厥
の
号
を
浄
公
上
人
と
曰
う
。
言
を
立
て
て

人
を
利
し
、論
を
造
り
て
世
に
行
ず
。
其
の
述
作
の
為
体
は
衆
典
に
猟
渉
し
、

群
雄
に
徧
詢
す
。
或
は
一
勝
を
聞
く
則と
き
ん
ば
之
れ
を
心
腑
に
銘
じ
、
或
は
一
文

を
得
る
、
則
ば
之
れ
を
竹
簡
に
編
じ
て
、
総
じ
て
一
百
箇
篇
を
成
ず
。
撰
述

慇
懃
な
る
が
故
に
見
聞
の
皂そ
う
は
く白

皆
な
之
れ
を
信
敬
す
。
抑

そ
も
そ
も

此
の
典
の
中
に

多
く
顕
密
釈
教
の
明
文
を
援ひ

き
、
孔
老
外
書
の
事
跡
を
載
す
る
こ
と
往
往
な

り
。
学
者
其
の
源
流
を
知
ら
ず
し
て
妄
り
に
臆
説
推
量
を
為
し
て
皆
な
以
て

(477) 

欽
仰
…
尊
敬
す
る
こ
と
。

(478) 

短
筆
之
毘
賛
…
こ
の
自
ら
の
跋
文
の
こ
と
。

(479) 

抜
萃
…
抜
粋
の
意
。
多
く
の
も
の
の
中
で
と
び

ぬ
け
て
す
ぐ
れ
い
て
い
る
こ
と
。



僻
説
せ
り
。
所
以
に
論
主
自
ら
末
書
を
為つ

く

り
て
以
て
本
文
を
銷け

し
て
庸
愚
の

迷
乱
を
却さ

く
。
故
に
学
者
渙か

ん
ね
ん然
(480)と
し
て
氷
釈
す
。
夫
れ
元げ

ん

戎じ
ゅ
うの

節
度(481)

は
光

を
尭
天(482)

に
輝
か
し
、
十
勝
の
霊
威
は
化
を
舜
土
に
布
く
。
然
る
に
当
代
多

く
菽
し
ゅ
く
ば
く麦
(483)致

迷
の
輩
有
り
て
詐
り
親
み
て
、
以
て
公
が
智
識
の
深
浅
を
謀
ら

ん
と
欲
す
。
忝
か
た
じ
け
ない

か
な
。
豈
に
鼱

し
ょ
う

鼩ぐ
(484)の

狗
を
襲
い
、
狐
豚
の
虎
を
免
る
こ

と
有
ら
ん
や
。
小
子
論
文
を
得
て
以
て
其
の
意
を
看
取
す
。
茲
れ
に
因
り
て

別
願
の
玄
邃
を
信
じ
、
往
生
の
用
心
を
堅
む
。

旹と
き

に
康
永
旃せ

ん
も
う蒙

、
作さ

が
く咢

の
祀
、
大た

い
そ
う蔟

初
八
の
日(485)

。
沙
門
快
実
謹
み
て
題
す
。

【
重
澄
】

夫
れ
真
理
本
寂
の
中
に
迷
悟
の
仮
名
忽
に
絶
し
、
中
道
随
縁
の
前
に
は
浄

穢
の
身
器
速
か
に
形あ
ら
わ
る
。
爰
こ
に
弥
陀
慈
父
は
浄
刹
に
在
て
、
以
て
其
の
欣

求
の
人
を
招
き
、
能
仁(486)

悲
母
は
穢
方
に
現
じ
て
、
以
て
其
の
厭
離
の
心
を

激
す
。
寔ま
こ
と

に
是
れ
爺や

嬢じ
ょ
うの

悲ひ
み
ん憫

か
。
抑

そ
も
そ
も

亦
た
郢よ

う

匠し
ょ
う
(487)の

遣
迎
か
。
得
て
思

議
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
能
仁
激
勧
の
言
、廣
く
一
代
に
通つ
う

亘ご
う

す
と
雖
も
、

大
悲
窮
極
の
訓
は
局
て
三
部
に
在
る
者
な
り
。
倩
つ
ら
つ
ら

三
部
教
王
の
大お

お
む
ね都
を
案

(480) 

渙
然
…
と
け
散
る
さ
ま
。

(481) 

元
戎
節
度
…
天
子
が
将
帥
に
出
征
を
命
ず
る
際
、

そ
の
符
節
と
し
て
賜
る
太
刀
や
旗
の
こ
と
。

(482) 

尭
天
…
舜
土
と
対
句
。
尭
・
舜
は
共
に
理
想
的

な
帝
王
の
名
で
あ
り
、
天
と
土
と
組
み
合
わ

せ
て
理
想
的
な
世
の
中
の
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

(483) 

菽
麦
…
豆
と
麦
の
こ
と
。

(484) 

鼱
鼩
…
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
こ
と
。

(485) 

康
永
旃
蒙
作
咢
之
祀
大
蔟
…
康
永
四
年

（
一
三
四
五
）
乙
酉
の
一
月
八
日
の
こ
と
。「
旃

蒙
」
と
は
十
干
の
乙
の
異
称
、「
作
咢
」
は
酉

の
こ
と
、「
大
蔟
」
は
一
月
の
別
称
。

(486) 

能
仁
…
よ
く
導
く
人
の
意
で
、
こ
こ
で
は
釈
尊

の
こ
と
。

(487) 

郢
匠
…
『
荘
子
』
の
故
事
で
、「
郢
」
は
郢
人
、

「
匠
」
は
巧
匠
で
、
こ
の
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
の

善
巧
を
例
え
た
も
の
。
善
導
『
観
経
疏
』「
華

座
観
」
の
部
分
に
は
「
斯
乃
二
尊
許
應
無
異
。

直
以
隱
顯
有
殊
。
正
由
器
朴
之
類
萬
差
。
致

使
互
爲
郢
匠
。」（
浄
全
二
・
四
四
上
）
と
し
て

使
用
さ
れ
、
良
忠
『
伝
通
記
』
に
は
、『
荘
子
』

に
説
か
れ
る
巧
匠
が
郢
人
の
鼻
の
先
に
塗
っ

た
土
を
斧
で
落
と
し
た
故
事
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
。



ず
る
に
、
唯
だ
逆
謗
の
群
類
に
被
ら
し
め
て
、
全
く
大
小
の
聖
人
の
于

た
め
に
せず

、

爰
こ
に
如
来
の
附
属
を
奉
て
真
旦
に
降
誕
す
る
の
大
士
有
り
。
京
師
光
明
の

導
公
上
人
是
れ
な
り
。
嗚
呼
、
宜む
べ

な
る
哉
。
神
徳
風
霜
に
邁す

ぎ
、
禅
那
淵
海

を
鑑
と
す
。
初
め
は
化
益
を
京き
ょ
う
れ
ん輦

に
施
し
て
、而
し
て
王
侯
卿
相
に
宗た

と
え

ら
れ
、

後
に
は
行
跡
を
終
南
に
暗
く
し
て
、
而
し
て
流
に
漱
く
ち
す
ずき
、
石
を
枕
と
し
て

篤と
く
ご
ん懃

す
。
然
ば
則
ち
高
卑
皆
な
恩
を
恋
う
宛
も
走
獣
の
驊か

り
ゅ
う驑
(488)を
貪
る
が
如

く
、
皂そ
う

白は
く

悉
く
徳
を
慕
う
。
猶
し
飛ひ

き
ん禽

の
鳳
鸞(489)

を
追
う
に
似
た
り
。
克よ

く

人
は
一
代
に
利
あ
り
、
万
世
を
益
す
る
の
理
に
達
し
て
、
深
く
摩ま
な
ろ
き
や

得
勒
迦
三

昧(490)

に
入
て
、
聖
僧
指
授
の
壺こ

邃す
い

を
録
す
。
其
の
典
の
為て

い
た
ら体
く
法
舟
を
苦
海

に
運
び
、
夷
途
を
火
宅
に
坦
た
い
ら
げて
三
心
を
詳
勘
し
、
六
字
を
激
勧
す
る
こ
と
の

廣
き
こ
と
百
家
の
逮お

わ
ざ
る
所
な
り
。
諸
哲
も
之
れ
に
比
す
る
こ
と
莫
し
。

但
だ
神
た
ま
し
いを
窮
め
、
化
を
知
る
。
其
の
言
宏
大
に
し
て
驚
く
べ
し
。
疑
を
黜

し
り
ぞ
けて

慮
い
を
絶
つ
。
厥
の
軌あ
と

清せ
い
ば
く邈
(491)に

し
て
蹈ふ

み
難
し
。
華
夷
の
皂
白
朝
野
の
尊

卑
、
各
に
附
て
安
ず
る
所
に
此
の
論
の
義
味
を
嘗な
め

る
こ
と
鮮す

く
な
し
。
研
精
し
て

以
て
章
目
の
深
玄
を
考
え
、
沈
吟
し
て
以
て
文
中
の
起
尽
を
察
す
る
に
非
ざ

(488) 

驊
驑
…
良
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
の
一
つ

で
赤
栗
毛
の
馬
の
こ
と
。

(489) 

飛
禽
鳳
鸞
…「
飛
禽
」は
空
を
飛
ぶ
と
り
の
通
称
。

「
鳳
鸞
」
は
神
の
鳥
で
、赤
い
色
の
鳥
を
「
鳳
」、

青
い
鳥
を
「
鸞
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は

空
を
飛
ぶ
鳳
凰
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
も
の

と
い
う
意
で
、
無
謀
な
こ
と
の
た
と
え
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(490) 

摩
得
勒
迦
三
昧
…
『
翻
訳
名
義
集
』
に
よ
る
と
、

「
摩
得
勒
伽
。
此
云
智
毋
。
以
生
智
故
。
菩

薩
入
此
三
昧
作
論
申
經
。
儒
家
以
析
理
精
微

名
論
（
…
中
略
…
）
釋
氏
申
通
辨
論
宗
旨
。
收

束
所
説
。
立
爲
十
支
。
一
略
陳
名
數
支
。
即

百
法
論
。
二
粗
釋
體
義
支
。
即
五
蘊
論
。
此

二
天
親
所
造
。」（
正
蔵
五
四
・
一
一
一
三
下
～

一
一
一
四
上
）
と
あ
り
、
菩
薩
が
こ
の
三
昧
に

入
る
と
「
論
」
を
作
り
、「
経
」
ま
で
説
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。
深
い
学
徳
を
得
た
と

い
う
境
地
を
、
こ
の
境
地
に
例
え
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(491) 

清
邈
…
高
遠
な
姿
の
こ
と
。



る
自
り
は
、
以
て
匪ひ

石せ
き

の
信
根(492)

を
立
て
漆し

っ
つ
う桶

の
疑
惑(493)

を
去し

り
ぞ

く
る
こ
と
無
け

ん
。
於あ

あ戯
、
宜む

べ

な
る
哉
。
縦
い
千
釣
の
黄
金
な
り
と
雖
も
、
未
だ
其
の
視
る

こ
と
を
驚
か
す
に
足
ら
ず
。
縦
い
八
種
の
妙
音
な
り
と
雖
も
、
其
の
聴
く
こ

と
を
改
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
之
れ
を
聞
く
こ
と
博
あ
ま
ね
くし

て
楽
う
こ
と
愈

い
よ
い
よ

深
く
、

之
れ
を
思
う
こ
と
深
く
し
て
信
ず
る
こ
と
弥
い
よ
い
よ

篤
し
。
皆
な
罷や

め

ん
と
欲
す
れ

ど
も
能
わ
ず
。
則
ち
其
れ
妄
に
非
ざ
る
こ
と
必
せ
り
。
爰
こ
に
導
公
尊
師
の

法
孫
有
り
。
其
の
名
を
円
大
徳
と
曰
う
。
神
識
安
閑
に
し
て
形
容
審
定
な
り
。

能
く
神
明
の
妙
理
に
合
し
て
天
地
の
精
し
ょ
う

醇じ
ゅ
んに
同
じ
。
宇
内
の
黎れ

い
げ
ん元
(494)を
育

や
し
な

っ

て
域
中
の
群
有(495)

を
和や

わ
ら
ぐ
。
為ひ

と
と
な
り人
、
任
堪
を
以
て
力
と
し
、
鑚
仰
を
以
て
業

と
す
。
去さ
り

し
建
武
兵
革(496)

の
時
、
赤
眉
の
難(497)

に
罹か

か
り

て
、
赤
裸
裸
と
し
て
五
夜

を
曙
し
、
食
飲
絶
え
て
三
日
を
暮
し
ぬ
。
然
と
雖
も
矻こ
っ

乎こ

と
し
て
稽
古
し
、

確か
っ
こ乎
と
し
て
述
作
す
。

旹と
き

に
寒
風
竹
を
破
り
素
雪
簷の

き

に
積
む
人
、
艱か

ん

辛し
ん
(498)を
訪と

ぶ
ら
う
に
答
て
曰
く
「
忍

辱
を
以
て
衣
と
為
る
が
故
に
厳
寒
膚う
わ
べに

納
ら
ず
、
法
喜
を
以
て
飡さ

ん
(499)と
為
る

固
く
揺
る
ぎ
の
な
い
信
心
を
例
え
た
語
。

(493) 

漆
桶
之
疑
惑
…
「
漆
桶
」
は
漆
を
入
れ
た
桶
の

こ
と
で
、
真
っ
黒
な
も
の
と
い
う
意
。
ま
た
、

仏
教
に
お
い
て
「
何
の
智
恵
も
な
い
者
」
を

例
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は

「
膝
桶
の
疑
惑
」
と
し
て
真
っ
黒
な
疑
惑
、
根

深
い
疑
い
の
心
を
例
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

(494) 

黎
元
…
全
て
の
人
々
の
こ
と
。

(495) 

群
有
…
万
物
の
こ
と
。

(496) 

建
武
兵
革
…
一
三
三
六
年
（
建
武
三
）
二
月
二
九

日
に
南
朝
方
が
兵
革
（
戦
）
を
理
由
と
し
て

元
号
を
「
延
元
」
と
改
め
た
こ
と
。
し
か
し

足
利
方
の
北
朝
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。

(497) 

赤
眉
の
難
…
中
国
の
新
末
後
漢
初
に
起
っ
た
農

民
を
中
心
と
す
る
内
乱
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
日
本
の
南
北
朝
期
の
内
乱

を
例
え
た
も
の
か
。

(498) 

艱
辛
…
悩
み
苦
し
み
の
こ
と
。

(499) 

飡
…
餐
の
字
と
同
義
で
、
食
べ
物
・
飲
み
物
の

こ
と
。

(492) 

匪
石
之
心
根
…
「
匪
石
」
は
石
に
非
ず
の
意
で
、

石
こ
ろ
の
よ
う
に
転
が
る
こ
と
が
な
い
と
い

う
こ
と
の
例
え
。
こ
こ
で
は
「
匪
石
の
心
根
」

と
し
て
、
転
が
り
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
心
、

http://kotobank.jp/word/%E5%85%B5%E9%9D%A9
http://kotobank.jp/word/%E7%90%86%E7%94%B1


が
故
に
、
飢
渇
心
を
悩
さ
ず
」
と
。
此
の
言
誠
な
る
か
な
。
観
れ
ば
勢
力
勇

健
に
し
て
容
色
儼
然
た
り
。
嗟あ

あ乎
、
尼じ

父ほ
(500)の

四
謗(501)

に
遭
い
て
弦
歌
せ
し
と
、

大
徳
の
賊
難
に
離か
か
り
て
鑚
述
せ
し
と
、
孰い

ず

与れ

や
。
凡
そ
教
法
を
輯
纂
し
て
前
判

を
明
決
し
、
後
滞
を
開
発
す
る
こ
と
維
れ
多
し
。
則
ち
『
驚
覚
論
』、『
松
風

論
』、『
浄
土
五
祖
弁
』、
同
末
書
、『
浄
土
諸
祖
系
図
』、
同
『
光
彩
論
』、『
愚

問
賢
答
集
』、『
蜀
道
論
』、『
琢
磨
鈔
』、『
呂
律
集
』、『
二
論
問
答
集
』、『
浄

土
諸
流
縁
起
集
』、『
二
道
対
弁
論
』、『
二
愚
一
賢
集
』、『
釈
門
息
諍
論
』、『
知

恩
報
恩
集
』、『
親
近
知
識
集
』、『
破
邪
顕
正
論
』、『
能
断
金
剛
集
』、『
浄
土

十
勝
論
』
等
一
百
軸
に
幾ち
か

く
、
盛
に
世
に
行
ず
。
中
に
於
て
文
を
極
め
、
理

を
窮
め
、
筆
を
尽
し
て
詞
を
尽
せ
る
は
正
く
是
れ
此
の
十
勝
の
み
な
り
。

討
尋
の
彙た
ぐ
い

、
英
明
に
非
ざ
れ
ば
悟
る
こ
と
莫
け
ん
。
承
領
の
輩
、
行
位
に

非
れ
ば
胡な
ん

ぞ
知
ら
ん
や
。
且し

か然
に
有
人
、
眉
を
嚬ひ

そ

め
て
曰
く
、
小
子
此
の
論

を
得
て
文
を
明
か
し
て
義
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
其
の
文
解
し
叵が
た

く
、
厥そ

の
義
領
し
難
し
。
頗
る
是
れ
要
無
し
か
と
。
余
が
曰
く
、
井
の
蛙
巨
海
を
知

ら
ず
、鷦
し
よ
う
り
よ
う鷯
(502)蒼

天
に
翔
け
ず
と
言
う
は
、仁じ

ん
じ
や者

が
小
量
を
謂
う
か
。
而

な
ん
じ

聞
け
、

吾
れ
語
ら
ん
。

(500) 

尼
父
…
孔
子
の
こ
と
。

(501) 

四
謗
…
孔
子
が
魯
・
衛
・
宋
・
蔡
の
四
国
を
追

わ
れ
た
こ
と
。（『
荘
子
』
漁
父
篇
）

(502) 

鷦
鷯
…
ス
ズ
メ
目
ミ
ソ
サ
ザ
イ
科
の
鳥
。
全
長

約
十
セ
ン
チ
で
日
本
産
で
最
小
の
鳥
。
春
に

さ
え
ず
る
。



且
く
『
牟ぼ

う
し子

』(503)

が
曰
く
、
至
味
は
衆
口
に
合
わ
ず
。
大
音
は
衆
耳
に
比

せ
ず
。
咸か
ん
ち池
(504)を

作
し
、
大
章
を
設
け
、
簫

し
よ
う
し
よ
う

詔
を
発
し
、
九
成
を
詠
す

る
と
き
ん
ば(505)

、
之
れ
に
和わ

す
る
も
の
莫
し
。
鄭と

い
え
い衛
の
絃(506)

を
張
り
、
時

俗
の
音
を
歌
え
ば
、必
ず
期
せ
ず
し
て
手
を
拊う

つ
。
故
に
宋

そ
う
ぎ
よ
く玉
(507)が
云
く
、

「
客
、
郢え
い

に
歌
い
て
下か

り俚
の
曲
を
為
す
に
、
和
す
る
者
千
人
。
商
を
引

き
て
角
を
激
す
る
と
き
ん
ば
、
衆
之
れ
に
応
ず
る
も
の
莫
し
」
と
。
此

れ
皆
邪
声
を
悦
び
て
大
度
を
暁さ
と

ら
ざ
る
者
な
り
。
韓
非
が
管か

ん
き闚
の
見
を

以
て
尭
舜
を
謗
り
、
接
輿(508)

が
毛も

う

氂り

の
分
を
以
て
仲
尼
を
刺そ

し

る
。
皆
小

に
耽ふ
け

り
て
大
を
忽

ゆ
る
が
せに
す
る
者
な
り
。
夫
れ
清
商
を
聞
き
て
之
れ
を
角
と

謂
う
は(509)

、
弾
絃
の
過
に
非
ず
、
聴
く
者
の
聡
な
ら
ざ
る
な
り
。
和
璧

を
見
て
之
れ
を
石
と
名
づ
く
る
は
、
璧
の
賎
し
き
に
非
ず
、
視
る
者
の

明
な
ら
ざ
る
な
り(510)

。
神
蛇
能
く
断
じ
て
後
続
け
ど
も
、
人
を
し
て
断

ぜ
ざ
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず(511)

。
霊
亀
夢
を
宋
元
に
発
す
れ
ど
も
豫よ

か
つ且
(512)

(505) 

発
簫
詔
詠
九
成
…
簫
詔
の
楽
を
九
回
演
奏
す
る

こ
と
。
成
は
楽
曲
の
一
終
。
出
典
は
『
漢
書
』

で
同
文
あ
り
。

(506) 

鄭
衛
之
絃
…
み
だ
ら
な
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
、

も
し
く
は
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
。
古
代
中

国
に
お
い
て
、
鄭
と
衛
の
国
は
み
だ
ら
な
音

楽
を
奏
で
る
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。 

(507) 

宋
玉
…
楚
の
人
で
、
屈
原
の
弟
子
。
楚
の
大
夫

と
い
う
官
位
に
つ
い
て
い
た
。
師
の
屈
原
が

迫
害
さ
れ
た
こ
と
に
悲
し
ん
で
九
辨
と
招
根

を
作
っ
た
。

(508) 

接
輿
…
楚
の
狂
人
。
孔
子
が
政
治
に
か
か
わ
っ

た
の
に
対
し
、
接
輿
は
狂
人
の
ふ
り
を
し
て

政
治
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
。

(509) 

聞
清
商
而
謂
之
角
…
五
音
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
）

は
清
・
濁
・
高
・
下
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
清
商
」
を
「
角
」
と
聞
き
間
違

え
た
と
い
う
こ
と
。

(510) 

和
璧
而
名
〜
之
不
明
矣
…
『
韓
非
子
』
和
氏
か

ら
の
引
用
。

(511) 

神
蛇
能
断
〜
人
不
断
也
…
『
淮
南
子
』
説
山
訓

か
ら
の
引
用
。

(512) 

豫
且
…
春
秋
時
代
の
宋
国
の
漁
人
。

(503) 

牟
子
…
一
巻
。
牟
融
撰
。
後
漢
の
成
立
。
具
名

を
『
牟
子
理
惑
』
と
い
い
、『
理
惑
論
』
と
も

い
う
。『
隋
書
経
籍
志
』
の
儒
家
類
、『
唐
書

芸
文
志
』
の
道
家
類
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
清
の
孫
星
衍
が
『
求
明
集
』
に
見
ら
れ

る
も
の
を
抽
出
し
て
一
巻
と
し
、こ
れ
が
『
百

子
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(504) 

咸
池
…
堯
の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
音
楽
の
名
前
。



の
網
を
免
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
道
は
無
為
に
し
て
俗
の
見
る
所
に
非

ず
。
誉
る
者
の
為
に
貴
か
ら
ず
、
毀
る
者
の
為
に
賎い
や
し

か
ら
ず(513)

。
用
と

不
用
と
は
自
ず
か
ら
天
な
り
。
行
と
不
行
と
は
乃
ち
時
な
り
。
信
と
不

信
と
は
其
れ
命
な
り(514)

。

今
具
に
之
を
聞
か
ば
、
汝
が
己
を
測
る
の
難
、
自
ら
恥ち
ざ
ん慚

せ
ん
者
か
且
く

自
量
せ
よ
。
自
量
せ
よ
と
い
え
ば(515)

、
問
者
服ふ

く
よ
う膺
(516)し

て
却
き
ぬ
。
抑

そ
も
そ
も

夫
の
玄

奘
三
蔵
自
翻
の
般
若
に
於
て
御
製
の
序
を
請
い(517)

、
咸か

ん
よ
う耀
書
記
所
撰
の
義
海

を
携
て
惟
心
の
題
跋
を
求
め
ん
の
例(518)

に
準
じ
て
、
論
主
自
ら
十
勝
三
軸
を

送
り
て
以
て
跋
文
を
請
う
。
只
貴
命
を
重
す
る
こ
と
を
知
り
て
短
筆
を
顧
み

ず
、
敬
て
其
の
末
に
書
し
て
以
て
之
に
帰
す
。

旹と
き

に
貞
和
第
二(519)

、
柔
兆
隆
婁(520)

、
季
春
十
五
の
日
、
朝
議
即(521)

源
重
澄
謹
て

題
す
。

(516) 

服
膺
…
心
に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

(517) 

抑
準
夫
玄
〜
請
御
製
序
…
玄
奘
が
自
ら
翻
訳
し

た
経
典
や
論
書
に
対
し
て
、
そ
の
序
分
を
唐

の
太
宗
に
請
う
た
と
い
う
で
き
ご
と
で
、『
広

弘
明
集
』
巻
第
二
二
に
玄
奘
の
「
御
製
三
蔵

聖
教
の
序
を
請
う
表
」（
正
蔵
五
二
・
二
五
八
上
）

や
、太
宗
の「
玄
奘
法
師
の
前
表
に
答
う
る
敕
」

な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

で
き
ご
と
に
な
ぞ
ら
え
て
、
澄
円
が
重
澄
に

序
の
執
筆
を
請
う
た
と
し
て
い
る
。

(518) 

咸
耀
書
記
〜
題
跋
之
例
…
咸
耀
が
記
し
た
書
物

を
惟
心
の
も
と
に
届
け
、
題
跋
を
請
う
た
と

い
う
故
事
を
例
と
し
て
用
い
た
よ
う
だ
が
、

咸
耀
と
惟
心
が
何
者
か
判
明
せ
ず
、
惟
心
は

恐
ら
く
『
翻
訳
名
義
集
』
の
序
を
書
い
た
唯

心
宗
葵
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
は
っ
き

り
と
は
し
な
い
。

(519) 

貞
和
第
二
…
日
本
の
南
北
朝
期
の
北
朝
方
の
元

号
で
一
三
四
六
年
。

(520) 

柔
兆
隆
婁
…「
柔
兆
」は
十
干
の
丙
の
別
称
。「
隆

婁
」
は
「
降
婁
」
の
誤
り
か
。
十
二
次
の
「
降

婁
」
は
戌
の
別
称
。

(521) 

朝
議
即
…
寛
文
三
年
版
に
よ
れ
ば
「
朝
議
郎
」。

「
朝
議
郎
」
は
唐
代
の
官
職
で
正
六
位
下
。

(513) 

不
為
誉
者
〜
為
毀
者
賎
…
こ
こ
は
「
誉
を
為
さ

ざ
る
者
は
貴
し
、
毀
を
為
さ
ざ
る
者
は
賤
し
」

と
訓
ず
べ
き
か
。

(514) 

用
与
不
用
〜
信
其
命
也
…
『
弘
明
集
』（
正
蔵

五
二
・
五
中
）
か
ら
の
引
用
。

(515) 

自
量
。
自
量
矣
…
こ
こ
は「
自
量
せ
よ
自
量
せ
よ
」

と
訓
ず
べ
き
か
。



【
寂
然
】

仏
教
は
沖
ち
ゅ
う

玄げ
ん
(522)に

し
て
天
人
も
測
る
こ
と
莫
し
。
本
を
言
え
ば
則
ち
甚
深

な
り
。
門
を
語
ら
え
ば
則
ち
難
入
な
り
。
然
る
に
大
だ
い
し
ょ
う聖
悲
憐
し
て
訓お

し

え
て

安
養
に
帰
せ
し
め
た
ま
う
。
是
れ
則
ち
易い
お
う往

の
捷し

ょ
う
け
い径

、
易い

に
ゅ
う入

の
要
門(523)

な
り
。

厥
の
捷し
ょ
う
け
い径

を
示
し
其
の
要
門
を
指
す
は
即
ち
是
れ
『
浄
土
十
勝
』
の
み
。
此

の
宝
典
は
是
れ
鷲じ
ゅ

鳥ち
ょ
うの
中
の
一い

ち
が
く鶚
(524)か
。
衆
星
の
間
の
一
月
か
。
抑

そ
も
そ
も

論
主
浄

公
大
徳
は
智
識
弘
毅(525)

に
し
て
学
者
の
倚い

ら
い頼
(526)た
り
。
横お

う
も
く目
の
蒼そ
う

生せ
い
(527)を
意お

も

う
て

白
浄
の
大
法(528)

を
宣
ぶ
。
凡
そ
公
の
弁
論
を
聞
く
の
人
は
邴へ

い
へ
い邴
乎こ

(529)と
し
て
其

れ
喜
べ
る
に
似
た
り
。

公
恭
し
く
宣せ
ん

尼じ
(530)の
三
徳(531)

を
慕
う
て
自
ら
の
徳
と
為
し
、
孔
丘
の
四
憂(532)

を

傚な
ら

い
て
己
が
憂
と
為
し
て
、
二
道(533)

倶
に
学
び
、
義
理
懸は

る

か
に
通
ず
。
然
れ

ど
も
真
宗
に
於
い
て
尤
も
其
の
玄
極
を
善
く
す
。
年
を
追
い
て
慧え

解げ

愈
い
よ
い
よ

高

く
、
博
く
古
今
に
達
せ
り
。
所ゆ

え以
に
萑か

ん

葦い

蒹け
ん

葭か

の
疏
談
を
芸く

さ
き
り
て(534)

、
以
て

稲と
う

麦ば
く

黍し
ょ

稷し
ょ
くの

妙
玄
を
生
ず(535)

。
文
華
、
松
行
に
熏
じ
、
学
月
、
心
霊
を
照
ら
す
。

(524) 

一
鶚
…
偉
大
な
鷲
の
中
で
も
鶚
の
よ
う
に
特
に

優
れ
た
も
の
の
こ
と
。

(525) 

智
識
弘
毅
…
博
学
多
識
、
知
識
が
広
い
。

(526) 

倚
頼
…
学
ぶ
も
の
の
頼
り
と
す
る
と
こ
ろ
。

(527) 

蒼
生
…
世
の
人
々
、
人
の
目
は
横
に
つ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
横
目
と
い
う
。

(528) 

白
浄
大
法
？
…
清
ら
か
な
教
え
。
こ
こ
で
は
浄

土
往
生
の
教
え
の
こ
と
。

(529) 

邴
邴
乎
…
よ
ろ
こ
ぶ
さ
ま
。

(530) 

宣
尼
…
孔
子
の
こ
と
。
名
は
丘
、
字
は
仲
尼
。

ま
た
漢
の
平
帝
が
孔
子
に
襃
成
宣
尼
公
と
追

謐
し
た
。

(531) 

三
徳
…
孔
子
が
掲
げ
た
三
つ
の
徳
。『
中
庸
』
に

よ
れ
ば
智
・
仁
・
勇
。

(532) 

四
憂
…
孔
子
が
魯
・
衛
・
宋
・
蔡
の
四
国
を
追

わ
れ
た
こ
と
。

(533) 

二
道
…
儒
教
と
仏
教
。

(534) 

萑
葦
蒹
〜
芸
り
て
…
「
お
ぎ
」・「
あ
し
」
の
よ

う
に
実
の
乏
し
い
議
論
を
薙
ぎ
払
う
こ
と
。

(535) 

稲
麦
黍
〜
を
生
ず
…
「
い
ね
」・「
む
ぎ
」
な
ど

五
殼
の
よ
う
に
実
の
あ
る
奥
深
い
道
理
を
説

き
明
か
す
こ
と
。

(522) 

沖
玄
…
奥
深
い
こ
と
。

(523) 

要
門
…
極
樂
浄
土
に
入
る
肝
要
の
門
。



老
婆
心
を
以
て
一
論
を
著
し
て
、
三さ

ん

際ざ
い
(536)を

益
す
。

其
の
為て
い
た
ら
く体

や
、
咸
く
経
論
を
約
し
て
真
宗
を
演え

ん

暢ち
ょ
うす

。
亦
た
猶
し
群
玉

を
荊け
い
ざ
ん山
に
集
め
、
百
川
を
溟め

い

海か
い

に
約
す
る
が
ご
と
し(537)

。
寔
に
以
て
絶
妙
な

り
と
為
す
。
然
る
に
人
皆
な
論
文
を
読
み
て
義ぎ

趣し
ゅ

に
滞
す
。
是
れ
則
ち
、

大だ
い
し
ょ
う

声
、
里り

耳じ

に
入
ら
ず
、
高
言
、
衆
心
に
止
ま
ら
ざ
る
の
謂い

い

な
り(538)

。

凡
そ
公
の
道
は
重
ち
ょ
う
げ
ん玄
(539)に

冠こ
う
む

ら
し
め
、
独
り
方
外(540)

に
超
え
た
り
。
問
者
、

言
弁
宏
博
な
り
と
雖
も
口
呿ひ
ら
け
て
合
せ
ず
、
舌
挙
げ
て
下
ら
ず
、
乃
ち
逸に

げ

走
る
。
子
公
或
る
時
、
試
み
に
諸
方
の
学
徒
に
命
じ
て
、
此
の
論
を
披ひ
こ
う講
せ

し
む
る
に
、
皆
な
文
法
に
迷
い
、
悉
く
深
旨
を
失
し
て
繆び
ゅ
う
げ解
し
錯
論
す
。
猶

し
大
匠
に
代
わ
り
て
劉け
ず

る
に
其
の
手
を
傷き

ず
つ

く
る
が
ご
と
く
、
香
象
の
負
う

所
、
牛
力
の
堪
う
る
所
に
非
ず
、
騏
驎
の
走
る
所
、
駑ど
た
い駘
(541)の

及
ざ
る
に
似

た
り
。
当
時
の
滞
在
を
見
て
豫
あ
ら
か
じめ
将
来
の
致ち

め
い迷
を
知
る
。
故
に
清
涼
国
師(542)

の
旧

き
ゅ
う
し
ょ
う
蹤
に
任
せ
て
自
ら
本
論
の
壅よ

う
た
い滞
を
決
し
て
、
以
て
学
者
の
信
水
を
澄
す

の
み
。

小
子
此
の
論
を
得
て
、
初
め
て
安
養
の
捷
し
ょ
う
け
い径を

知
る
。
故
に
恭
く
跋
を
為

し
て
洪
恩
を
謝
す
。

(536) 

三
際
…
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
。

(537) 

群
玉
を
〜
ご
と
し
…
す
ぐ
れ
た
も
の
を
集
め
る

こ
と
。
こ
れ
は
荊
山
で
玉
を
集
め
、
海
に
百

川
を
集
め
る
こ
と
に
例
え
て
い
る
。

(538) 

大
声
里
〜
謂
な
り
…
深
遠
な
道
理
は
俗
人
に
は

理
解
さ
れ
な
い
こ
と
。『
荘
子
』
天
地
篇
に
あ

る
。

(539) 

重
玄
…
き
わ
め
て
奥
深
い
こ
と
。

(540) 

方
外
…
世
俗
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
。

(541) 

駑
馬
…
歩
み
の
遅
い
馬
。
才
の
劣
る
者
の
た
と

え
。

(542) 

清
涼
国
師
…
華
厳
宗
第
四
祖
澄
観
（
七
三
八
～

八
三
九
）
の
こ
と
。
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
に

大
統
清
凉
国
師
と
加
賜
さ
れ
る
。『
八
十
華
厳
』

の
註
釈
書
で
あ
る
『
華
厳
経
疏
』
六
〇
巻
を

著
す
が
、弟
子
の
要
望
に
応
え
て
新
た
に
『
随

疏
演
義
鈔
』
九
〇
巻
を
著
し
た
。
こ
の
故
事

に
倣
っ
て
、
こ
こ
で
は
澄
円
が
『
十
勝
論
』

に
続
い
て
、『
輔
助
義
』
を
和
文
で
著
し
た
と

し
て
い
る
。



時
に
貞て

い
わ和

強き
ょ
う
ぎ
ょ

圉
、
陬そ

う
し訾

の
歳(543)

、
夾

き
ょ
う

鐘し
ょ
う

三さ
ん

五ご

の
日(544)

、
金
剛
仏
子
寂
然
序
す
。

【
妙
快
】

夫
れ
三
部
の
教
王
は
是
れ
竺
乾
の
洪
範
な
り
。
九
軸
の
妙
文(545)

は
迺す
な
わ
ち

支
那
の
宝
典
な
り
。
昔
、
能
仁
氏(546)

出
で
て
千
界
に
震
い
、
独
り
三
界
に

主
と
し
て
四
生
の
汨こ
つ
ぼ
つ没
(547)を
観
じ
て
、
済す
く

う
に
別
意
の
教
綱
を
張
設
し
、

群
品
の
致
迷
を
憫あ
わ
れ

み
て
、
恵
む
に
司
南
の
大た
い
ろ輅
(548)を

施
与
す
。
凡
そ
流
転

五
道
に
は
癡ち

愛あ
い
(549)を
本
と
為
し
、
超
ち
ょ
う
お
つ越
二
死(550)

に
は
唱
念
を
宗
と
為
す
。
厥そ

の
唱
念
の
源
は
、
則
ち
因
位
の
大
願
是
れ
な
り
。
若
し
信
敬
受
持
す
る
こ

と
有
る
者
は
則
ち
世
の
津し
ん

梁り
ょ
う
(551)と
作
り
、
若
し
毀き
せ
ん訕
誹
謗
す
る
こ
と
有
る

者
は
則
ち
泥な
い

梨り
(552)の

囚
と
ら
わ
れと

為
る
。

抑
そ
も
そ
も

円
公
大
士
は
二
尊
の
密
意
を
顕
示
せ
ん
が
為
に
、
故
ら
に
『
論
』

を
作
る
。『
論
』
文
を
尽
く
し
、理
を
尽
く
す
が
故
に
、以
て
前
疑
を
開
き
、

而
も
後
滞
を
決さ
と

り
、
四
霧
を
披ひ
ら

い
て
、
而
も
三
景
を
覩み

つ
べ
し
。
夫
れ
論

主
は
名
翼
、天
に
飛
び
、徳
風
、率そ
つ
ど土
(553)に
靡な
び

か
す
。
其
の
智
識
、測
り
叵
し
。

(543) 

陬
訾
の
歳
…
光
明
天
皇
（
北
朝
）
貞
和
丁
亥
三
年

（
一
三
四
七
）。

(544) 

夾
鐘
三
五
の
日
…
陰
暦
二
月
一
五
日
。

(545) 

九
軸
の
妙
文
…
善
導
「
五
部
九
巻
」
を
指
す
。

(546) 

能
仁
氏
…
釈
尊
の
こ
と
。

(547) 

四
生
の
汨
没
…
四
生
と
は
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・

化
生
の
四
種
、
汨
没
と
は
水
中
に
沈
む
こ
と
、

こ
こ
で
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
輪
廻
す

る
こ
と
を
指
す
。

(548) 

司
南
の
大
輅
…
司
南
と
は
指
南
と
同
義
、
大
輅

と
は
天
子
の
乗
る
車
の
こ
と
。

(549) 

癡
愛
…
心
の
暗
い
愚
か
さ
と
貪
り
の
こ
と
で
、

三
毒
の
う
ち
の
愚
癡
と
貪
愛
を
指
す
。

(550) 

超
越
二
死
…
二
死
と
は
分
段
生
死
（
一
定
の
際
限

が
あ
る
三
界
内
の
生
死
）、
変
易
生
死
（
菩
薩
ら

が
自
在
に
変
化
改
易
で
き
る
生
死
）
の
こ
と
。
三

界
の
内
外
に
お
い
て
も
、
称
名
に
よ
っ
て
往

生
で
き
る
と
さ
れ
る
。

(551) 

津
梁
…
河
を
渡
る
筏
の
こ
と
。

(552) 

泥
梨
…
地
獄
の
こ
と
。

(553) 

率
土
…
海
沿
い
の
地
方
、
辺
境
の
地
と
い
う
意

味
か
ら
、
転
じ
て
全
土
の
こ
と
。



注
げ
ど
も
満
た
ず
、
酌
め
ど
も
竭つ

き
ず
。
窃
窃
焉(554)

た
り
、
芒ぼ
う
ぼ
う芒

焉(555)

た
る
の

人
に
対
し
て
も
、
猶
お
賓
賓(556)

と
し
て
問
い
学
ぶ
や
。
故
に
細
流
聚
め
て
巨

海
と
為
り
、
土
壌
積
み
て
泰
山
と
為
る
。
以お
も
ん
み
れ
ば
、
巨
海
の
洪
波
は
湯
し
ょ
う

湯し
ょ
う

兮(557)

と
し
て
蒼
天
に
弥は
び
こ
り
、
太
山
の
巓て
ん

嶽が
く
(558)は
嶫
ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う嶫
兮(559)

と
し
て
九
空
に
隣と
な

る
。
故
に
群
英
、
夫
子
を
観
て
、
皆
な
云
う
。
嘻や
わ
ら
ぐ(560)

も
学
山
の
竜
象(561)

な
り
。

請
う
、
足
下
を
礼
し
て
、
以
て
師
資
の
礼
を
資と

ら
ん
と
。
夫
れ
子
公
は
身
心

を
刻
励
し
、
其
の
行
を
高
尚
に
し
、
世
俗
に
離
異
し
て
卓
爾
と
し
て
群
ぜ
ず
。

妙
雲
牟
尼(562)

の
大
教
を
高
論
し
、
光
明
黒
谷(563)

の
遺
風
を
清
談
す
。
楽ぎ

よ
う
ち智
は
上か
み

聖
旨
に
契か
な

い
、
下し
も

物
機
に
合か
な

う
て
、
而
も
誤
り
無
き
こ
と
、
猶
し
御
寇(564)

の

射
術
の
ご
と
く
、
又
た
鸞
鑑(565)

の
物
を
照
ら
す
に
似
た
り
。
尤
も
至し
じ
ん人
(566)と

謂

い
つ
べ
し
。

抑そ
も
そ
も『
論
』
文
益
多
し
。
故
に
有
道
の
緇し

白び
ゃ
く、
皆
な
序
跋
を
為つ
く

り
て
、
以

て
之
れ
を
毘ひ
さ
ん賛
(567)す
。
其
の
文
詞
、
華
麗
に
し
て
霞
の
ご
と
く
に
煥ひ
か

り
、
錦

の
ご
と
く
に
舒
べ
て
、
褒ほ
う
よ
う揚
の
美
を
極
め
、
讃
歎
の
誠
を
尽
く
す
。

爰
に
小
子
、
庸
才
を
顧
み
ず
、
跋
文
を
書
き
て
来
縁
を
結
ぶ
。
高
識
の
人
、

訕
り
を
致
す
こ
と
莫
れ
。

(554) 

窃
窃
焉
…
声
を
ひ
そ
め
て
話
す
さ
ま
。

(555) 

芒
芒
焉
…
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
さ
ま
。

(556) 

賓
賓
…
か
し
こ
ま
っ
て
つ
と
め
る
さ
ま
。

(557) 

湯
湯
兮
…
河
や
波
が
早
く
流
れ
る
様

(558) 

巓
嶽
…
「
巓
」・「
嶽
」
は
と
も
に
高
い
山
、
頂

の
こ
と
。

(559) 

嶫
嶫
兮
…
山
の
高
く
け
わ
し
い
様
子
。

(560) 

嘻
ぐ
…
喜
び
嘆
息
す
る
さ
ま
。

(561) 

竜
象
…
『
綜
佛
年
報
』
三
二
、一
四
七
頁
、
註

二
〇
。

(562) 

妙
雲
牟
尼
…
竜
樹
を
指
す
。
竜
樹
の
本
地
が
妙

雲
相
仏
と
さ
れ
る
。

(563) 

光
明
黒
谷
…
善
導
・
法
然
を
指
す
。

(564) 

御
寇
…
「
御
」
は
「
禦
」
に
通
じ
る
。
外
敵
を

防
ぐ
こ
と
。

(565) 

鸞
鑑
…
鸞
鏡
の
こ
と
。
鸞
鳥
を
背
に
彫
っ
た
立

派
な
鏡
。

(566) 

至
人
…
十
分
に
道
を
修
め
て
そ
の
極
致
に
達
し

た
人
の
こ
と
。

(567) 

毘
賛
…
そ
ば
に
付
い
て
補
佐
す
る
。



旹
、
貞じ
ょ
う
わ和
箸ち
ょ
よ
う雍
困こ
ん

敦と
ん

南な
ん
り
ょ呂
(568)初
三
の
日
、
沙
門
妙
快
、
謹
ん
で
題
す
。

【
実
信
】

夫
れ
至
理(569)

名
を
絶
す
。
彊し

い
て
無
為
中
道
の
称
を
立
つ
。
大
極(570)

生
を
離

れ
た
れ
ど
も
、
仮
に
彼
此
去
来
の
生
有
り
。
厥そ

の
無
為
の
中
に
尤
も
奇
絶
特

妙
な
る
は
、
是
れ
極
楽
の
無
為
な
り
。
其
の
死
生
の
中
に
殊
に
最
尊
第
一
な

る
は
、
迺す
な
わ
ち
安
養
の
往
生
な
り
。

抑
そ
も
そ
も

毘
提
夫
人
禁
閉
の
難(571)

に
遭
う
に
因
て
、
釈
迦
能
仁
之
れ
が
為
に
浄

土
の
門
を
開
く
。
此
の
中
に
三
摩
鉢
提(572)

の
深
要
有
り
。
箇こ

の
裏
に
六
字
尊

号
の
妙
行
有
り
。
抑
そ
も
そ
も

或も
し
くは
晨
丹
、
或
は
日
本
、
神
僧
大
士
詮
詮
の
者
、
数

測
る
べ
か
ら
ず
。
鉅き
ょ
こ
う公

名
儒(573)

誦
持
の
彙た
ぐ
い

、
籌か
ず

も
能
く
筭さ
ん

す
る
こ
と
莫
し
。

然
り
と
雖
ど
も
随
自
随
他
の
差
降
を
弁
ぜ
ず
。
本
誓
非
願
の
高
卑
を
論
ぜ

ず
。
妄み
だ

り
に
情
に
任
せ
て
行
を
取
る
。
是
れ
則
ち
只た
だ

弥
陀
六
八
の
玄
極
を
失

す
る
の
み
に
非
ず
。
亦
大
に
能
仁
付
属
の
明
詔(574)

に
背
く
者
な
り
。
孰い
ず

れ
か

卓た
く
ら
く犖
(575)抜

萃
の
智
人
と
云
ん
や
。
爰
に
吾
宗
の
高
祖(576)

逞
し
く
両
三
摩
鉢
提
の

優
劣
を
明
し
、
快
く
正
雑
二
行
の
殿
最
を
示
す
。
寔
に
是
れ
判
教
の
故
質

(568) 

南
呂
…
貞
和
戊
子
（
一
三
四
八
）
陰
暦
八
月
。

(569) 

至
理
…
最
高
の
理
り
。

(570) 

大
極
…
中
国
の
宇
宙
観
で
、
も
っ
と
も
根
本
と

な
る
も
の
。

(571) 

毘
提
夫
人
禁
閉
の
難
…
『
観
経
』
に
説
か
れ
る

韋
提
希
夫
人
幽
閉
の
こ
と
。
毘
提
は
韋
提
希

の
異
訳
。

(572) 

三
摩
鉢
提
…
三
摩
跋
提
・
三
摩
鉢
底
と
同
じ
。

精
神
統
一
に
よ
っ
て
心
が
安
ら
か
に
な
っ
た

状
態
を
い
う
。

(573) 

鉅
公
名
儒
…
偉
大
な
人
や
名
高
い
儒
者
。

(574) 

能
仁
付
属
の
明
詔
…
こ
こ
で
は
『
観
経
』
末
尾

に
説
か
れ
る
阿
難
へ
の
念
仏
の
付
属
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

(575) 

卓
犖
…
こ
の
上
な
く
優
れ
て
い
る
さ
ま
。

(576) 

吾
宗
の
高
祖
…
善
導
大
師
の
こ
と
。



に
協か
な

い
、
立
宗
の
骨
法
を
得
た
ま
え
る
者
か
。
故
に
四
方
皆
之
を
握
玩(577)

し
、

八
極
同
じ
く
之
を
珍
敬
す
。
誰
か
帰
せ
ざ
る
の
者
か
。

然
に
導
公
上
人
異
代
の
門
役
有
り
。
浄
公
大
徳
と
名
づ
く
。
道
三
清
に

邁ゆ

き
、
神
六
合
に
遊
ん
で
、
徧
く
名
師
に
諮は
か
り
て
旁
か
た
が
た

秘
蔵
を
求
む
。
梯
航(578)

既

に
具
し
て
、
壼こ
ん
お
う奥
(579)必

ず
臻い
た

る
。
凡
そ
徳
宇
凝
精
に
し
て
、
神
鋒
爽
抜
な
り
。

持
念
の
余
暇
を
以
て
、
筆
を
下
し
て
章
を
成
し
、『
十
勝
論
』
三
軸
を
著
せ

り
。
頗
る
作
者
に
称
せ
見ら

る
。
夫
れ
経
論
は
伝
道
の
妙
器
、
帰
郷
の
直
路
な

り
。
慈
父
の
教
令
に
云
く
、「
文
字
道
を
詮
す
、
一
指
月
を
示
す
」
と
。
文

字
一
指
を
学
得
し
竟
て
、
亦
更
に
字
指
の
傀
儡
を
忘
れ
て
、
棚
裏
の
機
関(580)

を
知
ら
ば
、
此
れ
即
ち
聖
者
の
撰
有
る
所ゆ
え
ん以

な
り
。
明
者
の
能
く
述
す
る
所

以
な
り
。
微
言
の
緒
、
継
継
し
て
絶
え
ず
。

於あ

あ戯
、
論
主
微な
か
りせ
ば
吾
門
の
十
勝
孰い
ず

れ
か
之
を
言
わ
ん
や
。
後
代
奚な
ん

ぞ
述

せ
ん
や
。
大お
お
よ凡
そ
天
の
木
鐸(581)

と
為
る
は
、
是
れ
吾
が
先
生
の
み
。
夫
れ
大

聖
は
寛
弘
に
し
て
小
節
に
拘
わ
ら
ず
。
諸
子
は
庸
瑣
に
し
て
今
の
論
教
を
以

て
、
非
と
為
し
て
細
碎(582)

の
間
に
公
の
智
識
を
格
量
す
。
謂
つ
べ
し
。
蠡
ひ
さ
ご
(583)を

以
て
海
を
酌
む
に
、
焉
ん
ぞ
浅
深
を
測
ら
ん
と
。
公
は
即
ち
他
の
不
当
の
沮

(577) 

握
玩
…
大
切
に
し
な
が
ら
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
。

(578) 

梯
航
…
手
引
き
、
案
内
の
こ
と
。

(579) 

壼
奥
…
物
事
の
奥
深
い
と
こ
ろ
。

(580) 

棚
裏
の
機
関
…
傀
儡
を
操
る
棚
の
裏
の
仕
組
み
。

(581) 

木
鐸
…
世
人
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
教
え
導
く
人
。

(582) 

細
碎
…
細
々
し
て
煩
わ
し
い
。

(583) 

蠡
…
ひ
ょ
う
た
ん
を
割
っ
て
作
っ
た
器
。



み
を
聞
く
と
き
は
、
則
ち
黙
し
て
言
わ
ず
。
或
は
又
先
ず
大
息
し
、
後
に
天

に
向
て
呵
呵
と
笑
う
。
然
に
学
者
多
く
明
日
に
恥
慚
す
。
今
小
子
法
城
を
護

ら
ん
が
為
に
、
不
請
の
友
と
作
り
て
、
高
く
跋
文
を
製
し
て
真
乗
を
恢
闡
し
、

永
代
に
程は
か

り
て
作
し
、
長
冥
に
炬
を
示
す
。

時
に
貞
和
屠
雍(584)

星
紀(585)

仲
呂(586)

初
八
之
日
。
三
部(587)

大
阿
闍
梨
耶
実
信
序
す
。

【
即
成
】

稽か
ん
がう
れ
ば
夫
れ
六
八
宏
誓
の
憲
度
、
如
来
授
手
の
軌
迹
、
須
臾
即
詣
の
速

に
、
応
声
感
降
の
妙
、
天
の
如
く
に
麗り

に
し
て
且
た
弥は

び
こ
り
、
地
の
如
く
に
普

く
而
も
深
し
。
固ま
こ
と
に
末
に
学
び
膚は
だ
え
に
受
け
た
る
人
の
能
く
詳
勘
す
る
所
に
非

ず
。抑

そ
も
そ
も

論
主
に
生
知
の
才
有
り
て
能
く
其
の
玄
邃(588)

を
悟
る
。
又
た
凍こ

ご

い
た

る
則と
き

ん
ば
衣
を
青
陽
の
春
天
に
仮
り
、
暍あ

つ

き(589)

則
ん
ば
冷
を
玄
冬
の
寒
風
に

待
ち
、
飢
え
た
る
則
ん
ば
飽
く
こ
と
浄
刹
の
百
味
を
思
い
、
渇
き
た
る
則
ん

ば
飲
む
こ
と
を
八
池
の
徳
水
に
期
し
て
、
曽
て
偽
り
諂へ
つ
ら
わ
ず
。

夫
れ
以
れ
ば
衆
人
は
利
を
重
ん
じ
、
廉
士
は
名
を
重
ん
じ
、
賢
士
は
志
を

(584) 

屠
雍
…
屠
維
（
十
干
の
己
）
の
こ
と
か
。
貞

和
年
間
に
己
が
く
る
の
は
、
貞
和
五
年

（
一
三
四
九
）。

(585) 

星
紀
…
十
二
次
の
ひ
と
つ
。
丑
。

(586) 

仲
呂
…
旧
暦
の
四
月
。

(587) 

三
部
…
密
教
の
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
両
部
に
蘇

悉
地
法
を
加
え
た
も
の
。

(588) 

玄
邃
…
奥
深
い
さ
ま
。

(589) 

暍
…
「
あ
つ
さ
あ
た
り
」
と
も
訓
ず
る
。



尚た
っ
とび

、
聖
人
は
精
を
貴
ぶ
。
公
の
貴
ぶ
所
は
是
れ
二
道
の
学(590)

な
り
。
彼
の

四
子
の
貴
重
す
る
攸と
こ
ろ

と
、
同
日
に
し
て
之
れ
を
語
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

抑
そ
も
そ
も

論
主
浄
公
大
徳
は
心
を
し
て
論
を
製
す
。
厥
の
為

か
た
ち
た
ら
く
壮
、
和
漢
の
旧
典

を
披
き
て
、
以
て
善
を
択
び
て
従
い
、
能
を
資
け
て
録
し
て
本
願
の
精
要
を

弁
じ
、
別
教
の
宗
本
を
明
か
す
。
厥
の
文
義
、
深
妙
玄
遠
な
り
。
達
識
洞
照

す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
亦
た
能
く
弁
ず
る
こ
と
莫
か
り
け
ん
。

小
子
今
深
く
其
の
句
語
を
味
わ
う
に
、
正
に
天
漿
甘
露
の
如
く
し
て
自
然

に
淳
至
な
り
。
決さ
だ

め
て
世
間
の
済ま
す

に
塩
梅
を
以
て
す
る
者
の
能
く
髣ほ
う
ふ
つ髴
す
る

所
に
非
ず
。
然
る
に
近
世
妄
庸
の
彙た
ぐ
い
、
或
い
は
文
理
を
沮は
ば

ん
で
之
れ
蔑べ

つ
じ
よ如
を

し
、
或
い
は
篇
数
を
増
し
て
之
れ
を
穢
雑
す
。
於あ

あ戯
恐
し
き
か
な
。
噫あ

あ嘻

惜あ
た
らし

き
か
な
。

夫
れ
論
主
と
余
者
と
同
じ
く
経
論
を
見
、
倶
に
釈
文
に
対
す
。
然
る
に

其
の
解
判
の
正
邪
、
天
懸は
る

か
な
り
。
是
れ
則
ち
眼
意
利
鈍
の
不
同
の
み
。

南な
ん
え
い
し
ゅ

栄
趎

(591)言
え
る
こ
と
有
り
。「
目
と
形
と
、
吾
れ
は
其
の
異
な
り
を
知
ら
ざ

る
な
り
。
而
し
て
盲
者
は
自
得
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
耳
と
形
と
、
吾
れ
は
其

の
異
な
り
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
聾
者
は
自
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
心

(590) 

二
道
…
仏
教
と
儒
教
の
こ
と
。

(591) 

南
栄
趎
…
老
子
の
弟
子
で
あ
る
庚
桑
楚
の
門
人
。



と
形
と
、
吾
れ
は
其
の
異
な
り
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
狂
者
は
自
得
す

る
こ
と
能
わ
ず(592)

」
と
。
此
の
義
、
今
に
通
じ
て
其
の
意
を
得
た
り
。
嗚あ

あ呼

宜む
べ

な
る
か
な
、
寔ま
こ
と

な
る
か
な
。

牟
尼
薄
伽
、
教
網
を
八
萬
に
設
張
し
か
ば
、
苦
海
の
迷
類
、
悉
く
菩
提
の

彼
岸
に
到
り
、
円
公
大
徳
、
龍
泉
を
十
勝
に
振
揮
す
れ
ば
、
曠
沢
群
賊
、
同

じ
く
邪
見
の
高
幢
を
靡な
び

か
す
。
誠
に
是
れ
西
方
往
生
の
指
南
、
東
海(593)

出
離

の
巨
筏
な
る
者
な
り
。

然
る
に
貞
和
巳
丑
の
歳(594)

、
清
水
寺
回
禄(595)

の
時
、
此
の
『
論
』
両
本
、
之

れ
を
失
す
。
謂
わ
ゆ
る
一
本
は
一
両
軸
、
忽
せ
に
煨わ
い
じ
ん燼
(596)と
為
る
。
一
軸
は

速
か
に
塵
土
に
塗ま
み

れ
竟
ぬ
。
一
本
は
紛
失
し
て
永
く
見
え
ず
。
小
子
、
苦

ね
ん
ご
ろに

其
の
文
を
求
め
ん
と
雖
も
、
之
れ
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
適
た
ま
た
ま

一
二
を
得
れ

ど
も
、
猶
し
未
だ
余
巻
を
得
ず
。
然
る
に
同
杞(597)

の
林
鐘(598)

の
天
に
其
の
全
部

を
獲
た
り
。
仍
て
同
志
を
し
て
之
れ
を
写
し
、
晨
昏
、
之
れ
を
握
玩
し
て
、

以
て
心
を
洗
い
慮
り
を
安
じ
竟
訖
ぬ
。
又
た
剰
あ
ま
つ
さえ
跋
文
を
綴
り
て
、
巻
末
に

附
す
る
の
み
。

一
乗
行
者
沙
門
即
成
、
謹
ん
で
跋
す
。

(592) 

目
之
与
形
～
不
能
自
得
…
『
荘
子
』
雑
篇
庚
桑

楚
第
二
三
。

(593) 

東
海
…
こ
こ
で
は
西
方
に
対
し
、
此
土
を
指
す
。

(594) 

貞
和
巳
丑
歳
…
「
巳
丑
」
は
乙
丑
の
誤
り
で
貞

和
五
年
（
一
三
四
九
）
に
あ
た
る
。

(595) 

回
禄
…
火
災
に
あ
う
こ
と
。
貞
和
五
年
二
月
に

清
水
寺
の
本
堂
阿
弥
陀
堂
な
ど
が
焼
失
し
て

い
る
。

(596) 

煨
燼
…
灰
燼
と
同
義
で
焼
け
残
り
の
こ
と
。

(597) 

同
杞
…
寛
文
三
年
刊
本
に
よ
れ
ば
「
同
じ
き
」

と
読
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
杞
」
は
「
紀
」

の
誤
り
か
。

(598) 

林
鐘
…
陰
暦
六
月
。



【
隆
秀
】

蓋
し
聞
く
、「
夫
れ
道
の
為て
い
た
ら
く状
や
、
体
、
百
非(599)

を
絶
し
、
理
、
四
句(600)

を
超

え
た
り
。
之
れ
を
言
え
ば
其
の
真
を
失
す
。
之
れ
を
知
れ
ば
其
の
愚
に
反

る
。
之
れ
を
有
と
し
む
れ
ば
其
の
性
に
乖
き
。
之
れ
を
無
と
す
れ
ば
其
の
体

を
傷
つ
く
る
。
故
に
七
弁(601)

も
音
を
惙
め
、
五
眼(602)

も
照
を
冥
く
し
、
釈
迦
も

室
を
掩お
お

い
、
浄
名
も
口
を
杜ふ
さ

ぐ(603)

」。
然
れ
ど
も
有
因
縁
の
故
に
、
亦
た
可
得

説
の
一
軌
無
き
に
非
ず
。
亦
た
「
総
持
無
文
字
文
字
顕
総
持(604)

」
の
金
言
有
り
。

是
れ
則
ち
根
本
後
得(605)

の
差
殊
、
大
智
大
悲
の
不
同
な
る
の
み
。
後
得
大
悲

門
の
中
に
亦
た
格
外
不
共(606)

の
妙
文
を
出
す
。
所
謂
、三
部
の
洪
典(607)

是
れ
な
り
。

(602) 

五
眼
…
①
肉
眼
②
天
眼
③
慧
眼
④
法
眼
⑤
仏
眼

の
五
種
。
認
識
の
は
た
ら
き
を
五
種
に
整
理

し
た
も
の
。

(603) 

夫
道
之
為
〜
浄
名
杜
口
…
吉
蔵
『
三
論
玄
義
』

に
「
夫
道
之
爲
状
也
。
體
絶
百
非
。
理
超
四

句
。
言
之
者
失
其
眞
。
知
之
者
反
其
愚
。
有

之
者
乖
其
性
。無
之
者
傷
其
體
。故
七
辨
輟
音
。

五
眼
冥
照
。
釋
迦
掩
室
。
淨
名
杜
口
」（
正
蔵

四
五
、二
下
）
と
あ
る
。

(604) 

総
持
無
文
〜
字
顕
総
持
…
『
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
』に「
総
持
無
文
字
文
字
顕
総
持
」（
正
蔵
七
、

九
五
七
上
）
と
あ
る
。

(605) 

根
本
後
得
…
真
如
を
さ
と
る
智
慧
で
あ
る
根
本

智
（
無
分
別
智
）
と
、
根
本
智
を
得
て
後
に
衆

生
済
度
の
た
め
に
は
た
ら
く
智
慧
で
あ
る
後

得
智
（
分
別
智
）
の
こ
と
。

(606) 

格
外
不
共
…
格
外
は
並
外
れ
て
勝
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
不
共
は
仏
に
の
み
具
わ
っ
て
い

て
他
と
共
通
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
。

と
も
に
浄
土
教
が
他
の
教
義
に
超
越
的
な
教

え
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(607) 

三
部
洪
典
…
こ
こ
で
は『
無
量
寿
経
』『
観
経
』『
阿

弥
陀
経
』
の
浄
土
三
部
経
を
指
す
。

(599) 

百
非
…
多
く
の
否
定
の
意
。
こ
こ
で
は
悟
り
へ

の
道
が
、
有
で
も
な
く
無
（
空
）
で
も
な
い
、

非
有
で
も
な
く
非
無
（
空
）
で
も
な
い
と
、

否
定
を
重
ね
る
こ
と
で
人
間
の
思
慮
分
別
を

超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(600) 

四
句
…
有
と
無
（
空
）
を
以
て
諸
法
を
分
別
す
る

四
句
分
別
の
こ
と
。
第
一
句
有
門
・
第
二
句

空
門
・
第
三
句
亦
有
亦
空
門
・
第
四
句
非
有

非
空
門
の
前
二
句
を
両
単
と
い
い
、
後
二
句

を
倶
是
倶
非
な
ど
と
い
う
。

(601) 

七
弁
…
①
捷
疾
弁
②
利
弁
③
不
尽
弁
④
不
可
断

弁
⑤
随
応
弁
⑥
義
弁
⑦
一
切
世
間
最
上
弁
の

七
種
の
菩
薩
の
弁
舌
の
こ
と
。



四
依(608)

踵
を
継
い
で(609)

之
れ
を
伝
持
し
、
諸
家
跡
を
同
じ
て
之
れ
を
闡せ

ん

通
す
。

古
に
云
く
、
赤
馬
の
黄
駒
を
恋
る
や
、
李
南
、
其
れ
母
子
の
天
愛
を
解
し
、

白
雀
の
衆
鳥
に
従
う
や
、
侯
瑾
、
其
れ
君
子
の
道
の
消
す
る
こ
と
を
歎
く
。

爰
に
世
、
澆
季
に
洎お
よ

ん
で
光
明
の
道(610)

稍や
や

暗
く
、
時
、
末
法
に
属
し
て
吉
水

の
流
れ(611)

漸
く
濁
る
。
有
識
之
れ
を
以
て
流
慟
し
、
道
士
所こ
の
ゆ
え以
に
大
い
に
悲

し
む
。

論
主
の
法
幢
、
茲
れ
が
為
に
建
て
、
浄
土
の
十
勝
、
斯
れ
に
繇
し
た
が
いて
造
る
。

其
の
著
述
の
為て
い
た
ら
く体
た
る
や
、
衆
家
の
短
を
捨
て
、
諸
籍
の
長
ぜ
る
を
取
り
、

多
く
前
代
未
聞
の
事
を
挙
げ
、
正
し
く
将
来
不
有
の
言
を
吐
い
て
、
以
て
其

の
源
底
を
極
し
て
、
以
て
厥
の
理
窟
を
尽
く
す
。
一
源
も
究
極
せ
ざ
れ
ば
、

則
ち
諍
論
止
息
せ
ず
。
毫
理
も
窮
尽
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
玄
道
露あ
ら
われ

ず
。
然
る

に
今
、
源
と
し
て
索も
と

め
ざ
る
勿な

し
。
故
に
群
諍
忽
ち
に
息
み
ぬ
。
義
と
し
て

探
ら
ざ
る
莫
し
。
故
に
至
理
速
か
に
通
ず
。
故
を
以
て
斯
の
論
文
広
く
異
計

を
排
し
て
以
て
一
路
に
帰
趣
せ
し
む
。
普
く
庸
愚
を
諭
し
て
以
て
捷
径
を
顕

示
す
。
爰
を
以
て
味
道
の
君
子
、
皆
な
此
の
論
を
宗た
っ
と

び
て
以
て
直
道
を
履
む

の
津し
ん
が
い涯
(612)と
為
し
、
求
聖
の
智
人
は
悉
く
茲
の
典
に
依
て
以
て
度
門
に
入
る

(608) 

四
依
…
人
天
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
四
種
の
菩

薩
の
こ
と
。
四
依
菩
薩
の
階
位
の
分
類
に
は

多
く
の
異
説
が
あ
る
。

(609) 

継
踵
…
継
承
と
同
じ
く
、
前
者
の
後
を
引
き
継

ぐ
の
意
。

(610) 

光
明
之
道
…
中
国
長
安
の
光
明
寺
に
お
い
て
説

か
れ
た
善
導
の
浄
土
教
の
こ
と
。

(611) 

吉
水
之
流
…
日
本
京
都
の
吉
水
に
お
い
て
説
か

れ
た
法
然
の
浄
土
宗
の
教
え
の
こ
と
。

(612) 

津
涯
…
船
を
着
け
る
岸
や
水
際
の
こ
と
。



の
枢
鍵け
ん

と
為
す
。
古
に
云
く
、「
百
梁
の
構
え
興
る
則と
き

ん
ば
茅ぼ

う

茨し
(613)の

仄そ
く
ろ
う陋
(614)を

鄙い
や

し
く
し
、
斯
の
論
の
紘
博
な
る
こ
と
を
覩
る
則と

き

ん
ば
偏
悟
の
鄙ひ
ば
い倍
(615)を

知

る(616)

」
と
。
此
れ
は
学
者
十
勝
の
妙
道
を
看
て
、
魯
鈍
の
卑
懐
を
慙は

じ

る
こ
と

を
云し
か

謂
う
か
。

抑
そ
も
そ
も

隠
士
隆
秀
、夙
し
ゅ
く
く
ん熏
多
幸
に
し
て
英
賢
の
高
判
に
値
う
こ
と
を
喜
ん
で
、

憖な
ま
じい

に
弊
文
を
綴
て
其
の
文
尾
に
題
す
と
爾い
う

。

【
一
秀
】

詳
ら
か
に
す
れ
ば
、
夫
れ
浄
土
十
勝
論
は
変
礫
成
金(617)

の
大
術
、
転
毒
為

薬(618)

の
秘
方
な
り
。
且
く
若
し
此
の
論
に
依
り
て
持
念
す
れ
ば
、
火か
ぎ
や
く輅

の
軛
く
び
き
(619)

摧く
だ

け
て
、
涼
風
天
花
を
吹
き
、
阿
防(620)

躄ひ
ゃ
く

地じ
(621)し

て
、
日
輪
、
闇
室
を
照
ら
す
。

夫
れ
以
れ
ば
忍
界(622)

は
諸
の
苦
患
を
具
し
、
安
養
は
但
だ
衆
楽
を
受
け
、
此

土
は
業
障
の
重
軽
に
随
い
て
三
界
に
墜
堕
し
、
彼
土
は
功
業
の
深
浅
に
任
せ

て
九
蓮
に
階の
ぼ

る
。
楽
域
と
苦
邦
と
、
金
室
と
泥
沙
と
に
孰い
ず
れ与
ぞ
、
豈
に
沙
苦

を
抛
ち
て
金
楽
を
取
ら
ざ
ら
ん
や
。

抑
そ
も
そ
も

円
公
上
人
は
生
知
の
才
を
具
え
て
、
夜
月
を
屋
上
に
追
わ
ず
。
蛍
雪

(613) 

茅
茨
…
か
や
と
い
ば
ら
で
葺
い
た
よ
う
な
粗
末

な
建
物
の
こ
と
。

(614) 

仄
陋
…
卑
し
い
身
分
の
こ
と
。

(615) 

鄙
倍
…
心
卑
し
く
て
道
理
に
背
く
こ
と
。

(616) 

百
梁
之
～
之
鄙
倍
…
竜
樹
『
中
論
』
に
「
百
梁

之
搆
興
。則
鄙
茅
茨
之
仄
陋
。覩
斯
論
之
宏
曠
。

則
知
偏
悟
之
鄙
倍
」（
正
蔵
三
〇
・
一
上
）
と
あ

る
。

(617) 

変
礫
成
金
…
法
照
『
五
会
法
事
讃
』
に
「
般
舟

三
昧
楽
専
心
念
仏
見
弥
陀
但
使
迴
心
多
念
仏

能
令
瓦
礫
変
成
金
」（
浄
全
六
・
六
八
六
上
）
と

あ
る
。

(618) 

転
毒
為
薬
…
龍
樹
『
大
智
度
論
』
に
「
譬
如
大

薬
師
能
以
毒
為
薬
」（
正
蔵
二
五
・
七
五
四
中
）

と
あ
る
。

(619) 

火
輅
の
軛
…
火
輅
と
は
火
の
車
、
軛
と
は
車
の

轅
（
な
が
え
）
の
端
に
つ
け
て
、
牛
馬
の
後
頸

に
か
け
る
横
木
。

(620) 

阿
防
…
地
獄
の
獄
卒
。
牛
頭
で
、
胴
と
手
は
人
、

脚
は
牛
に
似
て
お
り
、
山
を
抜
く
ほ
ど
力
が

強
く
、
羅
刹
の
よ
う
に
暴
悪
で
あ
る
。

(621) 

躄
地
…
地
面
に
倒
れ
て
転
げ
回
る
こ
と
。「
び
ゃ

く
じ
」
と
も
言
う
。

(622) 

忍
界
…
娑
婆
世
界
の
こ
と
。



を
窓
中
に
聚
め
ず
と
い
え
ど
も
、
諸
宗
を
通
利
し
、
内
外
に
綜
慣
す
。
諸
芸

を
一
身
に
備
う
と
い
え
ど
も
更
に
碩
鼠
の
五
能(623)

に
非
ず
。
四
海
を
寸
波
に

収
む
と
い
え
ど
も
、
亦
た
文
広
の
譏
謙
を
離
れ
た
り
。
寔
に
是
れ
無
明
長
夜

の
隋
珠(624)

、
老
病
生
患
の
甘
薬
な
り
。
爰
に
隠
を
索
め
ず
、
深
に
釣
ら
ざ
る

庸
輩
あ
り
て
、
論
文
を
誹
り
、
論
主
を
侮
る
。
然
る
に
人
の
辱
呵
す
る
を
被

り
、
或
い
は
冥
の
照
罰
に
駭お
ど
ろ

い
て
、
自
ら
臂ひ
じ

を
断
じ
て
以
て
過
り
を
謝
し
、

自
ら
髪
を
薙(625)

り
て
以
て
随
任
し
、
手
を
肉に
く
だ
ん袒
(626)し
て
誅
を
請
い
、
手
に
組
く
み
ひ
もを

係
け
て
降
伏
す
。
罪
人
一
秀
、
亦
た
其
の
一
つ
な
り
。
追
悔
信
伏
の
余
、
筋

力
を
励
ま
し
て
以
て
論
文
を
歎
ず
。

伝
天
台
宗
、
兼
真
言
教
、
厭
欣
の
行
者
、
死
刑
一
秀
、
故
こ
と
さ
らに

稽け
い
そ
う顙
(627)し

て

洛
陽
河
東
福
成
寺
に
書
す
。

【
隆
珍
】

吾
れ
先
聖
に
聞
く(628)

。

諸
大
乗
経
に
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
勧
む
。
因
、
二
種
に
通
ず
。
一
に

は
定
、
二
に
は
散
。
定
は
謂
く
即
身
に
仏
を
観
じ
て
彼
の
西
方
の
依
正

(623) 

碩
鼠
之
五
能
…
碩
鼠
と
は
昆
虫
の
ケ
ラ
の
こ
と
。

五
能
と
は
飛
ぶ
・
登
る
・
潜
る
・
掘
る
・
走

る
の
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
能
力
が
あ
る
が
、

ど
れ
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

(624) 

隋
珠
…
随
色
摩
尼
の
こ
と
で
、
摩
尼
宝
珠
の
こ

と
。

(625) 

原
文
に
は
䕌
「
お
さ
な
い
、
い
と
け
な
い
」
と

あ
る
が
、
意
味
が
と
れ
な
い
た
め
、
薙
「
か

り
と
る
」
と
し
た
。

(626) 

肉
袒
…
肩
脱
ぎ
し
て
、
肉
体
の
一
部
を
あ
ら
わ

す
こ
と
。
昔
中
国
で
降
伏
や
謝
罪
の
意
を
あ

ら
わ
す
た
め
に
お
こ
な
っ
た
。

(627) 

稽
顙
…
頭
を
地
面
に
す
り
つ
け
る
よ
う
に
拝
礼

す
る
こ
と
。
手
紙
文
の
末
尾
に
書
き
添
え
て
、

相
手
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
語
。

(628) 

吾
聞
先
聖
…
以
下
『
楽
邦
文
類
』（
正
蔵

四
七
・
二
一
一
中
～
下
）。



主
伴
を
想
う
。
二
に
は
散
善
。
純
実
の
心
を
用
て
西
方
有
り
と
信
じ
て
、

一
心
不
乱
に
し
て
念
を
弥
陀
に
繋
け
て
、
一
日
七
日
声
声
絶
え
ず
、
念

念
無
間
な
り
。『
経
』
に
云
く
「
名
号
を
執
持
し
て
一
日
七
日
一
心
不

乱
な
れ
ば
、
其
の
人
命
終
の
と
き
、
即
ち
弥
陀
仏
と
諸
の
聖
衆
と
現
じ

て
其
の
前
に
在
す(629)

」
と
。
然
る
に
事
に
彼
の
国
を
想
い
て
、
但
だ
三

観(630)

無
き
を
散
善
と
名
づ
く
の
み
。
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
咸

こ
と
ご
とく

極
楽
に

登
る
。
吾
祖
智
者
の
云
く
「
根
に
利
鈍
有
り
、
行
に
定
散
有
り
。
観
仏

三
昧
は
定
な
り
。
余
善
を
修
す
る
を
説
き
て
以
て
散
と
為
す
。
散
善
は

力
微
に
し
て
五
逆
を
滅
除
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
此
の
経
に
は
観
を
明
か

す
が
故
に
往
生
を
得(631)

」
と
。
是
こ
に
知
ん
ぬ
。
若
し
は
定
、若
し
は
散
、

或
い
は
鈍
、
或
い
は
利
、
皆
な
浄
土
の
因
に
し
て
咸
く
無
生
に
趣
き
、

永
く
退
転
無
し
と
。

夫
れ
散
称
即
往
の
一
則
は
大
い
に
時
機
を
得
て
、
而
し
て
利
有
り
。
其
の
散

唱
直
詣
の
断
簡
、『
浄
土
十
勝
論
』
に
具
さ
な
り
。

於あ
あ

西
乾
東
震
の
諸
聖(632)

、
月
国
日
域
の
群
英(633)

、
力
を
勠あ

わ

せ
、
志
を
一
に
し

て
以
て
弥
陀
別
願
の
宗
旨
を
賛
輔(634)

す
。
其
の
書
典
、山
と
積
も
り
海
と
湛た

た

う
。

(629) 『
阿
弥
陀
経
』（
浄
全
一
・
五
四
）。

(630) 

三
観
…
天
台
に
説
か
れ
る
空
・
仮
・
中
の
三
観

の
こ
と
。

(631) 

伝
智
顗
『
観
経
疏
』（
正
蔵
三
七
・
一
九
三
中
）。

(632) 

西
乾
東
震
之
諸
聖
…
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
至
る

ま
で
の
聖
人
の
こ
と
。

(633) 

月
国
日
域
之
群
英
…
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
至
る

ま
で
の
優
秀
な
人
々
の
こ
と
。

(634) 

賛
輔
…
賛
仰
輔
助
の
意
。
賛
仰
は
聖
人
の
道
を

探
求
し
徳
を
仰
ぎ
慕
い
、
学
問
・
研
究
に
精

進
す
る
こ
と
。
輔
助
は
足
り
な
い
も
の
を
補

い
助
け
る
こ
と
。



唯
た
だ
た
だ

此
の
論
文
最
も
首
冠
為
り
。
聖
旨
を
援
引
し
て
衆
惑
を
開
決
す
。
万
年

の
闇
室
に
日
至
り
て
頓
に
群
陰
を
釈と

き
、
千
里
の
水
程
に
舟
具
え
て
自
力
を

労
せ
ず
。
覚
王
の
後
身
に
非
ざ
れ
ば
、是
こ
に
至
る
こ
と
能
わ
ず
。
抑
そ
も
そ
も

隆
珍
、

西
郊
法
輪
寺(635)

に
於
て
、
斯
の
文
を
獲
て
読
み
て
所
解
を
示
す
。
信
を
生
ぜ

ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し(636)

。

夫
れ
論
主
夫
子
円
公
大
徳
は
浮
図
洪
教
中
興
の
俊
雄
と
し
て
真
人
為た

り
聖

人
為た

り
。
不
器
に
し
て
量
り
叵
く
、
高
遠
に
し
て
窺
い
難
し
。
金
言
を
沙

界(637)

に
布
き
、
木
鐸(638)

を
鉄
囲(639)

に
振
う
。
音
を
聞
き
て
理
を
察
し
、
色
を
見
て

意
を
知
る
。
所
以
に
機き

ぎ宜
(640)に
任
せ
て
、
或
い
は
理
を
以
て
事
を
奪
し
、
或

い
は
事
を
以
て
理
を
奪
す
。
故
を
以
て
言
を
も
失
せ
ず
、
人
を
も
失
せ
ず
。

寓
言
卮し
げ
ん言
(641)機

に
随
い
て
用
い
、
規き

く矩
抑
揚(642)

人
に
依
っ
て
摂
す
。
能
く
問
い

能
く
答
え
て
学
者
の
四
失(643)

を
救
う
。
故
に
鷹よ
う

鳩き
ゅ
う

雉ち

雀じ
ゃ
くの
鸞
、
一
に
非
ず
。

(637) 

沙
界
…
娑
婆
世
界
の
こ
と
。

(638) 

木
鐸
…
木
製
の
鈴
。
中
国
で
は
法
令
を
人
民
に

触
れ
て
歩
く
際
に
用
い
た
。
転
じ
て
世
人
に

警
告
を
発
し
て
教
え
導
く
人

(639) 

鉄
囲
…
鉄
囲
山
の
こ
と
。
須
弥
山
を
中
心
に
九

山
八
海
が
こ
れ
を
と
り
ま
く
が
、
そ
の
最
も

外
側
の
鉄
で
で
き
た
山
を
い
う
。

(640) 

機
宜
…
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ

れ
を
す
る
の
に
よ
い
機
会
。

(641) 

寓
言
卮
言
…
寓
言
・
重
言
・
卮
言
。
荘
子
の
『
荘

子
』
雑
編
の
中
「
寓
言
篇
」
に
あ
る
。
寓
言

は
い
わ
ゆ
る
比
喩
、
重
言
は
い
わ
ゆ
る
引
用
、

卮
言
は
い
わ
ゆ
る
自
由
な
表
現

(642) 

規
矩
抑
揚
…
規
矩
は
考
え
や
行
動
の
基
準
と
す

る
も
の
。
手
本
、
規
則
の
こ
と
。
抑
揚
は
音

声
や
音
楽
の
調
子
の
上
げ
下
げ
や
強
弱
を
つ

け
る
こ
と
。

(643) 

四
失
…『
礼
記
』「
学
記
」に
学
ぶ
者
に
多
・
寡
・
易
・

止
の
失
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
多
を

失
す
と
は
、
多
く
の
こ
と
に
手
を
広
げ
る
と
、

す
べ
て
散
漫
な
知
識
と
な
る
こ
と
。
寡
の
失

と
は
狭
い
範
囲
の
こ
と
を
す
れ
ば
知
識
は
貧

弱
に
な
る
こ
と
。
易
の
失
と
は
、
目
先
の
変

化
に
引
か
れ
る
と
何
一
つ
完
全
な
知
識
は
得

ら
れ
な
い
こ
と
。
止
の
失
と
は
、
狭
い
範
囲

に
限
定
す
れ
ば
知
識
は
偏
狭
と
な
る
こ
と
。

(635) 

法
輪
寺
…
不
明

(636) 

賛
輔
弥
陀
～
不
生
信
兮
…
『
浄
土
十
疑
論
』
楊

傑
序
（
正
蔵
四
七
・
七
七
中
）
を
参
照
し
て
書

か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
然
賛
輔
彌
陀
教

觀
者
。
其
書
山
積
。
唯
天
台
智
者
大
師
。
淨

土
十
疑
論
最
爲
首
冠
援
引
聖
言
。
開
決
群
惑
。

萬
年
闇
室
。
日
至
而
頓
有
餘
光
。
千
里
水
程

舟
具
。
而
不
勞
自
力
。
非
法
藏
後
身
不
能
至

於
是
也
。
傑
頃
於
都
下
甞
獲
斯
文
。
讀
示
所

知
無
不
生
信
。」



又
た
文
辞

(644)

 

然ぜ
ん

と
し
て
称
誉
頓
に
上の
ぼ

る
。
其
の
辞
筆
弁
衆
の
徳
、
得
て
し

て
称
し
叵
き
者
か
。
徳
星(645)

野
に
見あ
ら

わ
れ
九
包(646)

林
に
遊
ぶ
と
は
、
蓋
し
此
の

故
な
り
。
但
し
、
儘ま
ま

背
信
合
疑
の
輩
を
視
聴
す
。
此
れ
は
是
れ
大
声
里
耳
に

入
ら
ざ
る(647)

の
謂い

い

の
み
。

金
剛
仏
子
隆
珍
謹
ん
で
書
す
。

【
舜
秀
】

夫
れ
以
れ
ば
本
誓
の
教
行
は
、
出
離
の
捷し
ょ
う
け
い径
、
依
行
す
る
の
人
は
珍
台
に

上
り
て
高
く
躍
り
、
帰
仰
す
る
の
輩
は
宝
蓮
に
坐
し
て
化
生
す
。
如
来
、
玉

光
を
耀
か
し
て
常
に
摂
護
し
、
四
王
、
龍
泉
を
揮ふ
る

い
て
恒
に
守
衛
す
。
斯
の

如
き
等
の
勝
益
、
衆
生
冥
然
と
し
て
識
知
せ
ず
。
所
以
に
論
主
、
此
の
瞽く

盲も
う

の
類(648)

を
矜
き
ょ
う
あ
い哀
(649)し
て
、
浄
土
の
十
勝
を
纂あ
つ

め
て
華
夷(650)

の
七
衆(651)

に
与
へ
て
、
仏

事
を
施
作
し
て
誓
教
を
洪
通
す
。

抑
そ
も
そ
も

竺
土
震
地
の
群
聖
、
馬
台
日
域
の
衆
賢
等
、
二
尊
郢よ
う

匠し
ょ
う
(652)の
秘
術
を

毘
賛
し
、
六
合
下
流(653)

の
出
要
を
顕
示
す
る
こ
と
一
に
非
ず
。
其
の
典
籍
山

岳
と
積
も
り
、
厥
の
法
語
瀛よ
う

洋よ
う

と
湛た
た

え
、
其
の
中
に
唯
だ
円
公
尊
師
の
『
浄

(644) 

…
作
字
。

(645) 

徳
星
…
徳
高
き
聖
人
の
こ
と
か

(646) 

九
包
…
不
明

(647) 

大
声
不
入
里
耳
…
『
荘
子
』「
天
地
」
に
、
す
ぐ

れ
た
音
楽
は
俗
人
の
耳
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
あ
り
、
高
尚
な
議
論
は
俗
人
に
理
解

さ
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
。

(648) 

瞽
盲
之
類
…
教
え
に
暗
い
者
の
意
。

(649) 

矜
哀
…
あ
わ
れ
む
こ
と
。

(650) 

華
夷
…
自
国
と
外
国
の
こ
と
。

(651) 

七
衆
…
仏
教
徒
の
集
団
を
構
成
す
る
比
丘
・
比

丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
沙
弥
・
沙
弥
尼
・

式
叉
摩
那
の
七
種
の
人
々
。

(652) 

二
尊
郢
匠
…
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の
意
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
喩
え
た
も
の
。

(653) 

六
合
…
天
地
四
方
の
こ
と
。



土
十
勝
論
』
最
も
首
冠
為た
り
。
其
の
援
拠
は
是
れ
古
聖
の
金
言
、
其
の
開

疑
は
乃
ち
譬
縁
工
巧
な
り
。
故
を
以
て
万
歳
の
闇
室
に
炬ご
り
ょ
う燎
(654)忽

に
至
り
て
、

頓
に
重
陰
を
除
き
、
千
里
の
水
程
に
般
舶
速
や
か
に
具
わ
り
て
労
倦
を
愁
え

ず
。
若
し
曇
摩
迦(655)

の
再
来
に
非
ず
ん
ば
、
是
こ
に
於
て
至
る
こ
と
能
わ
ず
。

抑
そ
も
そ
も

舜
秀
図は
か

ら
ず
も
西
郊
清
凉
寺(656)

に
於
て
、
嘗か
つ

て
此
の
論
を
獲
て
、
指

を
染
め
て
書
意
を
看
得
し
、
沈
思
し
て
点
撿
子
細
に
し
て
、
以
て
知
音
に
示

す
に
、
信
敬
を
致
さ
ず
と
云
う
こ
と
莫
し
。
之
れ
を
八
極(657)

に
行
か
ま
く
欲

し
て
謹
ん
で
跋
を
為つ
く

る
や 

。

【
凡
例
】

校
訂
浄
土
十
勝
論
凡
例

一
、
論
主
の
著
述
若
干
あ
り
。
中
に
就
い
て
『
十
勝
論
』
は
学
士
の

欽
慕
す
る
所
な
り
。
初
め
刊
本
無
し
。
転
写
し
て
之
れ
を
伝
う
る

者
、
殆
ど
三
百
四
十
有
余
歳
な
り
。
故
に
文
字
の
訛
謬
無
き
こ
と

能
わ
ざ
る
な
り
。
後
に
是
の
『
論
』
を
刻
む
者
、
応
に
考
拠
・
校

訂
を
為
さ
ず
。
故
に
失
誤
有
る
こ
と
を
致
す
。

(654) 

炬
燎
…
か
が
り
火
の
こ
と
。

(655) 

曇
摩
迦
…
法
蔵
菩
薩
の
異
名
。

(656) 

西
郊
清
凉
寺
…
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
に
あ
る
。

嵯
峨
釈
迦
堂
の
名
で
知
ら
れ
、
融
通
念
仏
の

道
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

(657) 

八
極
…
八
方
の
果
て
。
転
じ
て
全
世
界
を
い
う
。



一
、
寛
文
癸
卯(658)

の
刊
本
の
版
、
天
明
の
火
災(659)

に
罹か

か

り
て
燬き

滅め
つ

す
。
先

師
法ほ
う

洲じ
ゅ
う
(660)、

再
興
に
思
惟
す
る
こ
と
久
し
。
遂
に
力
を
隆
円(661)

・
僧

寿(662)

の
二
師
に
戮あ

わ

せ
翻
刻
す
る
こ
と
既
に
八
冊
な
り
。
然
れ
ど
も

未
だ
刪
補(663)

の
業
を
果
た
さ
ず
し
て
、
二
師
、
年
序
を
追
い
て
逝

き
ぬ
。
是
こ
に
於
い
て
、
先
師
重
ね
て
師
兄
法
道(664)

、
曁
び
不
肖

門(665)

に
嘱
し
て
曰
く
「
爾な

ん

曹じ

ら
宜
し
く
覆
考
・
上
梓
し
て
、
以
て

吾
が
業
を
継
ぐ
べ
し
。
敢
え
て
諸
を
忽ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
勿
れ
」

と
。
爾
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
来
、
師
兄
は
二
利
に
暇

い
と
ま

無
く
、
傍
ら
で
著
述
を
事
と
し

て
、
劇は
げ

し
き
こ
と
頭
然
を
救は

ら

う
が
如
し
。
然
れ
ど
も
遍
く
募
縁
を

皁そ
う
は
く白
(666)に

謀
り
て
大
い
に
刻
資
を
給た

す
。
謂
い
つ
べ
し
、勔つ

と

め
た
り
。

予
や
惟
お
も
ん
ぱ
かり

、
孳じ

じ孳
(667)と

し
て
日
に
駑ど

た
い駘
(668)に

策む
ち

う
ち
、
且
く
蓮
社
に

蔵
す
る
所
の
古
本
を
搜

(669)

し
て
憖
い
に
以
て
重
修
す
。
希
わ
く

は
覧
ん
人
、
人
の
微わ
ず

か
な
る
を
以
て
、
而
し
て
論
文
に
異
同
有
る

を
尤と
が

む
る
こ
と
莫
く
ん
ば
、
幸
い
孔は

な
は

だ
し
き
な
り
。

大
火
は
御
所
や
二
条
城
ま
で
焼
く
程
の
す
さ

ま
じ
い
火
災
で
あ
り
、
寺
社
も
多
く
焼
失
し

て
い
る
。

(660) 

法
洲
…
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
―
天
保
一
〇
年

（
一
八
三
九
）。
大
日
比
三
師
の
ひ
と
り
。
法
岸

の
弟
子
。
稟
蓮
社
承
誉
託
阿
。

(661) 

隆
円
…
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
―
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）。
託
蓮
社
調
誉
順
阿
。

(662) 

僧
寿
…
不
明

(663) 

刪
補
…
文
章
を
削
っ
た
り
、
補
っ
た
り
し
て
調

え
る
こ
と
。

(664) 

法
道
…
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
―
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）。
大
日
比
三
師
の
ひ
と
り
。
法
洲

の
弟
子
。
徳
蓮
社
元
誉
信
阿
。

(665) 

門
…
的
門
の
こ
と
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
―

明
治
二
三
年（
一
八
八
九
）。即
蓮
社
得
誉
忍
阿
。

(666) 

皁
白
…
黒
と
白
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
黒
衣
の

能
化
と
白
衣
の
在
家
を
指
す
。

(667) 

孳
孳
…
つ
と
め
て
怠
ら
な
い
様
子
。

(668) 

駑
駘
…
駑
馬
と
同
じ
意
味
で
歩
み
の
遅
い
馬
の

こ
と
。
転
じ
て
、
才
の
劣
る
者
の
た
と
え
に

用
い
ら
れ
る
。

(669) 「

」
…
作
字
。

(658) 

寛
文
癸
卯
…
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）。

(659) 

天
明
之
大
火
…
江
戸
時
代
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

に
京
都
で
起
こ
っ
た
大
火
の
こ
と
。
天
明
の



一
、
今
、
古
本
と
称
す
る
は
旭
蓮
社
第
十
四
世
灯
誉(670)

自
ら
謄
写
す
る

所
の
本
な
り
｛
葢
し
師
は
泉
州
佐
野
上
善
寺
・
春
木
西
福
寺
等
の

開
祖
に
し
て
、
而
も
名
誉
時
に
振
る
｝。
旧
本
と
称
す
る
は
天
明

灰
燼
の
刊
本
な
り
。
是
の
二
本
に
参
較
し
て
以
て
今
刻
を
成
ず
。

而
し
て
二
本
並
び
に
誤
脱
有
る
は
圏
点(671)

を
施
し
、
乃
ち
其
の
首

は
じ
め

に
標
す
に
囲
い
を
以
て
す
。
而
し
て
猶
お
疑
う
べ
き
者
有
る
を
評

す
る
に
「
恐
」
の
字
を
以
て
す
。

一
、
援
引
す
る
所
の
経
論
鈔
疏
等
、
間ま
ま

脱
誤
有
る
に
至
り
て
は
現
流

の
本
に
較
べ
て
焉こ

れ
を
補
正
す
。
然
れ
ど
も
未
だ
原
本
を
得
ざ
る

者
は
姑し
ば
ら

く
後こ

う
げ
ん彦
(672)を

俟ま

つ
。

一
、
是
の
論
の
分
巻
同
じ
か
ら
ず
。
本
と
三
巻
な
り
。
古
本
は
十
巻

と
為
す
。
灯
誉
附
し
て
云
く
「
此
の
論
は
上
中
下
三
巻
な
り
。
其

の
上
巻
は
乾
坤
二
冊
、
中
巻
は
乾
坤
二
冊
、
下
巻
は
本
末
二
冊
に

し
て
、
全
部
六
巻
な
り
。
然
る
に
今
之
れ
を
書
写
す
る
や
、
紙
葉

巨
多
に
し
て
六
巻
に
は
成
じ
難
し
。
之
れ
に
依
り
て
論
主
の
影
前

に
於
い
て
而
も
鬮く
じ
(673)を
取
り
て
十
巻
に
調
い
訖
り
ぬ
」
と
。
又
た

(670) 

灯
誉
…
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
―
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）。
重
蓮
社
灯
誉
良
然
。
知
恩
院
第

二
十
七
世
。

(671) 

圏
点
…
文
章
の
要
所
を
示
す
た
め
に
、
文
字
の

傍
ら
に
打
つ
丸
い
点
。

(672) 

後
彦
…
後
代
の
す
ぐ
れ
た
士
の
こ
と
。

(673) 

鬮
…
く
じ
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
数
多
く
あ
る
紙

片
を
指
す
。



旧
本
は
十
四
巻
と
成
す
。
今
刻
は
之
れ
に
倣
う
。

一
、
古
旧
の
二
本
は
倶
に
上
中
下
各
本
の
章
目
の
下
に
第
一
、
第
二

等
と
標
す
。
今
刻
は
次
第
を
通
貫
し
て
之
れ
を
標
す
。
亦
た
内
題

に
は
上
中
下
を
標
し
、
更
に
低
く
書
し
て
次
第
を
顕
す
。
是
れ
古

意
を
失
わ
ざ
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。
而
も
以
て
今
刻
の
一
体
と
為

す
。

一
、
古
本
は
『
輔
助
義
』
を
闕
く
。
今
刻
は
旧
本
に
依
り
て
訂
正
す
。

一
、論
主
の
伝
記
に
齟
齬
あ
り
。
今
、伝
記
を
抄
出
し
、序
跋
を
並
挙
し
、

章
目
を
列
次
し
て
、
之
れ
を
首
巻
と
為
し
、
全
部
十
九
巻
を
成
ず
。

時
、
嘉
永
五
年
壬
子(674)

九
月
望も

ち

　

平
安　
　
　

大
雲
院(675)

勤
息(676)

的
門
、
謹
み
て
識
す

【
章
目
】

浄
土
十
勝
論
総
章
目　

今
、
旧
本
の
分
巻
に
倣
う

　

巻
の
上　

開
し
て
六
巻
と
為
す

　
　

巻
第
一				






乾
上

(674) 

嘉
永
五
年
壬
子
…
一
八
五
二
年
。

(675) 

大
雲
院
…
現
、京
都
市
東
山
区
。
竜
池
山
貞
安
寺
。

開
山
は
聖
誉
貞
安
。
天
正
一
五
年（
一
五
八
七
）

建
立
。

(676) 

勤
息
…
善
行
に
つ
と
め
、
悪
を
止
息
す
る
の
意
。

沙
門
と
同
義
に
使
用
さ
れ
る
。



　
　
　

三
学
無
分
勝　

第
一

　
　

巻
第
二				






乾
中

　
　
　

持
名
最
上
勝　

第
二

　
　

巻
第
三				






乾
下

　
　
　

末
法
利
益
勝　

第
三

　
　
　

具
結
得
脱
勝　

第
四

　
　
　

具
縛
不
現
勝　

第
五

　
　
　

具
纒
不
退
勝　

第
六

　
　

巻
第
四				






坤
上

　
　
　

六
宗
根
本
勝(677)　

第
七

　
　
　

墳
籍
逴
躒
勝　

第
八

　
　
　

該
教
行
益
勝　

第
九

　
　
　

超
絶
師
範
勝　

第
十

　
　
　

自
解
他
宗
勝　

第
十
一

　
　
　

精
進
苦
節
勝　

第
十
二

　
　
　

頓
中
頓
教
勝　

第
十
三

(677) 

本
文
中
で
は
「
立
宗
根
本
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。



　
　
　

小
聖
住
報
勝　

第
十
四

　
　
　

凡
聖
住
報
勝(678)　

第
十
五

　
　
　

不
求
世
楽
勝　

第
十
六

　
　

巻
第
五				






坤
中

　
　
　

不
説
現
益
勝　

第
十
七

　
　
　

順
次
得
脱
勝　

第
十
八

　
　
　

広
長
舌
相
勝　

第
十
九

　
　
　

証
誠
現
益
勝(679)　

第
二
十

　
　
　

不
誨
現
益
勝(680)　

第
二
十
一

　
　
　

法
滅
利
物
勝　

第
二
十
二

　
　
　

三
時
不
代
勝　

第
二
十
三

　
　
　

執
著
解
脱
勝　

第
二
十
四

　
　
　

行
徳
遮
悪
勝　

第
二
十
五

　
　
　

一
代
遍
勧
勝　

第
二
十
六

　
　
　

依
経
直
説
勝　

第
二
十
七

　
　
　

超
世
本
願
勝　

第
二
十
八

(678) 

本
文
中
で
は
「
凡
愚
住
報
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。

(679) 

本
文
中
で
は
「
証
誠
竒
恃
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。

(680) 

本
文
中
で
は
「
不
誨
現
行
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。



　
　
　

称
名
音
声
勝　

第
二
十
九

　
　

巻
第
六

　
　
　

散
心
往
生
勝　

第
三
十

　
　
　

墳
籍
仏
説
勝　

第
三
十
一

　
　
　

他
家
推
称
勝　

第
三
十
二

　
　
　

麤
学
褒
讃
勝(681)　

第
三
十
三

　
　
　

釈
文
降
魔
勝　

第
三
十
四

　
　
　

廃
立
独
妙
勝　

第
三
十
五

　
　
　

三
学
自
然
勝　

第
三
十
六

　
　
　

持
念
超
経
勝　

第
三
十
七

　
　
　

攘
災
招
福
勝　

第
三
十
八

　
　
　

説
時
説
処
勝　

第
三
十
九

　

巻
之
中　

開
し
て
五
巻
と
為
す

　
　

巻
第
七				






乾
上

　
　
　

無
解
大
乗
勝　

第
四
十

　
　
　

凡
夫
長
寿
勝　

第
四
十
一

(681) 

本
文
中
で
は
「
兼
学
褒
讃
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。



　
　
　

尼
衆
往
生
勝　

第
四
十
二

　
　
　

魔
不
能
浩
勝　

第
四
十
三

　
　
　

鶴
林
帰
嚮
勝　

第
四
十
四

　
　
　

仏
前
重
説
勝　

第
四
十
五

　
　
　

発
願
叮
嚀
勝　

第
四
十
六

　
　
　

來
迎
殊
絶
勝　

第
四
十
七

　
　
　

自
作
他
受
勝　

第
四
十
八

　
　

巻
第
八				






乾
中

　
　
　

護
持
国
家
勝　

第
四
十
九

　
　
　

影
像
現
仏
勝　

第
五
十

　
　
　

本
地
高
妙
勝　

第
五
十
一

　
　
　

禽
魚
現
行
勝　

第
五
十
二

　
　
　

遺
身
解
脱
勝　

第
五
十
三

　
　
　

無
夙
善
生
勝　

第
五
十
四

　
　
　

二
宗
精
簡
勝　

第
五
十
五

　
　
　

翻
訳
重
複
勝　

第
五
十
六



　
　
　

尊
号
中
王
勝　

第
五
十
七

　
　
　

疑
心
往
生
勝　

第
五
十
八

　
　
　

激
勧
叮
嚀
勝　

第
五
十
九

　
　
　

仏
子
第
一
勝　

第
六
十

　
　
　

遺
文
放
光
勝　

第
六
十
一

　
　
　

取
執
不
捨
勝　

第
六
十
二

　
　

巻
第
九				






乾
下

　
　
　

毗
盧
遮
那
勝　

第
六
十
三

　
　
　

非
情
説
法
勝　

第
六
十
四

　
　
　

禽
獣
説
法
勝　

第
六
十
五

　
　
　

不
楽
歎
勧
勝　

第
六
十
六

　
　
　

冥
得
護
持
勝　

第
六
十
七

　
　
　

来
心(682)

往
生
勝　

第
六
十
八

　
　
　

大
菩
提
心
勝　

第
六
十
九

　
　
　
　

論
主
後
叙

　
　

巻
第
十				






坤
上

(682) 

本
文
中
で
は
「
即
身
往
生
勝
」
と
な
っ
て
い
る
。



　
　
　

説
法
奇
絶
勝　

第
七
十

　
　
　

受
経
得
弁
勝　

第
七
十
一

　
　
　

智
弁
無
窮
勝　

第
七
十
二

　
　
　

聞
名
不
退
勝　

第
七
十
三

　
　
　

生
得
六
通
勝　

第
七
十
四

　
　
　

人
天
寿
長
勝　

第
七
十
五

　
　
　

人
天
致
敬
勝　

第
七
十
六

　
　

巻
第
十
一				






坤
下

　
　
　

生
得
正
定
勝　

第
七
十
七

　
　
　

具
諸
相
好
勝　

第
七
十
八

　
　
　

超
越
階
位
勝　

第
七
十
九

　
　
　

遍
至
仏
国
勝　

第
八
十

　
　
　

覩
見
浄
土
勝　

第
八
十
一

　
　
　

生
尊
貴
家
勝　

第
八
十
二

　
　
　

具
足
徳
本
勝　

第
八
十
三

　
　
　
　

論
主
勧
誡



　

巻
之
下　

開
し
て
三
巻
と
為
す

　
　

巻
第
十
二				






乾
上

　
　
　

大
悲
深
重
勝　

第
八
十
四

　
　
　

判
教
不
共
勝　

第
八
十
五

　
　
　

聞
経
当
機
勝　

第
八
十
六

　
　
　

究
竟
了
義
勝　

第
八
十
七

　
　
　

諸
宗
根
本
勝　

第
八
十
八

　
　
　

上
下
該
通
勝　

第
八
十
九

　
　
　

童
稚
解
脱
勝　

第
九
十

　
　
　

経
中
最
頂
勝　

第
九
十
一

　
　
　

喜
楽
無
上
勝　

第
九
十
二

　
　
　

曼
荼
竒
絶
勝　

第
九
十
三

　
　

巻
第
十
三				






乾
下

　
　
　

章
疏
簡
略
勝　

第
九
十
四

　
　
　

除
三
世
罪
勝　

第
九
十
五

　
　
　

言
少
易
行
勝　

第
九
十
六



　
　
　

護
持
竒
特
勝　

第
九
十
七

　
　
　

念
仏
追
善
勝　

第
九
十
八

　
　
　

出
世
本
懐
勝　

第
九
十
九

　
　
　

徳
高
恩
重
勝　

第
一
百

　
　
　

要
法
生
知
勝　

第
百
一

　
　
　

孝
行
最
上
勝　

第
百
二

　
　
　

講
論
逴
躒
勝　

第
百
三

　
　

巻
第
十
四				






坤
全

　
　
　

行
人
要
処
勝　

第
百
四

　
　
　

帝
王
解
脱
勝　

第
百
五

　
　
　

群
英
依
憑
勝　

第
百
六

　
　
　

不
謟
真
言
勝　

第
百
七

　
　
　

尊
号
除
障
勝　

第
百
八

　
　
　

能
所
同
修
勝　

第
百
九

　
　
　

一
帰
不
革
勝　

第
百
十

総
計
百
十
勝



　
　
　

附
、
蓮
華
標
名
勝

『
輔
助
義
』
四
冊

已
上


